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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　イラスト／ｐａｋｏ














　舞ぶ台たいは変わる。


　時は遡さかのぼる。


　光と影かげ。影絵と切り絵。暗転する劇場。くるりと変わる万まん華げ鏡きよう。回る回るメリーゴーラウンド。カレンダーは逆向きにめくられ、太陽が西から東へ巡めぐりだし、大人は子供へと若返る。何年も何年も、世界は戻もどっていく。


　それは十二年前。


〈アストラル〉と呼ばれた結社が、その黄金時代を迎むかえていたとき。


　熱く激しい夏の光を、爽さわやかな風が運んでいた季節。けたたましい蟬せみの声を聞きながら、やはり多くの学生たちが夏期休きゆう暇かのイベントや旅行を計画していた頃ころ。


　たかだか十二年程度では、今と何も変わらない風景。


　そして。





　──ある夏の日の、物語。




第１章　貸し出し魔法使い




　　　　１




　人間、声ひとつにも、さまざまな性質が現れる。


　低い声、高い声、幼い声、老いた声、野太い声、いらだった声、裏返った声、いずれもが持ち主の年ねん齢れいや心情を雄ゆう弁べんに表現する。専門の人間であれば、一声聞いただけで、おおよその体格や出身地、場合によっては学歴や職業までも言い当てるという。


　その上で、


「ひーまーだー」


　と、事務所に流れた声は、妙みように人なつっこく、それでいてつかみどころがない──としか言いようがなかった。


　東京近きん郊こう。


　そこそこのビジネスビルの、中層階。


　外の陽ひ差ざしは厳しい折だが、控ひかえめに効いた冷れい房ぼうのおかげでむしろうつらうつらしてしまいそうな陽気が室内には満ちていた。


　そんなデスクのひとつである。


『社長席』と書かれたプレートのそばで、じたばたと両手がうごめいたのだ。


　それも、顔は机につっぷしたままぴくりとも動かさず、両手だけを交こう互ごに上下させている。


　まるでゾンビのごときありさまで、


「ひーまーだー」


　再びあがる、やる気のない抗議クレームの声。


「…………」


「…………」


「…………」


　人数分の沈ちん黙もくが連なった。


　答えたら負けだと言うかのように、誰だれも口を開かない。およそ場の全員が、この男の性格を知り尽つくしているためだった。


「ひーまーだー」


　三み度たび、同じ声。


「…………」


「…………」


「…………っ」


　やはり、誰も動かない。


　だが、たったひとり、端はしのデスクに座った少年がぴくりと震ふるえた。


　ああ、ほんのわずかな肩かたの動きだったが、つっぷしたままの顔は──獲え物ものを見つけたとばかりに──唇くちびるの端をにんまりとつりあげたのだ。


　間かん髪はつ入れず、だめ押しとばかりに特大の一声。





「ひ────────ま─────────だ──────────────────」





「ああ、もう！」


　狙ねらい通り。


　ばたんと机を叩たたいて、その少年が立ち上がった。


「そんなにひまなんだったら、さっさと仕事をもらってください！　だいたい、社長が細かい仕事を全部断るから、こんなことになってるんでしょうが！」


　鮮あざやかな銀ぎん髪ぱつの少年である。


　およそ十七歳あたりか。しなやかな瘦そう身しんに和風の羽織を纏まとっている。切れ長の目を鋭するどい怒いかりにたぎらせて、少年は一直線に『社長』を睨にらみつけていた。


　名前を、猫ねこ屋や敷しき蓮れんという。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～～～～あ」


　主人を応おう援えんするように、四匹ひきの猫ねこも足元で鳴き声をあげる。


　しかし、この場合、主人の勝ち目はどうしようもなく遠かった。


　先の言葉を受けて、ようやく顔をあげた『社長』が唇を尖とがらせて、こう反論したのである。


「えー、だって所しよ詮せんうちＢＢＢトリプルビーランクだし。人数だって十人もいないし」


「それだって社長が真ま面じ目めにしてくれれば、Ａランクになってました。だいたい、この前もヘイゼルさんや隻せき蓮れんさんを慕したって、徒と弟てい希望の人が来てたでしょう。ほかの結社だったら垂すい涎ぜんものの逸いつ材ざいばかりでしたよ」


「なんか面おも白しろくなかったしなあ」


「僕のときは、勝手にスカウトまでしたくせに?!」


「やあ、そこはそれ。優ゆう秀しゆうな幹部候補だったんだと自分を誇ほこってくれてかまわないよ？」


「なんで過去形になってるんですか！」


「ええとほら、もう立派な幹部だしね」


　飄ひよう々ひようとした様子で、少年の舌ぜつ鋒ぽうを受け流す。


　洒落しやれた眼鏡めがねをかけなおし、なんとも愉たのしそうに微び笑しようする顔は二十代後半と見えた。舶はく来らい品と思おぼしいジャケットとスラックスに、ややも砕くだけた着こなしがよく似合っている。


　彼こそが、伊い庭ば司つかさ──魔ま法ほう使い派は遣けん会社〈アストラル〉の取とり締しまり役やく社長なのだった。


　ぐ……っと言葉につまった少年は、すぐ別の問題に切り替かえた。


「それだけじゃありません！　インターネットの通信料金だって、パソコン通信に比べれば格安だとか言ってたのに全然変わりません。むしろ増えてます！」


「あはは。ついホームページ作成とかに凝こっちゃって。あれ、すっごいんだよ。世界中から接続できるし、誰でもサイトつくれちゃうし、ほらもう人類の革新って感じしない？　あ、そうそう、〈アストラルうち〉のサイトもできたんだよ？　見る見る？　アドレスをいれたバージョンの名めい刺しなんかもつくっちゃたんだけど、猫屋敷くんもいるかなー?!　ほら、白びやつ虎こや青せい龍りゆうも喜ぶかも！」


「見ません！　いりません！　うちの大事な白虎も青龍もそんなの喜びません！」


　倍も声を張り上げ、猫屋敷が白い歯を剝むく。


　社長の背後に安置されたずんぐりとしたパソコンは、ＣＰＵ２００ＭＨｚ、メモリ６４ＭＢという大容量にハードディスクは２ＧＢまで増設し、あげく11倍速の高速ＣＤドライブまで搭とう載さいした、れっきとした最新型である。趣しゆ味みだけで扱あつかうには、いささか高価なおもちゃには違ちがいなかろう。


「じゃあ、やたらと〈トリスメギストス〉に通ってるのはどういうわけです。そのわりに呪物フエテイシユを買い入れてるわけでもないですし」


「あ、〈トリスメギストス〉は社長のファウナさんがよくしてくれてさ。うんうん、最近娘むすめさんのディアナちゃんもぐんと可愛かわいらしくなってきたし。あの年とし頃ごろの可か憐れんさって、すっごいたまらないよねえ」


「……とりあえず、その汚けがれた脳のう細さい胞ぼうから新しくしてはどうですか？　だいたい、魔法使いが呪物フエテイシユよりコンピュータにかまけてどうするんです」


「だって、俺魔法なんて使えないし」


「そういう問題じゃありません！」


「あーあーあー、聞こえない聞こえない」


　耳に指までつっこんで、司はふるふるとかぶりを振ふりはじめた。


「…………」


　たまりかねた少年が、ついに黙だまりこくり、瞳ひとみを凍こおらせていく。


　とてつもなく険悪な空気が事務所を蔓まん延えんし始めたとき、





「……社長、蓮をからかうのはそれぐらいにしてもらえんでござるか？」





　と、救いの手がさしのべられたのである。


　猫屋敷少年がそちらを振り向き、苦い顔になった。


「隻蓮さん」


　短く髪かみを剃そり上げた、若い僧そう侶りよだった。


　小こ柄がらながら、ゆったりとした墨すみ染ぞめの衣の上からでも、がっちりとした身体からだが見て取れる。僧侶というより、自分の肉体ひとつを頼たよりとしていた時代の、古い旅人を思わせた。


「ユーダイクスどのからも、何か言ってくれんかの？」


「結社の運営さえ行えているなら、私に口を出す権限はない」


　その言葉を、最後のひとりは無下に切り捨てた。


　デスクに向かったままの、いかめしい顔の巨きよ漢かん。積もった書類にも動じず、ほとんど機械的なまでの速度で、次々と処理していく。


　ユーダイクス・トロイデ。


　赤い髪をなびかせた巨漢は、重々しく口を開く。


「どの道、魔術結社は首領の色に染められるものだ。首領がそういう在り方を良しとするならば、徒弟がどうこういうものでもあるまい」


　そう言って、純白のインバネスから懐かい中ちゆう時計を取り出したのである。


　一いつ瞬しゆんだけその盤ばん面めんへ目を落とし、ぱちりと閉じた。


「……ただ、付け加えるなら、そろそろ時間だろう」


「時間？」


　眉まゆ根ねを寄せた猫屋敷に、


「ああ！」


　と、司はわざとらしく手を打った。


「そうだそうだ、猫屋敷くんにお願いしようと思ってた仕事があったんだ。ついつい忘れてた。ちょっとお使いを頼たのみたいんだけどいいかな」


「は、お使い？」


「ほら、ヘイゼルさんの孫まご娘むすめが今日こっちに来るそうでさ。本当は俺が迎むかえにいくはずだったんだけど、別の用事が重なっちゃって。いやあすまない。そこの駅前なんだけど、今からすぐ行ってもらえない？」


「…………」


　もう一度、少年は沈ちん黙もくした。


　しかし、今度は殺気紛まがいの対立とはならなかった。


「……分かりました。着き替がえてきましょう」


　少年が身を翻ひるがえす。


　きっぱりとした背中は、あらゆる干かん渉しようを拒きよ絶ぜつしていた。


　そのまま、ばたんと聞こえよがしに騒そう音おんをたてて、事務所の扉とびらが閉じられたのであった。





　　　　２




　魔ま法ほう使い派は遣けん会社〈アストラル〉。


　その名を聞けば、多くの結社は眉をひそめ、半分ぐらいの結社は唾つばを吐はき捨てるだろう。そして、ごくごく少数の結社の構成員は、こっそりと「興味深いところだ」ぐらいは付け足すかもしれない。





　──いわく、複数の魔術系統を集めた、異形の集団。


　──いわく、他人のために魔法使いを派遣する、不ふ遜そんの組織。





　異い端たんの中の、さらなる異端。


　つまりは、魔法使いの世界の常識ルールを破る組織として、〈アストラル〉は認にん識しきされていたのだ。


　そこに属する魔法使いは六人。


　妖精博士フエアリー・ドクター──伊庭司。


　錬れん金きん術じゆつ師し──ユーダイクス・トロイデ。


　密教僧──隻蓮。


　陰おん陽みよう師じ──猫屋敷蓮。


　魔ま女じよ──ヘイゼル・アンブラー。


　そして、もうひとり。





　彼らの結社が、極東に本部をかまえてから、六年の歳月が経たっていた。





　　　　＊





　猫屋敷は、学生服に着替えていた。


　白い詰つめ襟えりに、少年の銀ぎん髪ぱつはよく似合った。


　純白と銀の二色を纏まとい、夏のストリートを抜ぬけていく風景は、それだけで一いつ幅ぷくの絵画となろう。青春の光と影かげを内包した歩き姿は、多くの芸術家の意欲をそそるに違ちがいない。


　もっとも。


　どんな画家の筆をもってしても、少年の不ふ機き嫌げんさばかりは覆おおい隠かくすべくもなかった。


「子供のおもりか……！」


　いらだたしげな舌打ちが、少年の唇くちびるから漏もれる。


　かすかだが眉み間けんには皺しわが寄り、端たん整せいな表情を崩くずしている。アスファルトを踏ふむ足取りだって、いつもより遥はるかに荒あら々あらしい。


「だいたい、あんな結社が成立すること自体が間違いなんだ」


　むっつりと、少年は口にする。


（……なら、どうしてそんな結社にいるんだ？）


　そんな声が、自分の内側から響ひびいた。


　今よりも少しだけ若い自分。


〈アストラル〉に入社する以前──いつも自分を嘲あざ笑わらう、もうひとりの猫屋敷蓮の声。


（魔法使いなんて、くだらない。それがお前の信条だろう？）


　その声が、また響く。


　同時に、自分の真実をついてもいた。まぎれもなく、猫屋敷蓮自身が思い定めている真理だった。


（魔法使いなんて、最低だろう？）


「ああ」


　と、猫屋敷は口に出して、小さくうなずいた。


　魔法使いなんてくだらない。


　魔法使いなんて最低だ。


　だから。


　そのように生きたいのだ。


　誰だれよりも強く。


　誰よりも強く。


　誰よりも強く。


　くだらなくて、愚おろかしくて、何の意味もない最前線にこそ猫屋敷蓮は身を投じたい。


　かつて、呪じゆ詛そを繰くり返し、各地の魔法使いに対して辻つじ斬ぎり紛まがいの魔術決闘フエーデを繰り返したのだって同じ理由だ。実戦の中にこそ、命を鑢やすりにかけつづける果てしない闘とう争そうにこそ、自分という存在を高みにのしあげる可能性が存在する。


　そのために、〈アストラル〉へも入社した。


　あの結社にいる魔法使いたちが、自分の限界を超こえさせる何かを持っていると、そう実感したからだ。自分の知らない世界を歩み、自分の行き着けなかった場所に立つ、そういう魔法使いたちなのだと。


　そこまで考えて、去り際ぎわのある言葉が、少年の脳内を揺ゆれた。


「……別の用事、か」


　伊庭司が、自分を送り出す前に言っていたことだ。


　ヘイゼルの孫まご娘むすめを迎むかえに行かせるという仕事が、そのための言い訳なのは明らかだった。


　あの男の奇き妙みようなコネクションには、猫屋敷も一目置いていたのだ。





　──魔ま法ほうを使わない魔法使い。





　その奇妙なあだ名と、魔法使いにあるまじき破は天てん荒こうな行動の数々。


　先のインターネットについてもそうだが──普ふ段だんは延々とひとり遊びに興じているばかりだ。パズル雑誌やゲームボーイの新作に耽たん溺できしたり、あるいは鉄道模型の線路を事務所中に広げたり、ろくでもない作業ばかりを継けい続ぞくしている。


　だが、それと同時に、目を見張るような実績をあげることも稀まれではなかった。


〈協会〉でも把は握あくしてない事件をつかみ、巧こう妙みように〈アストラル〉の『仕事』へと仕立て上げる、水際だった手しゆ腕わん。


　単に表面上解決するだけではなく、根本にある問題までさかのぼり、撃げき滅めつ・駆く逐ちくする。


　たかだか十年足らずの新興結社がＢＢＢランクを取得したのも、その能力のゆえだ。


〈アストラル〉に入社して一年ばかりではあったが、伊庭司という人間の底は、いまだ猫屋敷に知れてない。


（だったら……）


　だとすれば、あの男はどのような経験から、そんな能力を獲かく得とくするに至ったのか。


　まさしく、猫屋敷を駆かり立てるのは、その謎なぞだった。あの昼ひる行あん灯どんの顔の、底の底までを見み極きわめ、自分の糧かてとする必要があったからだ。


　なぜなら……猫屋敷蓮は……


「だって……僕は……」


（……を殺せるようにならないと……）


　現実の呟つぶやきと、胸の内の声とは、最後までこぼれることはなかった。


「にゃあ」


「うにゃあ」


　ずっと少年の後ろをついていた猫たちが、喉のどを震ふるわせたのだ。


「あれれれれ、白虎に青龍って……蓮さんじゃないですか？」


　ついで、やたらと間の抜ぬけた声が、道の先から響く。


　駅舎へと続く、並木道である。


　ややも時代がかった煉れん瓦が造りの駅舎には、それにふさわしいケヤキやプラタナスの樹木が並び立ち、盛夏の光に木の葉をたぎらせている。


　そんな木こ陰かげに、ひとりの男が佇たたずんでいたのだ。


　人のよさそうな男だった。


　黒い中折れ帽ぼうに水玉のネクタイをした姿は、十分以上に頓とん狂きようなのだが──数秒見続けると、なぜか「お人よしっぽい」という印象しか残らない。もともと伊庭司が「お前地味だからこれやるよ」と渡わたした帽子とネクタイなのだが、残念ながらその効用はゼロに近かった。


　ある意味で、単なる美形以上に稀な骨相。


　猫屋敷にとっては、この一年ばかりで馴な染じんでしまった顔でもある。


「……柏かし原わらさん」


　疲つかれたような声で、猫屋敷はその名を呼んだ。


　柏原代だい介すけ。


　隻蓮とともに、猫屋敷を〈アストラル〉へスカウトしたのが、この不思議な印象の男だったのだ。


「や、どうもどうも。蓮さんがいるとは思わなかったもので、驚おどろいちゃいました」


「──何度も言いますが」


　ぴしゃり、と猫屋敷が言う。


「年下にさん付けする必要はありません」


「おわわ！　え、えと、ご、ごめんなさい。つい癖くせで……」


「だから謝らなくていいです」


　いらいらした声で重ねて、猫屋敷はひそかに歯がみした。


　ほとんどの場合、〈アストラル〉の面々は彼をいらつかせるばかりなのだが、柏原はダントツでそのナンバーワンであった。


　異様に低姿勢なところも、すぐに謝るところも気にくわない。


　魔法使いたるもの、現代社会の異分子として、プライドこそを拠より所どころとすべきだろう。


　あの伊庭司にしてからが、よく分からないなりの自尊心は持ち合わせているというのに。


　ああ。


　つまるところは、


（……魔法使いらしくない）


　と、そのような思いが少年を猛たけらせているのである。


　無論、それがいささか勝手な思いこみであるぐらいは猫屋敷だって承知しているが、情動はいかんともしがたい。


　むしろ、勝手であるというのが分かっていればこそ、少年はこの男をより苦手とする道理であった。


「あなたは、なんで……」


　舌打ちして訊ききかけた少年が、ぐるりと振ふり返った。


　柏原の脇わきをすばしっこくかいくぐり、ショートカットの幼い女の子が、背後の二匹ひきの猫を抱だき上げたのだ。


「つかまえたあ！」


「にゃあにゃあにゃあ！」


「うにゃあああああああ！」


　悲鳴に似た鳴き声は、夏の暑気をも切り裂さくようだった。


「ああ、白虎！　青龍！」


　途と端たん、少年の表情が変わる。


　しかし、さらに早く、柏原が割って入った。


「あああ、駄だ目め！　駄目です！　その猫、蓮さんの大切な相棒なんですから！」


「ぶう、ちょっと触さわりたかっただけなのに」


　女の子が唇くちびるをとがらせる。


　年ねん齢れいは、まだ四、五歳といったところだろう。


　欧おう州しゆうの血が混じっているのか、その瞳ひとみは透すき通るような蒼氷色アイスブルーであった。肌はだは雪花石膏アラバスターを思わせて白く、ショートカットの髪かみは栗くり色いろ、目鼻立ちも日本人離ばなれしてくっきりしている。


「にゃあ！」


「うにゃあ！」


　逃にげ出した二匹の猫をかばいながら、猫屋敷はまなじりを決した。


「誰だれなんです、この子は！」


「え、えっと、司さんから聞いてません？」


「は？」


「だから、こちらがヘイゼルさんのお孫さんでして」


「ヘイゼルさんの？」


「うん！」


　問い返した猫屋敷の前で、女の子は太陽のごとく快活に笑ったのである。


「穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラーです！　よろしくお願いします！」





　　　　３




　猫屋敷が〈アストラル〉事務所を出て、数分経たった頃ころ、


「……怒おこっていたでござるなあ」


　なんとも申し訳なさそうに口をひらいたのは隻蓮であり、


「怒っていたねえ……」


　気安くうなずいたのは、社長席の司である。


　そして、そのままぐうっと拳こぶしを握にぎりしめ、なんと伊庭司はガッツポーズを取ったのだ。


「いやあ良かった！　グッド！　素す晴ばらしい！　入社して一年以上経つのにあの初うい々ういしい反応！　もう胸がきゅんとしちゃうね！　本当に彼を〈アストラル〉にスカウトして良かった！」


「……社長、まさかそのためにインターネットを？」


　じと目で、隻蓮が振り返る。


「うん。そうだけど？　ああ、あれを見られるなら安い買い物だったなあ！」


「…………」


　つまるところ、伊庭司はこういう男であった。


　気に入った他人をからかうためなら、苦労も散財も厭いとわない。しかも、それが相手の真ま面じ目めさに比例するので、隻蓮も入社当時はさんざっぱらやられたものだった。


　対処法はまともにとりあわないことなのだが──あの様子だと、猫屋敷がその域に達するにはまだ何年もかかるだろう。むしろ何年経っても達しない可能性すらありえる。同情を禁じ得ず、隻蓮は眉まゆをひそめて別の話題を持ち出した。


「しかし、〈トリスメギストス〉はいささか事情が違ちがったのでは？」


「ファウナさんの容態が思わしくない」


　突とつ然ぜん、司の口調が変わる。


「やっぱり冬虫夏草コルジセプスの拒きよ絶ぜつ反応が出てるみたいだ。今、ヘイゼルさんに頼たのんで、知り合いの心しん霊れい治ち療りよう師しをあたってもらってるけど、治療にいつまでかかるか分からない。幸い、あそこの商売相手とか呪物フエテイシユの取り扱あつかいとかは知ってるし、ディアナちゃんが独り立ちできそうになるまでは通うことになると思う」


「ヘイゼルさんの孫まご娘むすめを預かるのも、それが理由でござるか？」


「ああ。今は治療に集中してもらいたいしね」


「最初から、そう言えば良かったでござろうに」


　ため息混じりの隻蓮に、司はきっぱりとかぶりを振ふった。


「一応、〈トリスメギストス〉の秘事だし、他人の結社の事情をほいほい聞かせるわけにいかないだろ。それに女性を大切にするなんて、口にするまでもなく当たり前だよ」


　何の照れもなく、言い切ってみせる。


　これもまた、伊庭司という男である。


　おふざけと優やさしさが分かちがたく同居し、一個の人間の中で融ゆう合ごうしている。


　道化クラウンと騎士ナイトとを、同じ顔でこなせる男。にまにま笑いと洒落しやれっ気の内側で、他人をはめたり助けたり、忙いそがしく立ち回って見せる。


「…………」


　だから、隻蓮もそれ以上は追つい及きゆうせず、肩かたをすくめただけだった。


「それに、ちょっと珍めずらしい客が来るのは本当だったしね」


「お客？」


「多分、そっちは猫屋敷くんも気がついてたと思うけどねー。あの子の性格だと、あまりちゃんとした魔ま法ほう使いに会わせると、後が怖こわいし。やっぱり事故る可能性は事前に避さけておきたいじゃない」


　ふんふんと陽気な鼻歌をまじえながら、司は人差し指を回す。


（……要するに、追っ払ぱらうのに都合が良かったから、ついでに蓮をからかったのでござるな）


　思って、隻蓮は顔をしかめる。


　この場合、ついででからかわれた蓮を哀あわれむべきだろうか。


　それとも、わざわざインターネットまで準備されてた以上、いずれはこうなったのだからと、諦あきらめるべきか。


　とまれ、隻蓮は大きく息をついてから、こう訊きいた。


「で、今度はどんな悪だくみでござるか？」


「うん」


　すると、嬉うれしそうに司はうなずいたのだ。


「君の友人だよ」


「拙せつ僧そうの？」


　隻蓮が聞き返したとき、もうひとり、事務所に残っていた男が顔をあげた。


「車がついたようだ」


　と、赤せき髪はつの巨きよ漢かん──ユーダイクスが口にしたのだ。


　司が、ああと相あい槌づちを打つ。


「じゃあ、ユーダイクス君はここで待っていてもらえるかな」


「了りよう解かいした」


　厳おごそかにユーダイクスはうなずく。


〈アストラル〉の中でも、この巨漢の錬金術師だけは常に司に忠実だった。世界最高の猟りよう犬けんのごとく、主人に逆らうことはない。


「とりあえず、隻蓮くんだけついてきて」


「どこへ？」


「何しろ、向こうがうちみたいな貧びん乏ぼう事務所には顔を出せないそうでさ。近くのホテルにスイートルームを取ったあげく、出で迎むかえにリムジンを寄よ越こすんだと」


　唇くちびるの端はしをつりあげて、伊庭司は肩をすくめる。


　そのままサマーコートを羽織って、隻蓮とともに事務所の扉とびらを開いたのだった。








　言葉通り、事務所の前にはリムジンが待っていた。


　そのゆったりした座席に乗って、十数分ばかりで、この都市圏けんでは最高とされるホテルへと滑すべり込んだ。


　ロビーの特別エレベーターから、そのままスイートルームに直結する。扉の開いた先はそのまま豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんとなっており、司の革かわ靴ぐつと隻蓮の草ぞう履りをくるぶしまで包み込んだ。


「……うはっ」


　なんともいえぬ感かん触しよくに、隻蓮が呻うめく。


　ある意味で、贅ぜい沢たくそのものの触しよつ感かんでもあったろう。


　同じ重さの黄金にも匹ひつ敵てきしようという絨毯に、ほかの調度も何ひとつ見み劣おとりしない。それでいて主張の激しさから部屋全体の調和を乱すこともなく、コーディネーターの優ゆう秀しゆうさをさりげなく証明していた。


　おそらくは、エミール・ガレのオリジナルと思われる、大だい胆たんなフォルムのランプ。


　どっしりと構えられた紫し檀たんのテーブルと、本革張りのソファ。


　そこに、威い風ふう堂どう々どうとした壮そう漢かんが座っていた。


「おお、オズワルドどの！」


　と、隻蓮が名を呼ばわったのである。


「久しいな、セキレン」


　静かに、壮漢が告げた。


　ユーダイクスのそれとも違ちがう、親愛のこもった重さが声にはあった。


　これまで生きてきた時間を、一秒も無む駄だにしなかったものだけが持ちうる高潔さ。


　あるいは伝統と歴史を重ね、宝石のごとき結けつ晶しようとせしめた貴族という名の血統。整えられた美び髭しから鋭するどい碧へき眼がん、立ち居振ふる舞まいに至るまで、この壮漢自体がひとつの象徴シンボルとも見えた。


　もとより、貴族とはそういうものではなかったか。


　司もかしこまって、胸に手をあてて一礼する。


「……や、お久しぶりですね。オズワルドさん」


「お前とは七年ぶりだ。〈アストラル〉の結成承しよう認にんに〈協会〉を訪ねられて以来になる」


「もう、そんなになりますか」


　あはは、と司は軽く笑った。


　オズワルド・レン・メイザース。


　欧おう州しゆうに冠かんたるＡＡＡトリプルエーランクの結社、〈ゲーティア〉の首領である。


　七年前、オズワルドは〈協会〉本部の重じゆう鎮ちんとして、欧州の魔術結社に睨にらみを利きかせていた。


〈アストラル〉もまた、〈協会〉に認にん可かしてもらうため、伊庭司じきじきに日参していた。その際、〈アストラル〉の審しん査さを受け持ったのがオズワルドだったのだ。


「ほかに、どなたか来てたんですか？」


　部屋の様子を見ながら、司が訊く。


「娘むすめだ。日本の結社に触ふれる機会は少ないのでな。一いつ緒しよに連れてきた」


「あれ。うちなんかに紹しよう介かいしちゃっていいんですか」


「無論、良くないし、君たちに会わせるつもりは毛頭ない。後に、ほかの結社を視察がてら挨あい拶さつさせる予定だ」


　歯に衣きぬ着せず、オズワルドが言う。


　困った風に頭を搔かくだけで、司も反論はしなかった。


「……で、オズワルドどのと会うのだったら、先に言ってくれればよかったろうに」


　ついで、隻蓮が司を振ふり向く。


　彼とオズワルドとは、年の離はなれた友人同士でもあった。


　放ほう浪ろう癖へきのある彼は、世界各地の結社を訪ねることが多く、〈ゲーティア〉のオズワルドとも知ち遇ぐうを得ていた。途と中ちゆう、仏教思想に興味を持っていたオズワルドとはうまが合い、そうした事情を司にも話していたのである。


「まあほら、こういうのはサプライズの方が面おも白しろいかなーと思ってね！」


「そんなのばかりやってると、ろくな往生しないでござるぞ」


「うわ。それって僧そう侶りよの言うこと？」


「だったら、社長は自分のなすべきことをもう少し吟ぎん味みした方がよろしい」


　互たがいに嫌いやみを含ふくませて、僧侶と社長とが視線を交こう錯さくさせる。


「かまわないかね？」


　と、オズワルドが咳せき払ばらいした。


「おお、これはどうも。ええと、確か〈アストラル〉へのご依い頼らいでしたっけ」


「ああ。そういうことになる」


「……ほう」


　隻蓮の眼まな差ざしが、緊きん張ちようの色をよぎらせた。


　ただの来客でなく、依頼となればまた事情が変わる。まして、〈ゲーティア〉の首領じきじきの依頼となればなおさらだった。


「……で、どんな御ご用ようです？」


　問うた司に、オズワルドがうなずいた。


「布ふ留る部べ市しは分かるかね」


「ふるべし？」


　一いつ瞬しゆん、ぱちくりと瞬まばたきして、すぐに司が手を打った。


「うん、布留部市ですね。布が、留まる、部分の、布留部市。はいはい。知ってます。ここからだと電車で三十分ぐらいです。えーと、今は急速にベッドタウン化しつつあって、人口がふくらんでますよね。最近ではクリスタル・タワーとかいう名所もできたとかできないとか」


「君に、観光案内してもらいたいわけではない」


　放っておくと、延々喋しやべってそうな司を遮さえぎって、オズワルドはこう付け加えた。


「一応、〈アストラル〉の管理地のはずだが」


「ああ、ヘイゼルどのの工こう房ぼうと、拙せつ僧そうの寺があるからですな」


　隻蓮の言葉に、司が振り向く。


「お、そうなの」


「飛び飛びではあるんですが、そのあたりにある竜りゆう蓮れん寺じの住職をつとめてござる。いやまあ、住んでないのに住職というのもアレではござるが」


　いまいち嚙かみ合わない会話だが、オズワルドは気にした風もなかった。


　どの道、魔ま法ほう使いなど勝手な生き物ではある。それぞれの事情など、必要な部分だけ分かっていればいい。


　ゆえに、壮そう漢かんはただ用意していた言葉を告げた。


「先月の夏げ至しに、〈ゲーティア〉で例年の儀ぎ式しきを行った」


　夏至の夜。


　その時間は、多くの魔術結社にとって、重大な意味を持つ。


　すなわち、太陽が最も長く激しい生の輝かがやきを放ち、反転して死に向かう季節として、さまざまな魔術系統が儀式の流れに組み込んでいるためである。


〈ゲーティア〉も例外ではない。


　一年における結社の運営指針決定や、徒と弟ていの位階上じよう昇しよう、はたまた呪物フエテイシユの聖別や魔術書グリモアの虫干しなども含めた細かい事こと柄がらまで、それら一連の儀式の最中に行われる。


　いいや。


〈ゲーティア〉だからこそ、なおさらとも言えよう。


　表向き、〈ゲーティア〉は一流の投資会社としての顔を持っている。


　その表向きの顔を支えているのが、西洋魔術界でも屈くつ指しとされる占せん術じゆつの精度だった。


　七十二の魔神と呼ばれる使し役えき霊れいの中には、未来視に長たけたものが多く、とりわけ組織の運営や人材の育成・振り分けといった側面では強大な『力』を発揮したのである。


　かつて、ソロモンと呼ばれた王者が、七十二の魔神を使って、自らの国を繁はん栄えいの頂点へと導いたように。


「その儀式で何か？」


「とどこおりなく儀式は終しゆう了りようした」


　と、オズワルドは重々しく両目を閉じた。


　どこか芝しば居いじみた仕草が、この壮漢に限っては大おお袈げ裟さにならない。もう一度、ゆっくりと瞼まぶたを開いたとき、壮漢の纏まとう空気に変化が生じた。


「……だが、私のビジョンに余計なものが映った」


「余計なもの？」


「霊脈レイラインのよどみだ。〈ゲーティア〉の工房を置いた霊脈レイラインに、以前はなかった腐ふ臭しゆうが感じられた。辿たどっていけば、日本はこの布留部市まで続くあたりにな」


「…………」


　聞いた司が、きょとんと首を傾かしげた。


「ええと、まさか、そのために世界の裏まで？」


「一部とはいえ、私の霊脈レイラインを汚けがした罪は重い」


　落ち着いた声には、しかし苛か烈れつな怒いかりがこもっていた。


　それは、支配者としての怒りであろう。自らの領地を汚したものへの、王としての正当な激げき怒ど。ゆえに、オズワルドの纏う空気は殺気に似て奔ほん騰とうする。


「結社の首領にとって、霊脈レイラインとは自らの血にも等しい。その血をよどますような不ふ逞ていを、どうやれば許せる？」


「道理ではござるな」


　隻蓮が、これは冷静な声こわ音ねで肯こう定ていした。


　土地と結社とは、強い糸パスで繫つながっている。


　だからこそ、魔法使いは時に王にも比ひ喩ゆされる。魔術を守るということは土地を守ることでもあり、それは東西を問わず、王の義務だったからだ。


　まして、魔法使いの中の魔法使い、オズワルド・レン・メイザースならば。


「〈協会〉としてどうこうというレベルではない。ほかの結社の管理地である以上、〈ゲーティア〉という名で動けば無む駄だな不ふ穏おんを招きすぎる。しかし、魔術儀式に影えい響きようが生じた以上、無視するわけにもいかん。……ゆえに、私は〈アストラル〉に依い頼らいしたい」


　そう言って、オズワルドはすうと司を向いたのだ。


「この霊脈レイラインのよどみがいかなる理由によって生じているのか、その探たん索さくを。そして、もしも人じん為い的なものであるならば、即そく時じの排はい除じよを」


　壮漢の命令。


　人を従わせることに慣れたものの威い厳げん。


「えーと……」


　なんとなく面めん倒どうくさそうに、司は耳の裏を搔かいた。


「〈協会〉が関係ないとすると……その、報ほう酬しゆうは……？」


「〈協会〉の規定の三倍。私のポケットマネーから出す。それに、〈協会〉を通じて、〈アストラル〉への便べん宜ぎもはからうようにしよう」


「私どもはオズワルドさまの下げ僕ぼくにございます」


　揉もみ手でまでくわえて、一礼する司である。


「……社長……」


　と、隻蓮が嘆たん息そくする。


　そして、それに苦く笑しようするでもなく、オズワルドは大きくうなずいた。


「名にしおう〈アストラル〉の貸し出し魔法使いレンタルマギカ……十分な成果を期待している」





　　　　４




「で……なんでスイーツなんですか？」


　疲つかれたような声が、明るい光に溶とけた。


『ルクソール』という名の、喫きつ茶さ店てんであった。


　目め抜ぬき通りに面して、テーブルと椅い子すを店外にも配置したオープンカフェである。


　輝かがやく太陽の下、三角形をした白いテーブルが幾き何か学がく的に並べられ、街の風景にちょっとした彩いろどりを与あたえている。


　三人もまたそんなテーブルのひとつに座っていた。


「え、駄だ目めですか？　私、わりと気に入ってますよ？」


　ぱちぱちと瞬まばたきした柏原が、マロングラッセにフォークを突つき刺さしながら言う。


「……一応、就業時間内なんですが」


　うんざりした様子で、猫屋敷が端たん整せいな顔をゆがめた。


　少年の前には、ちんまりとしたブルーベリーのタルトが置かれていたのだ。


　しっとりした美味おいしそうな生地の上には、ふわふわのクリームやホワイトチョコレートが可愛かわいく盛られており、パティシエのセンスが十全に発揮されている。舌に乗せたときの味わいはもとより、まずは目でも楽しんでもらおうという趣しゆ向こうであった。


　対して。


　隣となりで、栗くり色いろの髪かみの女の子──穂波・高瀬・アンブラーの前に置いてあるのは、華か麗れいなフルーツパフェであった。


　白いムースの上にとろとろな苺いちごのコンポートが注がれ、その上から凍こおらせたバナナや細工切りにされた林りん檎ごなど、一手間かけたフルーツが重ねられている。


　これだけでも十分豪ごう勢せいなスイーツなのだが、皿の隣にはマロングラッセとタルトの切れ端はしも置かれていた。


　猫屋敷と柏原から、少しずつもらっていった結果である。唇くちびるの端にはムースの欠片かけらがくっついており、女の子の満足度を示してもいた。


　にっこりと銀色のスプーンを持ち上げて、女の子が主張する。


「だって、おばあちゃんが隻蓮さんからここが美味しいって聞いたって自じ慢まんしてたんだもん！」


「ああ、隻蓮さんのグルメマップですね……」


　猫屋敷は、語ご尾びを曖あい昧まいに濁にごした。


　あの僧そう侶りよ、破は戒かい僧もいいところで、こと美味うまいものには目がない。


　おおよそ電車で一時間程度の半径であれば、そこそこ美味しい店は食い尽つくしているものと思われる。しかも、とりわけ気に入った料理については、細かなレシピまでつくりあげ、自分で再現できるというのだから筋金入りである。


　ちなみに、たいていの味見役は猫屋敷が担当だった。ユーダイクスにはろくに味が分からず、司はしょっちゅう外出してる。ヘイゼルは老体なので、なんでも味見してもらうわけにいかないというのが理由だった。


（一体、どんな魔ま法ほう使いだ……）


　憂ゆう鬱うつげに、猫屋敷はスプーンで紅茶を混ぜる。


　店のあちこちから、熱い視線が注がれているのは気のせいではあるまい。


　もとよりＯＬや女子大生の多い店らしい。男性ふたりに女の子という組み合わせ自体珍めずらしいのだが、この三人ともが十分以上の容よう貌ぼうであることも、状じよう況きように拍はく車しやをかけていよう。


　くわえて、


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～～～～あ」


　と、四匹ひきの猫がすりよっているなら、なおさらである。


「…………」


　屋外の席を選んだのもこの四匹のためだが、猫屋敷にしてみれば、非常に居づらい環かん境きように違ちがいない。


　ちなみに、柏原はさっぱり気づいてないらしく、のほほんとマロングラッセを頰ほお張ばっていた。こちらは隻蓮と同じタイプらしく、美味しいものさえあれば幸せというクチだ。


「あ、どうしました？　あの、ブルーベリーが酸っぱくて嫌きらいとかでしたら、私がもらってしまいますが」


「結構です。半はん端ぱな子供扱あつかいもやめてください」


　言って、猫屋敷は大げさにため息をつく。


　歯車が合わない。


　というよりも、この一年ばかりの間、ずれっぱなしだ。


　呪じゆ詛そを繰くり返し、裏社会を渡わたり歩いていた猫屋敷蓮はどこに行ってしまったのだろう。胸にざわつく薄うす暗ぐらい炎ほのおは変わらないというのに、どうして表面上ばかりまともな人間みたいに過ごせてしまうのか。


「……ふん」


　大げさに鼻を鳴らして、少年はタルトの最後の欠片を飲み込んだ。


「で、穂波さんはどこに行きたいわけです？」


「うん。おばあちゃんの工こう房ぼう！」


　スプーンを振ふり上げた女の子の言葉に、柏原がおやと片眉まゆをあげた。


「ヘイゼルさんのうちって……確か、布留部市じゃなかったでしたっけ」


「だって、おばあちゃんに頼たのまれてたんだもん。手が回らないから、おばあちゃんの杖つえと呪物フエテイシユを取ってきてって」


（……子供のおもりの次は、本当に子供の使いか）


　思わず額を押さえて、猫屋敷が歯がみした。


　もっとも、それを漏もらすような真似まねはしなかった。


「分かりました。じゃあ、さっさと行きましょうか」


　と、席を立つ。


　これ以上、カフェに居させられるよりはマシと、そう判断したものである。


「あ、ちょっと待ってください」


「なんです？」


「いえその、せっかくなので、もう一品、この生クリーム載のせアップルパイというのも頼んでみようかと」


「あ、あたしもタルト・タタンが欲しいです！」


　幼い穂波が、顔を輝かがやかせて手を叩たたく。


「……そう、ですか」


　苦々しく、今度こそ隠かくさずに、猫屋敷は思い切りため息をついたものであった。





　　　　＊





　──布留部市。


　平へい凡ぼんな街並みだが、妙みように神社や道祖神の多い街ではあった。


　歴史をさかのぼれば、古くは平安あたりにまで記述があるらしい。


　北に広がる丹生にゆう山やまや、そこを起点としたなだらかな景け色しきを見れば、あるいはそんな時代の片へん鱗りんぐらいは感じ取れるだろうか。


　もっとも、そういう印象よりは、新旧の都市が入り混じったちぐはぐさの方が目についた。一昔前のバブル期によって大量の人間が流入し、ベッドタウン化したためである。バブルが弾はじけた今も、庁舎による企き業ぎよう誘ゆう致ちの噂うわさがあり、しばらく人口増加はとどまりそうになかった。


　ひっそりと影かげに埋うもれていた古都も、こうして新たな人間を受け入れることで、新たな生命を紡つむごうとしているのだった。


　しかし。


　はたして、街にしてみれば、幸福なことであったか。


　何にせよ、その日、布留部市は奇き妙みような客を迎むかえ入れることになったのだ。


　つまり──


　古き術を宿した客まれ人びと──魔ま法ほう使いたちを。








　駅に着いた後、三人は商店街へと歩を進めた。


「っ……」


　ゆるい坂をのぼりつつ、猫屋敷は額に浮ういた汗あせを手の甲こうで拭ふく。


　さすがに暑い。


　正午を過ぎ、一日で最も気温の高い時間ではあった。


　今年は比ひ較かく的てき穏おだやかな夏だったが、ここにきて牙きばを剝むいたのかもしれない。それとも、この布留部市という土地の問題だろうか。アスファルトの上には、あちこちぼうと陽炎かげろうが立ち、少年たちの行く先を曖あい昧まいに閉とざしている。


（……これだけ振り回されると知ってれば、もう少し薄うす着ぎにしたのに）


　恨うらみがましく、太陽を見つめる猫屋敷である。


　白とはいえ、長なが袖そでの学生服は蒸し暑さを倍増させるには十分だろう。


　陰おん陽みよう道どうの修行ではそれどころじゃない状じよう況きようもしょっちゅうだったが、結局こういう日常の不快感は拭ぬぐい去れないものだ。


　だから、


「……あの社長は、いい加減、人使いというものを考え直した方がいい。いや、この際だから社長の呪じゆ詛そから考え直してあげましょうか。最近やってないもので腕うでが鈍にぶりっぱなしですものね、うふふふふふふふ……」


　実に不ふ穏おんな言葉を吐はいていると、後ろ手に小さなバッグを持って、くるりと穂波が振り返ったのである。


「猫屋敷のお兄ちゃんは、司のおじちゃんが嫌きらいなの？」


「はい？」


　少年が眉をひそめ、即そく答とうする。


「大っ嫌いですよ。他人の猫ねこを勝手に餌え付づけした上、カロリー計算もせずに高級キャットフードをばらまくような人。おかげで玄げん武ぶがすっかり太ってしまいました」


「……にあ」


　少年の懐ふところで、でぶ猫が不服そうに唸うなる。


「でも、司のおじちゃんは大好きだって言ってたよ」


「…………………………………………………………は？」


　ぴたり、と。


　猫屋敷が、呼吸を止めた。


　呼吸だけではない。予想外のカウンターにぎょっと目を剝きだし、あらゆる思考を止めて猫屋敷は少女を凝ぎよう視ししたのである。


　数秒後、


「あ、本当だ！」


　と、少女が手を打ち鳴らした。


「な、何が?!」


「そう教えたら、絶対猫屋敷のお兄ちゃんはぴたあって固まるから、是ぜ非ひ試ためしてみてって言われてたの！」


　嬉うれしそうに、そんな言葉を口にしたのだ。


「…………っ！」


（あ・の・く・そ・社・長……っ）


　ますます、少年の内側でどす黒い憎ぞう悪おが膨ふくれあがる。


　今いま頃ごろ、穂波の無む邪じや気きな発言で硬こう直ちよくした猫屋敷を想像し、あの社長はひとり悦えつに入いっているに違ちがいない。そのにまにました笑え顔がおを考えるだけで、少年の胸は地じ獄ごくのごとく煮にえたぎる。


　しかし、これ以上相手の思おも惑わくに乗るのも癪しやくなので、無理矢理に憎にくしみを抑おさえ込む。


　そうした少年に、幼い穂波は続けて言った。


「良かった。ケーキ屋からずっと不ふ機き嫌げんそうな顔してたから、仲悪いのかと思っちゃった」


「悪いって言いましたよ」


「でも、本当に仲悪い人はそんな風に言わないと思うよ？　あたしだって、いっちゃんのことしょっちゅういじめちゃうけど、嫌いじゃないもん。おばあちゃんが言うには、そういうのって好きの裏返しなんだって」


（僕の嫌けん悪おは幼よう稚ち園えんレベルか……）


　と、猫屋敷がため息をつく。


　どうにも、良くない流れである。


　子供ゆえ、少女の言葉には遠えん慮りよがない。


　ずかずかと、こちらの内心にまで踏ふみ込んでくる。猫屋敷にとって、あまり心地ここちの良くない場所まで覗のぞき込んでくる。







　──たとえば。


　　　一生懸けん命めいに誰だれかを追いかけていた、ある子供の背中。







（…………っ）


　猫屋敷の胸を遠い景け色しきがよぎり、すぐに少年は強くかぶりを振ふった。


　自分にも似た頃ころがあったろうか。


　ただ無邪気に、他人の思惑など関係なく、有利な立ち位置ポジシヨンの獲かく得とくなど考えず、好きなものを好きと言えたような時代が。


「どうしたの？」


「いえ……何でもありません」


　そんな憧どう憬けいを振り払はらうように、少年は、少女のさきほどの言葉について尋たずねる。


「お婆ばあさんは、どんな人なんです？」


　実際、興味はあったのだ。


　ヘイゼル・アンブラー。


〈魔ま女じよの中の魔女〉とまで呼ばれた、西洋魔術の達人アデプト。


　猫屋敷が〈アストラル〉に入社したのも、半分は彼女の名声に引かれたからだ。


　しかし、実際のところ、少年と魔女とは二、三度しか顔を合わせたことがなかった。基本的には引退しているということで、〈アストラル〉に籍せきをおいてこそいるものの、ほとんど姿を現さなかったためだ。


　たまに、使い魔アガシオンのふくろうとともにやってきても、たいていは安楽椅い子すに揺ゆられているばかりで、往年の大魔女の面おも影かげはまったく見あたらなかった。


　だけど。


　孫まご娘むすめだという、この少女なら？


「ううん……」


　と、穂波は腕うでを組んだ。


　数秒、少女の答えを猫屋敷が待ったときだった。


「通り過ぎちゃいますよ」


　と、後ろの柏原が指し摘てきしたのだ。


「わ」


「……ここが？」


　猫屋敷が絶句した。


　ごく普ふ通つうのビジネスビルだったからだ。


〈アストラル〉の事務所とて似たようなものだが、工こう房ぼうとなればまた話が違う。


　呪物フエテイシユをつくり、儀ぎ式しき魔術を行う魔法使いの工房であれば、必然閑かん静せいな地域につくらざるを得ない。人と人が交わる現象は、どうやっても魔術にさまざまな影えい響きようをもたらすからだ。


「いえ、この奥でして」


　ビルとビルの間──裏路地へと、柏原は踏み込んでいく。


　かろうじて人の身体からだが入るぐらいの隙すき間まだったが、穂波もさっさと先に入っていき、仕方なく猫屋敷もそれを追った。


「……あ」


　と、声が漏もれた。


　そこには、何かの間ま違ちがいのように、小さな洋館がたたずんでいたのだ。


　質素ながら、堅けん実じつな職人に手がけられたと思おぼしい造り。窓まど枠わくの白木細工もつつましやかに、いくつかの外庭からは、ひんやりとした草花の香かおりを漂ただよわせていた。


　普通ならば、まず嗅かぐことはあるまい魔草の香りも。


　すなわち、魔術の香りも。


「ここが……ヘイゼルさんの工房」


「正確には、別べつ荘そうに近いですね。もともとヘイゼルさん、隻蓮さんと一いつ緒しよで放ほう浪ろう癖へきがありますから、ここは仮住まいのようなものでして」


「……なるほど」


　少し、猫屋敷の目が細められた。


　工房から、魔女の痕こん跡せきが読み取れるだろうかと考えたのである。


　たとえ同じ結社とはいえ、他人の工房に立ち入る機会など滅めつ多たにない。


　まして、ヘイゼル・アンブラーの工房となれば──先ほどまで子供の使いと激げき怒どしていた猫屋敷が、むしろ胸を躍おどらせたぐらいであった。


「おや」


　柏原が眉まゆをひそめた。


「どうしたんです？」


「いえ。ちょっと、妙みような気配が──」


　その表情が、緊きん張ちように固まった。


　次の刹せつ那な、一足早く洋館の門に手をかけた少女へと、叫さけぶ。





「──穂波さんっ！　伏ふせて！」





　異変が起きたのは、そのときであった。





　　　　５




　──舞ぶ台たいはうつる。





　昼なお暗い、山の獣けもの道みちであった。


　暑い。


　異様なぐらいに、蒸し暑い。


　ブナの混合林である。落葉樹のブナやミズナラの葉が、今こそ盛さかりと広がって、真夏の光をほとんど遮さえぎっている。普通ならブナの林は涼すずしいものなのに、その山道は蒸し焼きのように不快な暑さをこもらせていた。


　暑さだけではない。


　臭においもきつい。


　おおよそは湿しめっぽい土の臭いであり、そこに混じって青々とした笹ささの臭いが揺ゆれている。はたまた腐くさった糞ふん尿にようや、甘あま酸ずっぱいヤマボウシの香り、石にこびりついた苔こけの臭いさえも、その中には溶とけ込んでいる。快なるモノも不快なるモノも、何の区別も差別もなく、当たり前に一緒にある。


　神かみ岡おか山やまと、呼ばれる山だった。


　布留部市の北東──鬼き門もんには、丹生山。


　ならば、南西──裏鬼門にそびえているのが、この神岡山である。


　丹生山に比べれば低く、ハイキングなどのルートもないため、認知度は低い。どちらかといえば、すぐ近くに広がる神岡湖の方が知られているだろう。


「…………」


　忽こつ然ぜんと、獣道に影かげが落ちる。


　まるで気配を感じさせない影だった。


　ほかの植物や小動物のように、最初からこの場所にいたとしか思えない。それだけ山に馴な染じんでいる人影であった。


　実際、その人影は、不規則に突つき出た笹やスズタケの間を、こともなげに渡わたっていく。


　獣でもこうはいくまいと思われる速度であり、歩法であった。


　ある意味で、練達した兵士によく似ていた。


　自分のいる形けい跡せきを残さず、自分という気配も漏らさず。それは兵士としての潜伏行動ストーキングと酷こく似じしていたからだ。


　ふわり、と顔があがる。


　その向こうから、ひゅうひゅうと、喘ぜん鳴めいのごとき風音が聞こえた。


　林の先の、崩くずれかけた崖がけである。


　葛かずらやシダの絡からまったその崖に、黒々と大きな洞どう窟くつが抉えぐれていたのだった。


「…………」


　人影は、ためらうことなく、洞窟の奥へと踏ふみ込んだ。


　外から見るよりも、内部はずっと深かった。


　入り口から差し込む光などすぐに届かなくなり、あっという間に世界は闇やみに包まれた。


　それでも、人影の歩みは変わらない。


　迷いひとつとて、その足取りには存在しない。


　洞窟の底へと──闇の底へと、同じペースで進んでいく。


　まるで墜つい落らくするようにして、深まる闇の底へと身体からだを投げ出していく。


　闇の底？


　いいや。


　それも違ちがう。


　闇自体が、わだかまっているのだ。


　外は昼なのに、この場だけは夜にすりかわってしまったように見える。


　時間さえもがねじまがっているようだった。


　絶対であるはずの時間の流れさえ騙だまし、弄もてあそび、嘲笑わらっているかのように思えた。


　それだけではない。


　この場に立てば、不思議な熱気に気が付くことだろう。


　純じゆん粋すいな温度だけならば、大したことはない。気温を測ったところで、外とさほどの違いは見られまい。むしろ、光のまったく届かぬ分、いくらか涼しくもある。


　しかし、感覚的には別だ。


　地面の下で、何かがうねくっているのだ。


　ある種の霊れい感かんが鋭するどいものであれば、その異様なうねりに飲み込まれ、意識を失ってしまうかもしれない。それだけ強大で、広大で、計り知れない『力』の蠕ぜん動どうであった。


　霊脈レイライン。


　地球という惑わく星せいの内側を走る、呪じゆ力りよくの血管といってもよい。


　ごく稀まれに、その霊脈レイラインから呪力を噴ふん出しゆつさせるポイントがある。簡潔に泉ノードとも、竜穴パワースポツトとも呼ばれる地点。つまり、そこはそういう場所であった。


　鬼門──丹生山と拮きつ抗こうする霊脈レイラインの、その末まつ端たんである。


　布留部市にはふたつの霊脈レイラインがあるが、そのふたつをより大きな一頭の竜と見立てた場合、そこは竜の尾おとも言える場所であった。


　そこに……穏おだやかな声が生まれる。





「やあ、マルチェッラですね──」





　闇のわだかまった、中心だった。


　一いつ切さいの光がない暗黒から、その声だけは確かなぬくみを帯びて、伝わってきた。


「……ナジムが、いないな」


　はじめて、人影も声をあげた。


　女の声である。


　どちらも日本語だった。


　マルチェッラという名前からすると、イタリア圏けんの人間かと思われたが、言葉に訛なまりは感じられなかった。


「あの人なら、すでに街へ向かっておりますよ──」


「ああ、そうか」


　マルチェッラが息をつく。


　その声こわ音ねには、どこかしら安あん堵どした風もあった。


　話題になった人物は、女にとってあまり好ましくない相手のようだった。


「つけるぞ」


　マルチェッラが手を動かす。


　すると、暗くら闇やみに光が灯ともった。


　電気やガスではなく、古めかしい蠟ろう燭そくの光だった。あらかじめ壁かべ際ぎわに用意されていた品に、マルチェッラが火をつけたらしい。しかし、この闇の中で、どうやって蠟燭の位置を知ったのかはやはり定かでなかった。


　ぼお、と丸い光が灯った洞窟の底を、マルチェッラの瞳ひとみが睨ねめつける。


「……見事だな」


　と、感想を漏もらした。


　地面には、複雑な紋もん様ようが描えがかれていたのだ。


　生命の樹セフイロトではない。


　魔法円でもない。


　曼まん荼だ羅らである。


　それも、砂曼荼羅だった。


　神や仏、ひいてはそれらの存在を含ふくめた、宇宙の摂せつ理りを封ふうじ込めた絵画──曼荼羅が、なんと色のついた砂によって描かれていたのである。


　そしてその上に、ひとりの僧そう侶りよが座っていた。


　曼荼羅と同じく、坐ざ禅ぜんとは宇宙の在り方を示すカタチである。


　ゆえに、曼荼羅の上に座るということは、自らも曼荼羅のひとつであると──あらゆる宇宙を象しよう徴ちようするひとつなのだと、そう宣言することに他ほかならない。


　剃てい髪はつした頭も。


　細められた目も。


　引き締しまった細い腕うでも。


　身体に巻きつけた臙えん脂じ色いろの僧衣も。


　その指も、その肌はだも、その頰ほおも、その鼻も、その唇くちびるも、その吐と息いきも、その内臓も、その血流も、その神経も──細さい胞ぼうのひとつひとつにいたるまでが、世界を表現しているのだと、高らかに謳うたうことに他ならない。


　しかも。


　実際に、それは成されていたのだ。


　見事なまでに宇宙を表現し、僧侶というセカイはその場に悠ゆう然ぜんと座っていた。


「……ずっと見ていると、私でも変な気分になるな」


　軽く首を振ふって、マルチェッラと呼ばれた女が話を切り出した。


「仕し掛かけは、どうだ？」


「まず、順調といっていいでしょうね──」


　僧侶が答える。


　柔やわらかな物言いだった。


　内側の温かい人格までも垣かい間ま見みえるような、しかしその芯しんには何よりも強いものを秘めていると、そう実感させられる語り口だった。


「つまるところ、モノが巨きよ大だいなだけですからね。私のやること自体は、日課の行功ヨーガとさして違ちがいがあるわけではない──」


「同じものだと？」


「ええ」


　と、僧侶がうなずく。


「結局は、チャクラの認にん識しきと誘ゆう導どうです。今回に限っては、そこに破は壊かいと変質が加わるぐらいのことです。規模の大小は、魔ま法ほう使いにとってさしたる意味を持たないでしょう──？」


　無論、そんなわけはない。


　魔術でも科学でも、規模の大小はそのまま制せい御ぎよの難しさにつながる。


　運用する『力』が大きければ大きいほど、わずかな誤差が致ち命めい的てきな結果に直結する理り屈くつだ。


　しかし。


　この僧侶は、自分が希け有うな例外に位置すると、そう言っているのだった。


「惜おしいな」


　と、女は告げた。


　心底から放たれる響ひびきがあった。


「何がです？」


「お前に弟で子しがいないのが惜しい。お前の技術がお前で途と絶だえるのが惜しい」


「……ふむ」


　かすかに、僧侶の首が傾かしげられた。


「惜しくないといえば、噓うそにはなります」


　と、口にした。


「でも、だからこそ、私はこの作業にすべての命を注げるのですよ──」


　どこかうっとりと、そんな言葉を洞どう窟くつに紡つむいだ。


「本来なら弟子に注ぐはずの情熱も、本当なら自分自身に課さねばならない行功ヨーガの果ても、何もかまうことなく、この作業にだけ没ぼつ頭とうできるのですよ──」


　声は、弾はずんでいる。


　天上の美酒を飲んだように、浮うかれている。


　それほどに浮かれながら、彼の集中力は途切れることはない。


　すでに、彼の存在が魔術というシステムに組み込まれている証明だった。


「それに、ひとりだけ私の技術を学んでくれたものもおりますよ」


「あいつか」


　マルチェッラが、小さくこぼした。


「お前の徒と弟ていじゃないだろ」


「ええ。勝手に盗ぬすまれただけですからね。正統な弟子とは言えないでしょうが、それでも彼が生きているなら、私の技術が完全に途絶えることはありません。それだけの応用性が彼にはあります」


「しかし」


　口を挟はさみかけたマルチェッラに、僧侶はゆっくりと言葉を継ついだ。


「それに、結社全体としては十分以上に、次代に望みがある──」


　と、言ったのだ。


「あなたの徒弟でも、メルキオーレは随ずい分ぶん腕をあげていると聞いてます。次の世代でもまず座セフイラーを狙ねらえると──」


「うちの糞くそガキなら、まだまだだ」


　そう答えながら、マルチェッラの唇の端はしは、淡あわい微び笑しようにほころんでいた。


　魔法使いにとって、自らの魔術こそは守るべき唯ゆい一いつのものである。彼らが世界とつながる方法は、その魔術だけに限定されるからだ。


　ゆえに、これと見込んだ徒弟の上達は、すなわち最大の喜びでもある。


　彼らのように魔法使いとしてもさらに闇やみに沈しずんだものなら、なおその喜びは大きいであろう。自分には届かないどこかに、その弟子こそは届いてくれるかもしれない。そんなはかない願いを持ち得うる、唯一の希望だからだ。


　正統な弟子にこだわるのも、それが理由だ。


　自分の弟子が──自分の思想を正式に受け継いだものが届くのでなければ、いつか届くと信じなければ、やりきれないではないか。


　そう主張しようとして、マルチェッラはやめた。


「本当に、嬉うれしいことですよ」


　と、僧侶が破顔したからだ。


「そういう人がいるのだから、私はもう十分なのです──」


「…………」


　はあ、とマルチェッラは肩かたをすくめた。


「まあいいさ。お前の決めたことだ。だいたい、お前じゃなければ、こんな儀ぎ式しきはやりきれないしな」


　言って、悪戯いたずらっぽく鼻を鳴らす。


　それから、


「でも、厄やつ介かい者ものが出てきたようだ」


「どなたです？」


「まだ〈協会〉は動いてないようだが、オズワルド・レン・メイザースが来日したという知らせがあった。ここの霊脈レイラインは一応〈ゲーティア〉とも接せつ触しよくがあるからな。その流れで気がついたんだろう。わざわざ地元の魔術結社にまで接触を取ったらしい。儀式の方はあとどれぐらいかかる？」


「抑えねばならない土地チヤクラが後三つ。少なく見積もっても丸二日は必要でしょう」


「多分、それまでは待ってくれないぜ」


「…………」


「どう考えても、オズワルドはこの儀式に賛同しないだろ。こと保守という意味では、あの男以上の保守派はいないからな」


「ならば、迎むかえ撃うつしかありますまい──」


　はじめて。


　僧そう侶りよは、殺意を言葉に込めた。


　闇の闇。


　虚きよ無むの虚無なる結社。


　螺ら旋せんを紡ぐ、最古の神のひとつの名を冠かんするものとして──。


　すなわち、


「〈螺旋なる蛇オピオン〉として……いいえ、現代という社会に生きる魔ま法ほう使いとして……」


　静かに、僧侶は告げていく。


「私たちの、夢のかけはしがここにあります。ならば、たとえ命を賭としても成し遂とげねばならない。それだけのことでしょう──」


　その僧侶の微笑はあまりにも柔やわらかく、あまりにも優やさしく、洞窟の闇を飾かざったのであった。
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「──穂波さん、伏ふせてっ！」





　刹せつ那な、柏原が飛び出すのと、鋭するどい爪つめが虚こ空くうを抉えぐるのと、どちらが早かったか。


　穂波をかばった柏原が地面を転がり、爪の主は軽々と宙を跳とんだ。


　助走もなく、優に数メートルを超こえる跳ちよう躍やく。


　目にもとまらぬ、疾しつ風ぷうの速度。


　音も立てず、そいつは地面を踏ふんだ。


　こちらを振ふり返る。


「…………」


　異形であった。


　あえて言うならば、豹ひように似ている。


　だが、豹どころではない化け物だった。


　縞しま模様の体毛も、獲え物ものを睨にらみつける猫眼も、すべてが半透明に透けていたのだ。


　古代のサーベルタイガーを思わせる、黒く研とぎ澄すまされた鉤かぎ爪づめと、数倍して長大な牙きば。二メートルを超える身体からだには、無む駄だな肉など一いつ片ぺんだにない。たかが人間ごとき、その筋肉と爪そう牙がにかかれば、たやすく骨まで食い千切られるだろう。


　その正体を、猫屋敷は看破する。


「……人工精霊エレメンタリイ」


　と。


　多くの西洋魔ま術じゆつで使われる、基本的な精せい霊れいのひとつ。


　つくりあげた魔法使いによって、その姿と能力は千変万化する。


　万物を溶とかすクラゲのごとき姿もとれば、淡あわい鬼火（ウイルオーウイスプ）のような姿もよく見られる。


　このような、豹のごとき人工精霊エレメンタリイだって不思議はあるまい。


　しかし、これほどの圧力を持つ霊エーテル体となれば、そう目にかかれるものではなかった。完全に実体化マテリアライズし、自己の判断で他人を傷つけることも含ふくめれば、凡ぼん百ぴやくの魔法使いどころかよほどの練達者にも手に余る。


　猫屋敷でさえ、その意味を悟さとったとき、状じよう況きようも忘れて呻うめいたのである。


「あなた、は……」


　があっ！


　そう、吼ほえた声が聞こえた気がした。


　次の瞬しゆん間かん、獣けものが消えた。


　跳んだのだ。


　猫屋敷に向かって！


「っ！」


　沸ふつ騰とうしかけた焦あせりを、修練による条件反射が上回った。





「──疾チツ！」





　勘かんだけで五芒星セーマンを描えがき、符ふを投げはなったのである。


　漆しつ黒こくの符に、朱しゆで急きゆう急きゆう如によ律りつ令りようと書かれた霊れい符ふ。


　いわく、黒こく龍りゆう北ほく斗と水すい帝てい符ふ呪じゆ。


　はたして霊符は飛ひ翔しよう半ばで水の龍と化し、精霊の獣を喰くらった。


　呪じゆ力りよくの凝ぎよう縮しゆくされた強きよう靭じんな顎あごは、霊エーテル体さえも嚙かみ砕くだき、屋や敷しきの壁かべに激げき突とつして消しよう滅めつしたのである。


　数秒、獣が完全に霧む散さんするまで、猫屋敷は動かなかった。


　それから、


「はあっ……」


　大きく息をついて、たたらを踏んだ。


　わずか一瞬の攻こう防ぼうだったが、極度の集中は大きな疲ひ労ろうを招いていた。実際、霊符が外れていれば、倒たおれているのは猫屋敷自身だったろう。あの牙に喉のどを裂さかれた自分が、脳のう裏りへ染みついて離はなれなかった。


「……にあ」


「にゃあ」


　少年の足元で、黒くろ猫ねこと白猫が慰なぐさめるような鳴き声をあげた。


「玄武、白虎」


　そこで、やっと周囲を見回す余よ裕ゆうができた。


「──柏原、さん！」


「あはは。なんとか……大だい丈じよう夫ぶですよ」


　と、弱々しい声があがった。


　ごろり、と地面からくたびれたスーツの上半身が持ち上がり、ずっと抱だきしめていた少女をゆるめる。


　その腕うでの中で──穂波は気絶していた。


「これは……どうにも間に合わなかったとはいえ、悪いことをしましたね」


　はは、と柏原がやりきれない笑えみを少女に向ける。


「それより、今のは！」


　猫屋敷の問いに、柏原が顔をあげた。


「……今のは……ヘイゼルさんの、守護精霊ですね」


「なんでヘイゼルさんの守護精霊が、僕らやお孫さんを襲おそうんですか！」


「誰だれかが……この工こう房ぼうを乗っ取ったんでしょう。あまり綺き麗れいに乗っ取られたので……いまのいままで気づきませんでした」


　つまり、ほかの何者かによって、この工房の呪的警護マジツク・セキユリテイごと乗っ取られているということだった。その結果として、工房を守るはずの人工精霊エレメンタリイもまた、猫屋敷たちへ牙きばを剝むいた。


　同時に、それは。


　ヘイゼル・アンブラーの魔術を、誰かが上書きしたという事実。


「…………っ！」


　暗くて重いものが、猫屋敷の下腹部へタールのごとくたれこめた。


　恐きよう怖ふだと、いやが上にも理解させられた。


　同時に、別のものもこみあがった。


「事情が分かりませんが、ここは一いつ旦たん退ひいて……」


　柏原の言葉を、最後まで猫屋敷は聞かなかった。


「先に行きます！」


「ちょ、ちょっと蓮さん！」


　柏原の制止を蹴けって、猫屋敷が洋館へと躍おどり込んだ。


　今の人工精霊エレメンタリイが主な護まもりであったのか、外庭をつっきり、玄げん関かんに至るまで、何の邪じや魔まも入らなかった。


　扉とびらには符ふ呪じゆを押し当て、強ごう引いんに爆ばく砕さいする。


　躊ちゆう躇ちよはない。


　走る。


「！」


　最初の廊ろう下かを抜ぬけてすぐ、猫屋敷は目を見開いた。


　大きな部屋である。


　ろくに家具らしい家具もなく、がらんとした空間だった。


　もともと儀ぎ式しき用に設けられたものか、仕切りもなく、ほとんどの窓が閉め切られ、ぬるりとした暗くら闇やみだけが部屋を覆おおっている。


　その床ゆかに、大きな魔法円が渦うず巻まいていたのだ。


　砂さ塵じんだった。


　魔ま法ほう円の上に、ざわざわと砂が蠢うごめいている。


　いいや、ひとりでに砂だけが蠢き、魔法円を形作っているのだった。


　砂の魔法円。


「……おかしいなあ」


　その中心から、嗄しわがれた声が響ひびいた。


　魔法円に、矮わい軀くの老人が座っていたのだ。


　こちらに背中を向けたまま、老人は腰こしに下げた袋ふくろから干しなつめを取り出す。


「ヘイゼル・アンブラーはまだ一週間以上は戻もどらぬと……そう踏ふんでいたんだが、これはわしの計算も狂くるっていたか。これなら、神岡山より先に、こっちを終わらせるべきだったわ」


　くかっ、とその喉から嫌いやな笑い声が漏もれた。


　枯かれた喉を持ち上げ、干しなつめをべろりと口にする。ぼろぼろの指についた涎よだれがそのまま手首まで伝わった。


　ぐちゃぐちゃと、こぼれる咀そ嚼しやく音。


「誰です……あなた？」


　緊きん張ちようを隠かくして、猫屋敷が問うた。


「魔ま法ほう使いに、名を聞くかよ」


「……僕は、〈アストラル〉の猫屋敷蓮」


「へえ」


　意外そうに声をあげ、老人が振ふり向いた。


　年ねん齢れいは、六十を越こえるほどだろうか。


　皺しわだらけの顔に、小さな目と鼻が埋うもれていた。長い間櫛くしを入れてないらしく、まばらな髪かみが汗あせと脂あぶらで固まり、蚯蚓みみずみたいによじれている。


　服もまた、垢あかにまみれた長衣デイスターシヤである。


　元は白だったようなのだが、あまりに汚よごれたため、茶ちや褐かつ色しよくに近い色合いとなっている。かなり離はなれていても、つんと饐すえた臭においが届いてくるほどだった。


　黒い肌はだも、陽ひに焼けているのか、汚れているのか分からない。


　ただ、砂さ漠ばくの臭いを、猫屋敷は感じた。


　乾かわききった砂漠を渡わたっていく、老練の旅人を思った。


「お前、見たところ、陰おん陽みよう道どうか何かだろ。真名はなるだけ秘めておくもんじゃねえのか。真正直に喋しやべるってのは、よほど自信があるのか馬ば鹿かなのか」


「そんなのは、あなたが判断すればいい」


「かっ」


　猫屋敷の台詞せりふに、老人が唇くちびるを歪ゆがめた。


　そして、


「ナジムだよ」


　と、告げたのだ。


「ただのナジムだ。そんだけでいい。いちいち先祖の名前辿たどっていくと、きりねえしな」


　アラブでは、ファーストネームの後ろに、父や祖父の名前を並べていく。


　つまりは、そういう文化圏けんにナジムという老人は身を置いているらしかった。


　おそらくは、その魔術も。


「…………」


　緊張を保ったまま、猫屋敷が間合いをはかる。


　老人──ナジムのつくっている魔法円と、一定の距きよ離りを取る。


　すでに、この工こう房ぼうが老人に乗っ取られているとすれば、自分の敵はこの建物全体である。壁かべや天てん井じようから、さきほどのような人工精霊エレメンタリイが現れたとて、おかしくない。


　そういう意識を持ったまま、少年は問う。


「……何を、してるんです？」


「いやいや。本当は留守の間にさっさと終わらせて、おいとまするつもりだったんだ。それがまあ、こうなっちまうとなあ。仕方ない。正直に告白しちまうか。マルチェッラのやつは怒おこるだろうが、ほれ、日本のことわざだと渡りに船とか言うんだっけか。ああ、少し違ちがうかね」


　べらべらと、よく喋る。


　何が面おも白しろいのか、くつくつとその肩かたが震ふるえた。


「要は、ちょっとここの霊脈レイラインをいじらせてもらってるんだがね。良かったら放っておいてもらえんか」


　と、実に都合のよいことを口にした。


　だから、一いつ拍ぱくおいて、少年は言い返す。


「そんなの……普ふ通つうの魔法使いが許すと思いますか？」


　魔法使いは、縄なわ張ばり意識の強い生き物である。


　その土地と魔術とが、密接に関係しているからだ。


　どのような霊脈レイラインを押さえているか、どのように霊脈レイラインを活用しているか、それが魔術結社の格を決めるといってもよい。一個人の枠わくではなく、大地という枠を使う儀ぎ式しき魔術こそが、結社の命運を左右するからだ。


「まして、徒と弟ていというわけじゃないですが、同どう輩はいの工房を荒あらされて黙だまっている魔法使いはいないでしょう」


「……は」


　笑い声は、途と中ちゆうでくぐもった。


　老人が、かすかに震えたのだ。


　猫屋敷の身体からだから放射された、殺気のゆえに。


「……これはこれは。若いのに、ずいぶんと物ぶつ騒そうだな。最近じゃまともな魔術決闘フエーデだって滅めつ多たに見ないってのに」


「もとより、あなたがまともな魔法使いとは思えません」


　工房への侵しん入にゆうはまだしも、他結社の霊脈レイラインへの干かん渉しようとなれば、いかな腰こしの重い〈協会〉とて黙ってはいまい。


　秩ちつ序じよを荒らす者に対して、〈協会〉は最も敏びん感かんに反応する。


　逆を言えば、〈協会〉など何ほどのものとも思ってない、埒らち外がいの魔ま法ほう使いなればこそ、このような手にも打って出られるということだ。


　猫屋敷が、訊きく。


「どうします？　素す直なおにつかまりますか？　それとも……」


「困ったな」


　と、老人の声は苦く笑しようを含ふくんだ。


「こんなところで、同種に会うとは思ってなかった」


「同種？」


「違うかよ」


　じわり、と老人の身体からも不可視の気配が放射された。


　ゆっくりと──ふたりの間にからまっていく。


　殺意と殺意がからまって、互たがいを蜘蛛くもの巣のようにつなぎとめていく。その殺意の繊せん維いには、呪じゆ力りよくという鋭するどい針さえも混ざっている。迂う闊かつに触ふれればそれだけで致ち命めい傷しようとなる毒針だと、どちらもが悟さとっていた。


「お前、素直につかまってほしくなんかないだろ？」


　と、老人が笑う。


「俺が喧けん嘩かなんか売らなくても、お前の方からがつがつ売ってきてるじゃねえか」


　いつのまにか、一いち人にん称しようが俺になっていた。


　こちらが地のようでもあった。年相応の口調などよりも、こうした口調の方が老人にはよく似合った。


　猫屋敷も、微び笑しようする。


「あなたが……僕の同種ですって？」


「そうとも」


　老人が傍かたわらに置いていた壺つぼを引き寄せた。


　陶とう器きの壺のようだった。


　つややかな表面に、色いろ鮮あざやかな模様が描えがかれている。時代物のようだが、老人の汚よごれた衣い装しようからすれば、それだけが驚おどろくほど丁てい寧ねいに磨みがかれていた。描かれた模様は獣けものや化け物にも見え、今にも動き出しそうに見えた。


「……そうかも、しれませんね」


（…………っ）


　自分の返答に、猫屋敷は驚く。


　唐とう突とつに始まった戦いに、何の躊ちゆう躇ちよとてない。


　ろくに知らない相手と殺し合いを演ずることに、自分の精神こころと身体は何の拒きよ否ひ反応も起こさなかった。


　むしろ、身体の底から、不思議な高こう揚よう感かんがこみあげていた。


　胸が躍おどると、そういってもいい感覚だった。


「…………」


　ごくり、と唾つばを飲み込む。


　ああ、そうだ。


　その通りだ。


　先ほどまでの、オープンカフェや坂道での馴なれ合いじみた空気は、猫屋敷の脳のう裏りから吹ふき飛んでいる。


（……そうだ）


　と、少年は再度うなずく。


　当たり前ではないか。


　自分は、猫屋敷蓮は、こういう場こそを望んでいたはずなのだから。


　思うがままに殺し合って、自分の能力を高められる、こんな場所こそを求めていたはずなのだから。


「……ははっ」


　猫屋敷の唇くちびるに笑えみが浮うかんだ。





　嬉うれしくて嬉しくて仕方ない……そういう笑みだった。





　　　　２




　──同じ頃ころ。


　布留部市、布留部駅からの通りに、ふたりの人ひと影かげが落ちていた。


　夏の激しい陽光は、とりわけ濃こい影をつくる。人通りが多いせいでそれらの影がひとかたまりになって、ひとつの生き物に化けたようにも見えた。地面に貼はりついた生き物は、きっと人間の足元で、人間には聞こえない呼吸をしているに違いない。


　そんな妄もう想そうをかきたたせる、熱に浮かされたような光と影の通り。


　そういう通りの、ふたりである。


　片方はひょろりと背が高く、茶色のサマーコートをひるがえしていた。


　もう片方は対照的に小こ柄がらで、墨すみ染ぞめの袈け裟さを纏まとって偈げ箱ばこをさげ、しゃんしゃんと錫しやく杖じようを鳴らしていた。これで藺い笠がさをかぶっていれば、正式な虚こ無む僧そうの恰かつ好こうということになろう。


　伊庭司と、隻蓮である。


　ふたりとも、並んでぼんやりと歩いている。


　速くもない、遅おそくもない、のんびりとしたペースである。


　ふたりの取り合わせが奇き妙みようなので、そのそぞろ歩きも随ずい分ぶん奇き異いに映る。司にしても隻蓮にしても、存在感の強いタイプなので、なおさらではある。


　とりわけ、司はサマーコートの首の後ろで両手を組んで、なんともいえない表情で真っ青な空を見つめていた。


「……なあんか、面めん倒どうくさいことに関かかわっちゃった気がするなあ」


「さっきからずっと、そればっかりでござるぞ」


　と、隻蓮が釘くぎを刺さした。


「そもそも、社長の関わった仕事で、面倒くさくない仕事の方が少ないでござろう」


「それはひどい。真ま面じ目めに社長やってるのに」


「真面目じゃない社長など不要でござる」


「そ、そんな正論で、糾きゆう弾だんしなくてもいいでしょ！」


　唇をとがらせて、司は抗こう弁べんする。


　もっとも、どちらも軽口を叩たたきながらも、注意は別のことに向かっていた。


　ふたりが歩いているのは、駅を起点とした霊脈レイラインの上だったのである。土地の主要な駅は、ほとんど無意識にではあるが、霊脈レイラインの上に置かれることが多い。人の流れと、土地の気脈の流れとは、ある観点で交わるためだ。


　今生きている人々のうねりが、大地にも影えい響きようを与あたえるのである。


　ひとりひとりの命のうねりは、霊脈レイラインにも匹ひつ敵てきするのである。


　だから、司と隻蓮は、そんなうねりに身を任せていた。


　五感ではなく、そのほかの、曖あい昧まいな感覚に頼たよる。


　人々にあわせて、歩いていく。


　もしも、よどみとやらが存在するのなら、いずれは流れのまま、そこに行き当たるように。


　やがて、司が口を開いた。


「……ちょっと、顔色悪い人が多いかな」


「そのようですな」


　隻蓮も同意する。


　群衆の、様子のことだった。


　さきほどの逆だ。


　霊脈レイラインが澱よどんでいるのなら、それは同時に、そこに生きている人々にも影響を与える。


　初期であれば、なんとなく調子が悪いとか、風邪かぜが治らないとか、そういう生命力の低下となって現れるのだ。


　重度であれば──物理現象を超こえ、とりかえしのつかない呪波汚お染せんとなるだろう。


　霊脈レイラインに触ふれるとは、そういうことなのだ。


「さて」


　もう一言、司が付け加える。


「隻蓮くん、気がついてる？」


「ま、一応は」


　しゃらん、と錫杖が一度鳴った。


「早いところで食いついてくれて助かるな」


　商店街を通り抜ぬけ、司と隻蓮は、次し第だいに人の少ない通りに移動していった。


　たまに天気や食事といった話題をかわす。〈アストラル〉の昼食はおおよそ隻蓮の手になっているので、こういう話題になるとやおら真しん剣けんに司も論じたものだった。


　いわく、八宝菜はもっととろみをつけてほしい。


　いわく、できたら肉増やしてほしい。牛肉以外は肉と言わない。


　いわく、猫屋敷は偏へん食しよく気味なので、しいたけとにんじんはこっそり刻んで増やしてやるべきだ。


　真剣であって、軽口であって、なんとも他た愛わいのない時間ではあった。


　そんなふたりの影かげが、より大きな影に飲まれた。


　いつのまにか、小山のすぐそばに彼らは立っていた。


　松や楠くすのきの枝が夏の涼すずしい風に揺ゆれ、その間を長い石の階段が続いている。おおよそ三百段ほどはあろうかと思われる、あちこちが苔こけむした石段だった。


　その石段を、ふたりは上っていった。


　遠く、蟬せみの声が聞こえた。


　都市部では減りつつある昆こん虫ちゆうたちも、この寺の周囲は例外であるらしかった。じいじいと鳴り響ひびく合唱は、まるで遠い国の音楽隊のようだ。


　竜蓮寺、と大書してある門をくぐる。


　境けい内だいは、ひっそりとした空気を湛たたえていた。


　もはや、司と隻蓮以外の人間は、誰だれひとり存在しない。


　夏の強い光は、まるで影絵のごとく、ふたりの姿と寺院だけを浮うき立たせている。モノクロの空間は、そこだけが世界から切り離はなされたようでもあった。


　くるり、と司が振ふり返った。


「さて、問題ないかな？　さっきから追いかけてもらってたけど」


「──お気き遣づかい、痛み入るな」


　と、声があった。


　忽こつ然ぜんと、門に新たな人影が湧わいていたのだ。


　声こわ音ねからすると、女だった。


　ただし、頭からは鍔つば広ひろの帽ぼう子しをかぶり、顔の下半分は包帯で隠かくしている。


　わずかに眉まゆから鼻の半ばにかけてが露ろ出しゆつしており、角張った身体からだを包むのはイタリア風のダークスーツだった。その胸の盛り上がりも、一応女性という判断材料にはなるだろうか。


　ただ、綺き麗れいなブラウン・グリーンの目をしていた。


「〈アストラル〉の伊庭司で間ま違ちがいないか」


「ああ。君は？」


「マルチェッラ」


　と、包帯にまみれた女は答えた。


　余計なものを削そいだ、機能的なだけの言葉。


　その在り方が、マルチェッラという女の雰ふん囲い気きとよく似ていた。


「単刀直入に訊きこう。〈ゲーティア〉首領オズワルドからの依い頼らいを受けたのか？」


「これは」


　司が、ひたりと自分の頰ほおを叩たたいた。


「確かに直ちよく截せつだ。魔ま法ほう使いだったらさ、こういうとき、もう少し、いろいろ婉えん曲きよくなやりとりをするものじゃないの？　こう、錬金術っぽく隠いん喩ゆ、暗喩を使いまくるとか」


「あいにく、面めん倒どうなやりとりが好きでなくてな」


　と、マルチェッラは切り落とした。


「オズワルドから依頼を受けたなら、もう少しだけ動かないでほしい」


「ははあ」


　司が目を細める。


「もう少しだけ？」


「ああ。私たちの作業は二日もあれば終わる。オズワルドにはそれから報告したところで、お前たちの信用が落ちることはあるまい」


「……困ったなあ」


　司ががしがしと頭を搔かいた。


　マルチェッラは、重ねて訊く。


「それとも、どうしてもオズワルドに従わねばならない契約ゲツシユでもかわしているのか？」


「そういうわけじゃないよ」


　肩かたをすくめる司である。


　彼は、再び空を見つめていた。


　雲ひとつない、真っ青な空に一羽の雲雀ひばりが横切った。


「一本、吸っていいかな」


「……好きにすればいい」


「やあ、ありがとう」


　礼を言って、サマーコートの胸ポケットから、司は金属のケースを取り出した。


　細葉巻シガリロである。


　肺までは吸い込まず、口の中で香かおりを楽しみ、残った煙けむりを空へと吐はき出す。からまった紫し煙えんはくるくるとカタチを変えながら、空の向こうへ吸い込まれていく。


　ふう、と至福の表情で司は唇くちびるをほころばせた。


「すまないね。事務所で吸うと、柏原くんに怒おこられるんだよ。そういう身体を汚よごすものは魔法使いにふさわしくないってさ。まあ僕はともかく、副流煙の問題もあるからなるだけ我が慢まんしてるんだけど、うん、たまに吸うとやっぱり美味うまいねえ」


「寺で吸われるのも感心しないでござるがな」


「や、それは」


　横合いの隻蓮にくじかれ、司がこほこほとむせる。


「で──〈アストラル〉はどちらにつく？」


　マルチェッラが言った。


　回答以外を許さぬ、シンプルなゆえに厳しい問いかけ。


「うん、キミらの言う方が多分面倒くさくないだろうね」


　司の指から、細葉巻シガリロの灰が落ちていく。


「でもね。ここの竜は、泣いているんじゃないかな？」


「……Che Cosa何？」


　一いつ瞬しゆん、マルチェッラの顔に疑ぎ問もん符ふが浮うかんだ。


　流りゆう暢ちように話していた日本語ではなく、母国の言葉が出たのも、その台詞せりふが完全に予想外だったためだろう。


「いや、俺にはろくに魔法も使えないんだけどね。ちょっとだけ感覚は鋭えい敏びんにできててさ。まあ、そのおかげで妖精博士フエアリー・ドクターなんて名乗らせてもらってる。──その経験から言えば」


　一いつ拍ぱくおいて、伊庭司がもう一度細葉巻シガリロを吸い、その煙の後でこう口にした。


「ここの霊脈レイラインは、勝手に身体をいじられて泣いている……そんな風に見えるのは気のせいかな？」


「…………」


　数秒、沈ちん黙もくがあった。


「それが……嫌いやだと？」


「好みじゃないね」


　司は飄ひよう々ひようとうなずく。


　その真意を推おし量るように、マルチェッラは声を低くした。


「魔法使いにとって、他人だろうが霊脈レイラインだろうが、あらゆる事象・現象は自分の利益になるかどうかが全すべて。違ちがうのか？」


「あいにく、俺は魔ま法ほうなんて使えないからさ」


　ふるり、と司が首を横に振ふる。


「だから、そういう考え方に与くみするつもりもない」


「変わった人だな」


「よく言われる」


　苦く笑しようして──司が目を見開き、細葉巻シガリロをぽろりと落とした。


　瞬間、マルチェッラの手が霞かすんだのだ。





「──残念」





　声だけを残し、包帯まみれの手刀が司の喉のど元もとへと殺さつ到とうした。


「社長！」


　同時、隻蓮が跳とんだ。


　上方向への跳ちよう躍やくを、歩法で横ベクトルへと押さえ込む。


　刹せつ那なさえさらに切り刻んだ一瞬で、司の前に回り込み、錫しやく杖じようを伸のばした。


　蛇へびのごとき手刀と、隻蓮の錫杖との激げき突とつ。


　不可視の『力』が、炸さく裂れつする。


「っ──！」


　突とつ風ぷうが巻き、凄すさまじい勢いで砂が司の顔を叩たたいた。


　マルチェッラの手刀にこもった呪じゆ力りよくが、隻蓮の錫杖とぶつかりあった反動だった。


　通常、いかに呪力を操あやつったところで、それを肉体の強化になど回せない。人間の肉体と過か剰じような呪力とは反発するものだからだ。


　それを可能としたのは、いかなる魔術によるものか。


「残念だ」


　と、もう一度、女が言った。


　無機質な声には、殺気などない。


　ただ必要が生じたから、目の前の相手を排はい除じよしなければならない。女にとってはそれだけの理り屈くつだったのだろう。


「隻蓮くん」


「社長、もう問答の余地はなかろう」


　司の言葉に、隻蓮がかぶりを振る。


　その頰ほおを、冷や汗あせと一筋の赤いものが伝わった。


　今の交こう錯さくで、マルチェッラの迸ほとばしらせた手刀は一いち撃げきではなかったのだ。司が見ただけで、あの一瞬、ふたりをつないだ拳けん撃げきははたして五つか、六つだったか。





　──すでに、竜蓮寺という舞ぶ台たいは、死し闘とうの場と化していた。





　　　　＊





「……眉まゆ一筋、動かさないかよ」


　砂の魔法円にあぐらをかいたまま、老人の頰に皺しわが寄った。


　笑っているとも、怒おこっているともつかない表情だった。


　ナジムと名乗ったこの老人からしてみれば、どちらの感情にも、大した差はないのかもしれなかった。


「なら、行こうか」


　枯かれ木のごとき手が、傍かたわらの壺つぼへと差し込まれる。


　ついで、この老人の喉のどから発されるとは思えぬ、美しい詩句が流れた。







　──泥どろから人を創つくり、煙けむりなき火から幽精ジンを創られた御おん方かた。


　　　かの方の言葉に虚きよ偽ぎはなし、疑うなかれ。


　　　双そうの東の支配者にして、両の西を統すべる御方。


　　　かの方の言葉に虚偽はなし、疑うなかれ。


　　　異なる海をひとつと成せども、互たがいに互いを圧することなく並び立たせる御方。


　　　かの方の言葉に虚偽はなし、疑うなかれ。







　それは、砂さ漠ばくの国に伝えられる、ある聖典の一節だった。


　深遠にして美び麗れい、時にその詩としての美しさが、言葉も分からぬ異国人をも帰き依えさせたと言われる聖典。


　その詩句は神の御み名なのもと、人でないものすら従わせる。


　たとえば。


　たとえば──ごぼり、と壺つぼから溢あふれ出た砂さえ、内側の霊エーテル体と結合し、たちまち身みの丈たけ三メートルもある巨きよ人じんの姿になさしめたのである。


「幽精ジン……ですか」


　猫屋敷が、その巨人の正体を口にした。


「分かるかね」


「実際に見るのははじめてです」


「それは重ちよう畳じよう。存分に学ぶがいい」


　ふたりの会話は、長い時間を経た師し弟ていのそれにも似ていた。


　しかし、最も異なるのは、そのふたりをつなぐ物ぶつ騒そうな意思であろう。


　互いを殺さずにはおかぬという、そういう決意のあらわれであったろう。


「──では」


　少年の手が学生服の懐ふところへと差し込まれる。





「──疾チツ！」





　純白の符ふが虚こ空くうを断たち切った。


　その符が床ゆかに貼はりつくや、凄すさまじい勢いで盛り上がり、無む慈じ悲ひな剣けんの山と化して砂の巨人を抉えぐらんと襲おそいかかったのだ。


　すなわち、太たい白はく破は軍ぐん金こん神じん符ふ呪じゆ。


　元来、木行に分類される霊エーテル体に対して、金行の符。


　五行の理ことわり──金きん剋こく木もく。実体を持たざる魔ま物ものに対して、いわば天敵ともいえる符呪を猫屋敷は選んでいた。


「……では」


　しかし、ほぼ同時、老人の詩句も再び流れた。







　──正しき道を歩まぬ者、火か獄ごくの薪まきとならん。







　剣山に穿うがたれるや、巨人は炎ほのおと変じる。


「っ……！」


　離はなれた猫屋敷さえ肌はだに灼しやく熱ねつを感じ、後ろの白虎や青竜が飛び離れるほどの業ごう火か。


　その熱に、どろどろと剣山は融とけていく。


　──火か剋こく金きん。


　炎は金行を破る。


　これもまた、五行の理のひとつ。


（やっぱり……幽精術！）


　猫屋敷は、唇くちびるを嚙かんだ。


　それは、中東の伝説にある、幽精ジンと言われる魔ま霊れいを使う術の、総そう称しようであった。


　幽精ジン。


　伝説では、かの使し役えき霊は数多くの姿を持つ。


　卑ひ近きんなところでは、アラジンが扱あつかうランプの魔神であろう。


　今の巨人のごとく、幽精ジンはすなわち炎となり、すなわち砂となり、すなわち風となり、さまざまな物語の場面で、ありとあらゆる姿を取っている。


　いいや。


　おそらく、幽精ジンは本来のカタチなど持ち合わせていないのだ。


　たとえば、ソロモン王の魔術で有名な『七十二の魔神』のように、特化された個性や能力は持ち合わせていない。より古く原始的な魔術形態として、曖あい昧まい模も糊ことした霊エーテル体を使役するのみだ。


　ただし、それは幽精術がソロモン王の魔術に劣おとるということではない。


　むしろ、こういう魔術戦せん闘とうに限って言うなら、より有利な術式だとも言える。


　ソロモン王の魔術なら、相手に対して適切な魔神を選ばねばならぬところを、幽精術ならば適切なカタチに変化させるだけでいいのだから。


（だけど、一体だけなら……）


　変化するより早く、叩たたけばよい。


　より適切な戦術を、猫屋敷の脳のう細さい胞ぼうが弾はじき出す。


　陰おん陽みよう道どうを支えるのは、あらゆる状じよう況きようを考こう慮りよした応用性に富んだ術式である。少年のくぐってきた修しゆ羅ら場ばはそれらの長所を活いかしきるのに十分であった。


　だが、


「……まあだだよ」


　と、老人が胸を押さえる。


　三み度たび、そこから流れ出る、古き詩文。







　──かの御おん方かたは言い給たまえり、業火が汝なんじらの住まいであると。


　　　英明にして全知なる御方の許しなく、かの獄より逃のがれる能あたわじ。


　　　不義の徒は自らの罪ゆえに集つどい、自らの罪ゆえに滅ほろぶ。







　詩文の最後とともに、砂の巨きよ人じんが震ふるえた。


　ぶるぶると小刻みに表面を蠕ぜん動どうさせ、破は裂れつ音をこだまさせた。


　爆ばく散さんした巨人は部屋のあちこちに砂さ塵じんを撒まき散らし、姿を消したのである。


（自じ滅めつ?!）


　否いな。


　見るがいい。


　いくらか大きさを減げん衰すいしながらも、巨人の姿は三つに分かれているではないか。


（……分ぶん、裂れつ?!）


　瞬しゆん間かん、猫屋敷は大きく後方へ跳とんだ。


　思考はない。


　ただの反射行動だ。


　そして、生死を分けたのは、まさしく刹せつ那なの差であった。


　分裂した幽精ジンの巨人は、それぞれが別々に猫屋敷へと襲いかかったのである。


　砂、炎、風──それぞれの形態をとって！


　砂塵は散さん弾だんとなり、炎は石の床を溶とかし、風は極小かつ凶きよう悪あくな竜たつ巻まきとなった。


　近づくものすべてを葬ほうむらずにおかぬ、災わざわいの具現。


（…………っ！）


　戦せん慄りつとともに、少年は叫さけんだ。


「玄武！　白虎！　青龍！　朱す雀ざく！」


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～～～あ！」


　命令一下、四匹ひきの猫ねこが床ゆかを駆かける。


　少年の式神でもある猫たちが、主人の呪じゆ力りよくを仲ちゆう介かいし、強固なる結界を張った。不可視の壁かべと、三柱の巨人の魔力とは拮きつ抗こうし、部屋を阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと変えた。


　その間かん隙げきを、少年の鋭するどい声が縫ぬう。





「──疾チツ！」





　すなわち、九きゆう天てん応おう元げん雷らい声せい符ふ呪じゆ。


　猫屋敷が扱う中でも、最速なる五行の符。


　狙ねらいは、幽精ジンではない。


　砂の巨人でも、炎ほのおの巨人でも、嵐あらしの巨人でもなかった。


　雷かみなりと化した霊れい符ふは、一直線に主たる老人へと死の光を吐はき出し──しかし、その寸前で老人の握にぎった護符タリスマンに阻はばまれたのだ。


「……危ねえな」


　ひゅう、と老人が口笛を吹ふいた。


　その手から、しとどに血がこぼれた。


　完全に阻まれたわけではなかったのだ。老人が握っていた布の護符タリスマンはその血を吸ってちぎれ、突とつ然ぜん数百年も経過したように風化して、哀かなしく足下を流れていった。


「狙いはいい。何の躊ちゆう躇ちよもなく殺すつもりなのもまたいい。……が、殺気が出過ぎるのは防ぎやすいぜ」


　老人が呟つぶやく。


　その声を背に、もはや天災そのものと化した三柱の巨人は、ゆっくりと猫たちの結界を削けずり取っていく。


　砂と、炎と、嵐が擦こすれあい、おぞましい勝利の凱がい歌かをあげた。


　その唸うなりこそは、死の宣告か。


「あん？」


　動かぬと見えた勝利を前に、老人の眉まゆが寄せられた。


「……どうして笑ってる？」


「？」


　猫屋敷が、唇くちびるに触ふれた。


「ああ……笑ってますか、僕は」


　唇に触れたまま、猫屋敷は笑えみを深めた。


　自分でも意識しなかった表情は、少年の内側をめくりかえしたようだった。


　ああ、そうだ。


　やっと、本来の自分に帰れた気がした。


　ずっと騙だましていた、ずっと偽いつわっていた、本当の自分を取り戻もどした気がした。


「はは……」


　くぐもった声が、喉のどから漏もれる。


　心から、こぼれる。


　そうだ。


　もっとだ。


　もっとだ。


　もっとだ。


　もっともっと、自分をさらけ出させろ。


　ずっと願っていたこの戦いを、永遠に続けさせろ。


「……失礼しました」


　と、少年は小さく口にした。


　破は壊かいされつつある結界の内側で、銀ぎん髪ぱつが激しい炎に輝かがやいた。少年の顔の右半分は影かげに塗ぬりつぶされて、あらゆる表情を失っていた。


　ざらり、と数枚の符がその細い指に並ぶ。


「さあ……続けましょうか」


　闇やみ色いろを孕はらんだ声が、少年の引き裂さけた唇からこぼれた。


　奇き怪かいな現象は、その声が起こしたのかもしれなかった。


　三柱の巨きよ人じんが、後ろへ退いたのだ。


「……なんのつもりです？」


「惜おしくなった」


　淡たん々たんと、老人は告げた。


「は？」


「お前、こっちに来ねえか」


　至し極ごく真しん剣けんな声こわ音ねで、老人は魔法円にあぐらをかいたまま、告げる。


「こっち、ですか」


「おお、〈アストラル〉やらいうおかしな結社より、明らかにお前はうちに向いてる」


　鷹おう揚ように、老人はうなずいた。


「…………」


　少年は沈ちん黙もくする。


　老人の意思をはかりかねて──同時に、自分の内側で激しく疼うずいた思いを抑おさえかねて、少年は言葉を無くした。


（この、ナジムとかいうやつと一いつ緒しよに行く……？）


　何かが、ぐらりと揺ゆれた。


　甘いというよりも、それは熱い誘ゆう惑わくだった。


　自分の内側で暴れたがっている、獣けものの喉をなぞられた気分だった。


「僕、は……」


　あえぐように、少年の白い喉も震ふるえた。


　にい、と老人の唇が引き裂ける。


　そのとき。


　破は裂れつ音が、背後に響ひびいた。


　入り口の扉とびらが吹き飛んだ音だった。


　そこから転がり入るようにして、ひとりの男が現れたのである。


「た、た、うわたたたたっ！　熱い！　熱いですよ、この部屋?!」


「柏原さん?!」


　振ふり返った少年が、その名前を呼んだ。


　男──柏原は、巨人と老人の姿に目を丸くして、あたふたと体勢を立て直した。


「……れれれれ、蓮さん、一いつ旦たん退きますよ?!」


　巨人の巻き起こす熱風に手をかざし、叫さけび声をあげる。


「……いいやあ」


　ぞくりとするような声で、老人がこぼした。


　身を硬かたくした柏原と猫屋敷を前に、彼はゆっくり長衣デイスターシヤの肩かたをすくめた。


「この場合、退くのは俺の方だろう。ここでの用はほぼ終わったしな」


　と、老人は顔をあげた。


「面おも白しろい相手も見つけたことだしな」


「…………」


「…………」


　猫屋敷も、柏原も何も喋しやべれなかった。


　老人の言葉をどう受け止めたものか、はかりかねたのだ。状じよう況きようの分からない柏原は、少年と老人を交こう互ごに見返している。





「ナジムだ。俺の名を忘れるな」





　老人が跳とんだ。


　膝ひざを屈くつ伸しんさせただけなのに、その高度は二メートル近かった。


　砂の巨人が分解し、その老人を包み込む。嵐あらしの巨人と炎ほのおの巨人もそれに合わさって、壊こわれた窓から流れ去った。





　数秒後、その部屋には猫屋敷と柏原と──四匹ひきの猫ねこしか残っていなかったのである。





　　　　３




　夏の光さえ、色あせるようだった。


　竜蓮寺の境けい内だいに対たい峙じしたふたりは、それだけで空間ごとねじまげそうな何かを発散していた。


　若き密教僧──隻蓮と。


　包帯まみれの女──マルチェッラ。


　外見からして対極的な、黒白の魔ま法ほう使いふたりの闘とう争そうは、いかなる交こう錯さくを経て、いかなる結果へと導かれるのか。


「女によ性しよう相手は、好かんでござるが」


「気にするな。どうせ異い端たんだ」


　言葉も、ごく短い。


　互たがいに、呼吸をはかっている。


　隻蓮はじりじりと間合いを詰つめ、マルチェッラはただ凛りん然ぜんと立ちつくしている。


　ざあ、と木の葉が鳴った。


　枝がしなる。


　風と光だけが流れていく。


　蟬せみの鳴き声も、さきほどからずっと途と絶だえていた。


　この一時だけ、周囲からあらゆる生命が死に絶えたようでもあった。


　一秒が一時間にも思え、一分は一日とも思え、時間という時間が感覚の限界を超こえて引き延ばされていく。知らぬものが取り込まれれば、あまりの集中に呼吸さえできず倒たおれ伏ふすかもしれない。


　ゆえに、


「……隻蓮、くん」


　焦じれた司が呼んだのが、きっかけとなった。


「かっ！」


　隻蓮が、飛び出す。


　指が結ぶは鶴つるのごとき印いん形ぎよう。


　唇くちびるから迸ほとばしるは、仏の名に連なる真言。





「韋駄天神に帰命したてまつる（オン　ケンダヤ　ソワカ）──！」





　隻蓮の動きが、急激に加速した。


　人間にはありえない領域まで、一気に突とつ入にゆうする。
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　墨すみ染ぞめの袈け裟さがたなびき、流星のごとく、境内に漆しつ黒こくの残像だけをちらつかせた。


「韋い駄だ天てん真しん言ごんか」


　と、女──マルチェッラが呟つぶやく。


　俊しゆん敏びんの神通力をもってなる神・韋駄天。その真言は、神に同じくする疾しつ風ぷうの速度を術者へと与あたえる。隻蓮の術を、女は一目で見み抜ぬいたのである。


　しかし、見抜いたところで、その速度は疾風。


　もはや常人どころか、一流の格かく闘とう家かですら防ぼう御ぎよするのもままなるまい。


「おおおおおっ！」


　咆ほう吼こうが、颶ぐ風ふうを巻いた。


　ため息が出るほど美しい弧こを描えがき、女のこめかみへと突つき刺ささるハイキック。


　真っ白な包帯の端はしがちぎれて虚こ空くうを彷徨さまよい、しかし、打だ撃げきの感覚は隻蓮の爪つま先さきに伝わらなかった。


　隻蓮にとっても会心といえる蹴けりの外へ、マルチェッラは身体からだをずらしていたのだ。


「ぬお……っ！」


　呻うめきが、若き僧そう侶りよの喉のどからこぼれる。


　驚きよう愕がくではなく、凄すさまじい衝しよう撃げきが腹部から背中まで突き抜ぬけたためだ。


　咄とつ嗟さに地面を踏ふみしめた足が、ざあっと砂さ塵じんを散らせた。後方へ数メートルも吹ふき飛ばされてから、隻蓮は顔を上げる。


　包帯を撒まき散らし、マルチェッラは拳こぶしを突きだしたまま、笑っていた。


「格かく闘とう遊びが好みか」


　唇は見えず、淡たん々たんと訊きく。


「なら、私も付き合えなくはない」


　両手を交差させて、今度は女が走った。


　その純じゆん粋すいな速度さえ、隻蓮に匹ひつ敵てきする。


　つまり、隻蓮には戸と惑まどう時間も与えられなかった。


　体勢の確保。使用可能な術式の整理。断だん片ぺん的であっても相手の戦力評価を行い、韋駄天真言による機動力増加の持続時間を想定加味する。


　脳の一部を戦術形成にまわしながら、隻蓮の手足は意識を離はなれて、マルチェッラの迎げい撃げきへと突入した。


　──劈へき拳けん。


　──ローキック。


　──半身からの正拳。


　──バックハンドブロー。


　──籠こ手て返し。


　──さらに返しての、飛びつき膝ひざ十字。


　──極きめられぬうちに、肘ひじ打うちにて叩たたき落とす。


　四つと四つ、八本の手と足が目まぐるしく交錯した。


　隻蓮の武術は主に円と螺ら旋せんから成り、マルチェッラの使うそれは直線と刺し突とつから成り立っていた。時に身体を重ね、時に身体を崩くずし、打撃技わざから摑つかみ技、投げ技、立ち関節技まで、何のタイムラグもなくスムーズに移行する。


　こちらの胸むな元もとを摑んでは喉のど元もとを突こうとし、顔面近くへ触ふれては耳の穴や眼がん窩かの奥へと指先を滑すべらせる。


　実際、瞼まぶたの近くを浅く引き裂さかれて、隻蓮は鳥とり肌はだが立つのを感じた。


「つぉ……っ！」


　無理矢理に、膝ひざ蹴げりを打つ。


　相手の防御の上からだったが、気にせずに全力で打ち込んだ。


　その反動で、ふたりの身体が大きく離れた。


「はっ……はあっ……」


　隻蓮の肩かたが、上下する。


　韋駄天真言の副作用だった。


　短時間であれば絶大な戦力向上をもたらす真言も、一定以上続ければ、凄まじい負荷となって術者へ襲おそいかかるのだ。現在の隻蓮には、今のタイミングが、真言の効果を持続できるギリギリであった。


　その間も油断無く女を睨にらみつける。


　向こうには、何ら疲ひ労ろうの様子はうかがえない。


　包帯まみれの身体が、この熱気で消しよう耗もうしないはずはないのだが、新たな術式を編んだ様子すら無かった。


　鼻を押さえる。


　手合いの距きよ離りでやりあったときに感じた、かすかな違い和わ感かん。


（まさか、この臭におい……？）


　ある疑念が隻蓮の脳裏をよぎり、


「おぬし……」


　と、低い声で問うた。


「ここで、何をしようとしておる」


「竜蓮寺と、この寺は言ったな」


　対して、マルチェッラは変わらぬ静せい謐ひつさで告げた。


「竜の蓮。蓮はチャクラの意味だろう。ここもまた、竜穴パワースポツトのひとつだった。私たちの用件はそれに尽つきる」


（竜穴パワースポツト……？）


　ここに来る前も、霊脈レイラインの異常を、隻蓮たちは感じ取っていた。


　そもそも、オズワルドの依い頼らいもまた、霊脈レイラインのよどみの調査ではなかったか。


　それから、マルチェッラは横合いの司を見た。


「手を出さなくていいのか？」


　司は、軽くかぶりを振ふった。


「隻蓮くんがやると言ったんだ。僕の出る幕じゃない」


　それに、どうせ僕は魔法なんか使えないからね、と付け足した。


「なるほど」


　うなずき、マルチェッラはスーツの内側へ手をやる。


　その手が、小さなガラスの円えん筒とうを取り出したのだ。


　今もびくびくとうねる赤黒い内容物を認にん識しきした者は、誰だれもが吐はき気をもよおし、地に伏ふせるに違ちがいない。


　それは──人間の、内臓であったのだ。


「な……っ！」


　隻蓮が動きを止める。


　その隙すきを逃のがさず、マルチェッラは高く呼ばわった。





「──我は呪のろいとなす。双ふた子ごの肺よ。我と汝なんじの敵を縛しばれ！」





　その触媒カタリストと呪文スペルにいかなる脅きよう威いを見いだしたか。


　手を出さないと、そう言ったばかりの司が目を見張る。


「隻蓮くん、守護術を！」


　その台詞せりふが、硬こう直ちよくした隻蓮をすんでで突つき動かした。


　刹せつ那なの差で、組み替かえられる印いん形ぎようと真言。





「不死なる軍荼利明王に帰命したてまつる（オン・アミリテイ・ウン・ハツタ）──！」





　おそらく……成立したなら、瞬しゆん時じの窒ちつ息そくに相手を陥おとしいれる呪じゆ詛そであったろう。


　双ふた子ご座ざの肺に呪じゆ力りよくを通し、星の運行と人体を照応させることで、強きよう烈れつな呪いを相手に叩たたきつける術式。


　寸前、あらゆる呪いと障害を打ち破る軍ぐん荼だ利り明みよう王おうの守護がなければ、隻蓮とても無事ではいられなかったに違いない。


　黒い呪力を押し切って、青ざめた顔で隻蓮は呟つぶやいた。


「死霊術ネクロマンシー……だと?!」


　生命から、『死』を搾しぼり取る魔ま術じゆつ系統。


　かけがえのない生命のなくなった空白こそを、自らの『力』と変えるおぞましき呪法。


　ゆえに、降霊術としての側面を残して、伝えるものの激減したその魔術を、この女は自由自在に使いこなすのだった。


「大した霊れい的てき守護だ。よほど仏に好かれてると見える」


　乾かわいた声で、マルチェッラが言った。


　失敗した術など無意味とばかりに、ガラスの筒つつを投げ捨てる。割れた筒から中身がこぼれ、不気味に土へと身をよじった。


　その上から、マルチェッラは踏ふみにじった。


「少しもったいなくはあるが、ブーメラン効果を受けてもかなわない」


　失敗した呪詛は、術者へと跳はね返る。


　返しの風とも言われるそれを、一部の西洋魔術ではブーメラン効果と呼ぶ。


　そのブーメラン効果を避さけるため、無む惨ざんに踏みにじられた内臓を目に、隻蓮が問う。


「おぬし……その内臓、どこで手に入れた？」


「いささかの保存技術はいるが、戦場ならいくらでも転がっている。子供ならなおさら手に入れやすい」


「外げ道どう！」


　隻蓮が吼ほえた。





「あまねく諸仏に帰命したてまつり（ナウマク　サマンダ）──とくに風天に帰命したてまつる（ボダナン　バヤベイ　ソワカ）！」





　新たな真言とともに、印形が変化する。


　真言と印形、どちらも広大無辺なる神仏の在り方を示すカタチである。


　このたび、隻蓮の選んだ真言は、風天ヴアーユ。その名の通り、三千世界を吹ふき通る天の権けん威いを借りて、隻蓮は拳こぶしを振った。


　風が鋭するどい刃やいばとなり、ふたりの間の空間ごと、幾いく千せんにも切り刻む。





「──我は護ご符ふとなす。乙おと女め座ざの小腸よ、我を守護せよ」





　対して、新たなガラスの筒を、マルチェッラは掲かかげた。


　呪いと守護とは、表裏一体なのだ。


　強き呪いなればこそ、堅けん固ごたる護符タリスマンとなる。


　途と端たん、ガラスの筒からこぼれた霊的物質エクトプラズムの『膜まく』は、風の刃さえ簡単に滑すべらせた。


　触媒カタリストと使用できる用法こそ限られるが、それを乗り越こえれば、死霊術ネクロマンシーの魔術強度と霊的守護はほかを圧あつ倒とうする。


　魔術特性──〈死の黄金律（Golden Rule of Death）〉。


　しかし、それさえも隻蓮にとっては牽けん制せいだった。





「韋駄天神に帰命したてまつる（オン　ケンダヤ　ソワカ）──！」





　再び迸ほとばしる、韋い駄だ天てん真しん言ごん。


　加速する隻蓮が手首をこねると、右手からは錫しやく杖じようが、左手には六角棒が盛り上がった。どこに仕し舞まっていたかは分からず、そのふたつが風車となって回転する。


　マルチェッラもまた、第三のガラス筒を持ち出した。





「──我は呪のろいとなす。獅し子し座ざの心臓よ、汝なんじの牙きばにて穿うがて！」





「迦楼羅神よ！　その翼を貸し与えたまえ（オン　ギヤロダヤ　ソワカ）！」





　霊的物質エクトプラズムが何本もの槍やりとなって、隻蓮に殺さつ到とうする。


　だが、呪力をこめられた錫杖と六角棒は、その霊れい槍そうさえも弾はじいた。


　ばかりか、隻蓮は風を蹴って、跳ね上がったのだ。すなわち迦か楼る羅ら神の神通力。古代インドにて主神ヴィシュヌの乗騎とあいなった尊格は、ほんのつかのま、若き密教僧に空を駆かける『力』を与えた。


　縮地と韋駄天真言。


　さらには、迦楼羅真言も加えた合わせ技わざ。


　刹せつ那なの果てに、隻蓮はマルチェッラへと激げき突とつする。風を踏む踵かかとからすべてのベクトルを反発させ、螺ら旋せんにねじりこんだエネルギーが膝ひざから拳へと駆けめぐる。


「往生せえええええいっ！」


　まさしく、大地を揺ゆるがす一いち撃げき。


　防ぼう御ぎよも回かい避ひもならぬそれは、今度こそマルチェッラをとらえた。


「っ?!」


　衝しよう撃げきに顔を歪ゆがめたのは、しかし必殺の一撃を放った隻蓮の方であった。


「おぬし……っ！」


　隻蓮の拳は、女の身体からだをスーツごと貫かん通つうしていたのだ。


　いかな渾こん身しんの一撃とはいえ、その結果は隻蓮の想定外だった。


　しかも、身体に穴を開けた状態で──女ははじめて、くつくつと肩かたを震ふるわせた。


「愉たのしかった」


　壊れながら、唇くちびるが漏もらす。


　ぼろぼろとマルチェッラの腕うでが落ち、膝が崩くずれた。


　首がもげ、眼球がごろりと落ちて、包帯とスーツの内側でざらざらと嫌いやな音がした。生木のへし折れるような音は骨の、乾いた粘ねん土どの崩れるような音は、肉の音だったろうか。


　たちまち人間のパーツと化して、その場にわだかまった女を、隻蓮は声もなく見下ろした。


「これは……」


　司もまた、ぱちくりと瞬まばたきしてから、鼻を押さえる。


　女がくずおれたときから、凄すさまじい腐ふ臭しゆうが放たれていたのである。


　ぼんやりと、司が呟つぶやく。


「なるほど、西さい行ぎよう法師の故事だね」


「最初から……動く死体であったか。本体はどこやらな」


「今の感じだと、遠くはなさそうだけど」


　死霊術ネクロマンシーと聞いたときから、ある種の予感はあった。


　つまりは他人の死体を用い、遠えん隔かく操作する秘術。西行法師というのは、『撰せん集じゆう抄しよう』に収録されたよく似た伝説のことである。


　──死者の骨を集め、まったく別の人間としてつくりあげる法。


「とまれ、お疲つかれ様。このまま追えるかな？　それとも、一度ユーダイクスと柏原くんの掩えん護ごも頼たのんだ方がいいかな？　うーん、ヘイゼルさんがいたらなあ」


　困った風に、頭を搔かく。


　司にとっても、予想外のことが多すぎたのだ。


　正直、ここまで苦戦する相手とは考えていなかった。いまだ隻蓮は発展途と上じようとはいえ、魔ま術じゆつ戦せん闘とうについて言えば一流以上の実力である。〈協会〉の名うての魔法使いですら、彼と伍ごせる相手は少なかろう。


　だからこそ、司は隻蓮とふたりだけで、相手をおびきだす作戦を取った。


　しかし、その相手がこれまでの強敵であろうとは……


「あげくひとりだけじゃなさそうってか。こりゃ依い頼らいを安やす請うけ合いしたかもしれないなあ」


　さしもの司が、真しん剣けんに顔をしかめる。


　いつも茫ぼう洋ようとした〈アストラル〉社長も、これだけの異変に遭あえば、ふざけるばかりではすまないようだった。


「……ふむ」


　もう一本、胸むな元もとから細葉巻シガリロを取り出したところで、その指が止まった。


「いや」


「ん？」


「安請け合いどころでは……すまんようでござる」


　がくり、と隻蓮の膝が落ちた。


　そのまま、若き密教僧そうの身体はあがらなかったのだ。


「隻蓮くん！」


「すまぬ……社長」


　声こわ音ねさえ震え、嗄しわがれていた。


　うつむいた顔を覗のぞき、司は硬かたい唾つばを飲み込んだ。


　密教僧の顔は、およそ人間とは思えないほどに、どす黒く染まっていったのだ。


「隻蓮、くん?!」


「あれで……ござるな」


　弱々しい声で、視線が前方へ流れた。


　女の崩れた場所に、同じどす黒い色の血がこぼれていた。


「…………っ！」


　短く、司の呻うめきが漏れた。


　その血がこぼれたあたりを中心に、みるみるうちに周囲数メートルという範はん囲いで雑草が萎しおれ、枯かれていったのだ。


「なるほど、死体なら毒まみれでも動けるか……はは、これはずいぶんひどいのを喰くわされたようでござるな」


　苦々しい声とともに、隻蓮の頭がぐらりと傾かしいだ。


　鍛きたえられた僧そう侶りよの肉体は、そのまま境けい内だいの地面へ倒たおれ伏ふしたのだった。





　　　　４




　崩ほう壊かいした部屋に、柏原と猫屋敷は向かい合っていた。


　床ゆかに描えがかれていた砂の魔法円は、老人と幽精ジンが去ったときに消え去っている。炭化した内装や溶とけたガラス、天てん井じようもあちこちが砕くだけ、かろうじて原形だけをとどめたシーリングファンが虚むなしい音をたてて回っている。


「どういうつもりでした？」


　と、柏原が、彼に似合わぬ厳しい口調で訊きいた。


「……何がです？」


「そんなに、殺し合いは愉たのしかったですか」


　柏原の言葉は、真まっ直すぐに少年の胸をついた。


　それでも沈ちん黙もくしていた猫屋敷へ、柏原は畳たたみかける。


「穂波さんのことも放っておくほどに、ほかの魔法使いと殺し合いたかったですか」


「…………！」


　穂波は、柏原の腕うでの中で眠ねむっていた。


　気絶した穂波を守るため、ひとまず柏原が結界を張っていたものである。この部屋に乗り込むのが遅おくれたのも、安全を確かく認にんするのにそれだけの時間を必要としたからだ。


　同時に、柏原が糾きゆう弾だんしているのも同じ理由だ。


　あの段階で、相手が複数だった場合、猫屋敷と柏原は各個撃げき破はされた可能性が高い。


　まして、穂波を抱かかえていた柏原は、十分な魔術も使えずに窮きゆう地ちに追いつめられていてもおかしくない。


　相手がひとりで、猫屋敷との戦いに興じていたというのは、単なる偶ぐう然ぜんにすぎないのだから。


「…………」


「…………」


　ふたりの沈黙は、しばらく続いた。


　先までの戦いの熱とうってかわって、それはひどく冷たく、どこかしら切ない沈黙だった。


「……まあ、いいです」


　と、柏原は視線を切った。


「とりあえず、事務所まで戻もどりましょう。大だい丈じよう夫ぶかと思いますが、一応穂波さんも検査した方がいい。この工こう房ぼうの調査はそれからでも遅おそくないでしょう」


　踵きびすを返す。


　少女を抱だいたまま、柏原は離はなれていく。


「──僕の、何が悪い！」


　その背中へ、猫屋敷は叫さけんでいた。


　足が、止まった。


「何が、悪いですって？」


「ええ」


　はっきりと、猫屋敷は言い切ったのである。


「その穂波さんが死のうが、僕らはどうでもいいはずでしょう。魔ま法ほう使いとはそういうものでしょう。それで魔術を高められるなら、他人の命なんて些さ末まつなことでしかないはずでしょう！」


「…………」


　柏原は、何も言わない。


　少年は強く、柏原の背中を睨にらみつける。


「あなたたち〈アストラル〉の──魔法使いを冒ぼう瀆とくするような生き方に、一体何の意味があるというんです！」


　外げ道どうというのなら。


　魔法使いにとって、〈アストラル〉こそがまさしく外道だろう。


　魔術の高みを目指すわけではなく、魔術界における権けん威いを得ようとするわけでもない結社こそ、何の意味があって存在するのか。


「あなただって……もとは魔法使いを罰ばつする魔法使いだったんでしょう」


　それは、かつての猫屋敷が〈アストラル〉へ入ったきっかけであった。


　──魔法使いを罰する魔法使い。


　世界の魔法使いを統とう轄かつする〈協会〉において、禁きん忌きを犯おかした魔法使いを制裁する者たち。


　柏原は、もともとがそのひとりだったというのだ。


（…………）


　事実以外のことを、猫屋敷は知らない。


　その柏原がどうして〈協会〉をやめて、名前を変えてまで〈アストラル〉に所属しているのか、その理由を猫屋敷は知らされていない。


　どれほどの意味をもって、どれほどの覚かく悟ごをもって、そのような蛮ばん行こうに出ているのかなんて知らない。


　それでも。


「影かげ崎ざきという名前は……どうして捨てたんです？」


「…………」


　強く、猫屋敷は相手を睨みつける。


　くそ、と思った。


　ひどく苦くて、荒あら々あらしいものが、少年の心臓を灼やいていた。


　先の戦いのせいだ。


　一いつ瞬しゆんでも解放され──突とつ然ぜん制止されたがゆえ、衝しよう動どうはいつよりも強く彼を苛さいなんでいたのだ。


　たとえ道理はなくとも、逆さか恨うらみに近いみっともない情動でも、猫屋敷蓮はこれ以上抑おさえていられなかった。本能にも近いこの怒いかりに、正直でありたかった。祈いのりにも近いちっぽけな自尊心を、満たしたかった。


　それが無理なら。


　せめて、自分の方を振ふり向かせたかった。


　胃いの腑ふから逆流するような──自分のこの衝動も、怒りも、祈りも、自尊心も、無視だけはさせたくなかった。


「僕は……！」


　言いかけたそのとき、無機質な機械音が鳴った。


「すいません。ちょっと」


　慌あわてた風に、柏原が胸を押さえる。


　司に持たされている携けい帯たい電話だった。


　いよいよ小型化が進み、ついに二百グラム以下まで軽量化された最新モデルを、柏原は自分の耳に押し当てる。


　すぐに、


「……ええっ！」


　驚きよう愕がくが、その喉のどからあがった。


「わ、分かりました！　すぐに行きます！」


「……どうしたんです？」


　くすぶりの残った声で、猫屋敷が訊きいた。


　鬱うつ憤ぷんを晴らしたいのならこんな質問は余計だと分かっているが、その通りにするには少年は賢けん明めいすぎた。自分の愚おろかさを見過ごすのに必要なのは、鋭えい敏びんな頭脳ではなく、むしろ老ろう獪かいな鈍どん感かんさである。


「隻蓮さんが……」


　と、柏原は低い声で答えた。


「は？」





「隻蓮さんが……毒にやられたそうです」





　　　　５




　神岡山。


　洞どう窟くつの曼まん荼だ羅らのそばで、影かげが捻ねじれた。


　ああ。


　こんなもの、捻れた、としか形容のしようがない。


　包帯まみれの女──マルチェッラは全身をつっぱらせ、骨格的にありえない形に腕うでも足も身体中の関節もねじまげていた。粗そ悪あく品のバネみたいにあちこちが異様な軋きしみをあげ、今にも断だん裂れつしそうに捻れを深めていく……！


「……かはっ」


　その口こう腔こうから、喘ぜん鳴めいがあがった。


　途と端たん、脱だつ力りよくして両りよう膝ひざを落とし、天てん井じように向かってむせかえる。


「けほ……げは……げほおっ！」


　内臓ごとめくれあがりそうな音だった。


　いや、実際にめくれあがっていたのである。


　死体でつくった仮かり初そめとはいえ、『自分自身を殺される』という魔ま術じゆつ的事実は、そこまでの致ち命めい傷しようを術者へと跳はね返す。噓うそ偽いつわりなく『死』に匹ひつ敵てきする苦痛を、今、マルチェッラは味わっているのである。


　嘔おう吐と物に混じって、大量の血が噴ふん水すいのように唇くちびるから溢あふれた。包帯にその両方を滲にじませて、無様にマルチェッラはくの字に身体からだを折った。


　しばらくの間、まともな呼吸すらできなかった。


　そんな女に対して、


「楽しそうですね──」


　と、曼荼羅の中心の僧そう侶りよは告げたのである。


　とんでもない発言であったが、はたして十数分後、答えはこうだった。


「ああ」


　がくり、とくずおれたまま、女は口元を拭ぬぐって肯こう定ていした。


「楽しかったよ、ドゥマ。ひさしぶりに楽しかった」


「それは何より──」


　ドゥマと呼ばれた僧侶が、にっこりと笑う。


　明らかに五十は越こえているだろうに、不思議とあどけない笑え顔がおだった。両親に幼児が投げかけるような、ひどく無む邪じや気きな笑みだった。


　それもまた、僧侶の徳なのかもしれない。


「へえ、マルチェッラも帰ってたか」


　さらにもうひとり、入り口に影が切り取られた。


　小さく、マルチェッラが舌打ちする。


「ナジム」


「こちらも終わったぜ」


　陶とう器きの壺つぼを抱かかえた老人は、よいせと近くの岩に腰こしを下ろした。


　ナジム。


　猫屋敷と争った、幽精術の魔人。


　汗あせでよじれた白はく髪はつを搔かきむしり、老人はひびわれた唇をにんまりと歪ゆがめる。


「押さえるのは、もうふたつでいい。お前に陣じん取どってもらってるのも、ようやっと終わりそうだ。──だけど、その前に、ちいと面おも白しろいヤツと会ってな」


　その言葉に、ドゥマが反応した。


「〈アストラル〉ですね──」


「おお、それだ。地元の結社だから、一応チェックはしてたけどな。長く生きてみるもんだ。ありゃあ面白かった」


「あなたが面白いということは、勧かん誘ゆうでもしたんですか──？」


「おお、したした」


「無む駄だなことだ」


　笑ったナジムを、冷ややかな声でマルチェッラがたしなめる。


「こちら側の人間なら、何もせずともこちらに来る」


「そうだがね。一応、俺だって座セフイラー持ちだぜ。ああいう逸いつ材ざいを見つけたら勧誘しとくのが筋だろ」


「本当に、その方がずいぶん気に入ったんですね──」


　ドゥマの微び笑しようが深くなる。


　この三人の関係が凝ぎよう縮しゆくされたやりとりではあった。


　対立するナジムとマルチェッラ。それを外側から見つめるドゥマという僧侶。


　アンバランスなように見えて、不思議な調和が取れている。おそらく、この三人はずっとこのようにしてつながっていたのだろう。つかずはなれずに、奇き怪かいなチームワークを取りながら、過ごしてきたのだろう。


　布留部市を舞ぶ台たいとした一大儀ぎ式しき魔術に、この三人が選ばれたのもむべなるかな。


　くく、とナジムは肩かたを震ふるわせた。


「気に入った気に入った。あれなら、俺の〈尊厳ホド〉の座セフイラーをやっても惜おしくねえ」


「お前は座セフイラーなど、どうでもいいと思ってるだろう」


「それは言いっこなしだ。だいたい、てめえだって似たようなもんだろ」


「一いつ緒しよにするな」


　ふたりの視線が、険悪と嫌けん悪おを込めて交こう錯さくする。


　そのときだった。





　──どくん





　と、脈動が洞どう窟くつを震わせたのだ。


　魔法使い以外には感じられない、五感以外に訴うつたえかける脈動であった。


　しかし、効果は絶大だった。


「うおっ？」


　と、ナジムがよろめいた。


　皺しわに埋うもれた表情が、今ばかりははっきりと青ざめている。


　マルチェッラも言葉を無くし、茫ぼう然ぜんと周囲を振ふり仰あおいだ。包帯に隠かくれて見えなくても、その動どう揺ようだけは覆おおいきれなかった。





　──どくん





　まるで洞窟を心臓とするかのように、脈動は遠く切なく響ひびいた。


　繊せん細さいでかぼそい、哀かなしくなるほどにはかない脈動だった。どうしようもなく静かに、こちらの身体からだの内側まで染み渡わたってしまいそうな音であった。


　その響きがかすれて消えて、たっぷり数分も経たってから、やっとマルチェッラは口を開いた。


「今の、は……」


「もうすぐ……孵ふ化かしますよ」


　と、ドゥマが言ったのだ。


「ここの竜が、受肉します」


「…………」


「…………」


　残るふたりが、唾つばを飲み込んだ。


　しん、と洞窟が静まりかえったのだ。


「竜の受肉──か。〈協会〉あたりが聞いたらひっくりかえるな。禁きん忌きやどうこうじゃきかねえ」


　胡う散さん臭くさそうに、ナジムがかぶりを振る。


「信用できませんか──」


「信用してなきゃ、わざわざ日本まで来て手伝わねえさ。馬ば鹿か馬鹿しいこと言うな。だいたい儀式の術者がてめえなんだ。嫌いやでも信用しちまうさ」


　ひらひらと、ぼろ布きれみたいな手が上下する。


「ありがとうございます」


「ただ、ようやくここまで来たって気はするわな」


　なんとなく、感かん慨がいらしいものをこめて、老人は皺に目を埋める。


「ようやく、ですか」


「そりゃそうさ。最初に聞いたときには一体どれだけの年月かけるつもりだって思ったからな。俺が死ぬまでにここまで進むとは思わなかったぜ」


「あなたは、後から〈螺旋なる蛇オピオン〉に入ったのでしたね」


「おお、あそこの生きつ粋すいとかじゃねえよ。だいたい二十三世代とか四世代とか、執しゆう念ねんこもりすぎててぞっとするだろ」


　老人の軽口に、マルチェッラが振り返った。


「私に不服が？」


「おお怖こわい」


　ぶるり、とわざとらしくナジムが自分の身体を抱だく。





　──どくん





　もう一度、さきの二回よりもずっと大きな脈動が洞窟を揺ゆるがした。


「もうすぐ、か」


　と、その脈動に、ナジムが言った。


　マルチェッラがその言葉を継ついで、うなずく。


「我らの夢の、かけはしだ」


「いいえ──」


　そして、ドゥマが否定した。


「すべての、魔ま法ほう使いの夢です」


「そうだった」


　マルチェッラは軽く苦く笑しようする。


　そのままのけぞって、さきほどの臨死を思い返すように目を閉じる。


「終わってしまうのが、もったいないな」


　血にまみれた口元が、包帯の間からべろりと舌を覗のぞかせた。


　臨死に悦えつ楽らくするごとく、その喉のどが動く。







　──同じ羽の鳥は群れるもんだ（Birds of a feather flock together,）


　　　豚だってそうするように（And so will pigs and swine.）


　　　ドブネズミやハツカネズミだってツレを選ぶもんだ（Rats and mice will have their choice,）


　　　私だってそうするように（And so will I have mine.）







　陽気な声が、洞どう窟くつに反はん響きようした。


　マザー・グース。


　英国に広く伝わる童どう謡ようのひとつ。


「えらく機き嫌げんがいいな、マルチェッラ」


　ナジムが言う。


「ああ」


　対して。


　うっとりと、女は告げた。


「ひさしぶりに、死ねたんだ。〈永遠ネツアク〉の座セフイラーについて以来、本当にひさしぶりに」







　──同じ羽の鳥は群れるもんだ（Birds of a feather flock together,）


　　　豚だってそうするように（And so will pigs and swine.）


　　　ドブネズミやハツカネズミだってツレを選ぶもんだ（Rats and mice will have their choice,）


　　　私だってそうするように（And so will I have mine.）




間章







　──しばし、時間は巻き戻もどる。





　竜蓮寺とヘイゼルの工こう房ぼうにて、ふたつの死し闘とうが発生する前。


　伊庭司が〈ゲーティア〉の首領オズワルド・レン・メイザースと面会した、ホテルの最上階である。


「…………」


　司や隻蓮と会話したソファに、オズワルドはそのまま座っていた。


　申し訳程度にウィスキーのボトルは置いてあるが、手をつけた形けい跡せきはない。壮そう漢かんは石像のごとく、微び動どうだにせず沈ちん思ししていた。


　──と。


　その視線が、ゆるりと直通エレベーターを向く。


　そこから、小走りにやってきたのは、四、五歳ばかりの女の子であった。


　金きん髪ぱつの縦ロールにつややかな唇くちびる。ほんのり赤らんだ頰ほおに、ちっちゃな手で漆しつ黒こくのドレスをつまみ、少女はまるで可か憐れんな蕾つぼみのごとくにステップを踏ふんだ。


　今も十分に麗うるわしいが、成長すればどれほどの美女となるだろう。そんな想像をさせずにはおかぬ煌きらめきが、少女の身体からだには宿っていたのだ。


「依い頼らいは終わりましたの、お父様？」


　そう尋たずねたクイーンズ・イングリッシュの声音さえ、銀ぎん鈴れいの趣おもむきがあった。


「ああ」


「結局、どこの結社と協力することになったんです？」


「昔なじみの結社でな。が、お前は知らなくてもいい」


「分かりました」


　好こう奇き心しん旺おう盛せいな年とし頃ごろにも拘かかわらず、あっさりと少女は首を縦に振ふった。淑しゆく女じよとしての教育の賜たま物ものであろう。


　素す直なおに退いた少女を見つめ、オズワルドはゆっくりと立ち上がった。


「すぐ、こちらも仕事にうつる。ついてくるがいい」


　テーブルを離はなれ、近くの棚たなに置いていたアクセサリーを取ったのだ。


　銀でつくられたそれは、『ソロモンの五ご芒ぼう星せい』と呼ばれる呪物フエテイシユであった。


　その呪物フエテイシユを手に、オズワルドはつかつかと隣となりの部屋へ歩み入る。


　がらんどうの部屋の床ゆかには、このためだけに用意させた魔法円が描えがかれており、四よ隅すみにはインセンスが焚たかれていた。空気には濃のう密みつな第五要素エーテルが混入され、仮かり初そめとはいえ、ただのホテルの一室を魔ま法ほう使いの工房と同じ霊れい格かくにまで引き上げていた。


　そこに、朗々とオズワルドの声が響ひびく。





「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii, Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the ChiefPrince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」





　ソロモン王の魔術。


　呪文スペルに応じて、見えざる炎ほのおが魔法円に走った。


　部屋に充じゆう満まんしていた第五要素エーテルが、壮漢の魔術によって一定の流れを与あたえられ、渦うず巻まきだす。


　色もなく、音もなく、味もなく、臭においもなく、触ふれられもせず、しかし確実に『在るもの』として、小部屋をつくりかえていく。





「O THOU wicked and disobedient spirit N, because thou hast rebelled, and hast not obeyed nor regarded; they being all glorious and incomprehensible……」





　さらなる呪文スペル。


　続くほどに声は高くなり、魔法円を蹂じゆう躙りんする。


　変へん哲てつもない小部屋は、宇宙の真理を内包して、隔かく離りされたひとつの世界へと変化する。


　魔術を知るものなら、誰もが目を見張るだろう。


　世界の在り方システムに手を加え、認にん識しきを現実とすりかえていくのがあらゆる魔術の基本である。しかし、オズワルドの呪文と第五要素エーテルは、まず部屋そのものを隔離して、魔術に適した空間へとつくりかえていったのだ。


　現実にあらざる『何か』を、喚かん起きするに足るほどに。





「……来たれマルバス、三十六の軍団を統すべる王」





　特別なことは何もなかった。


　激しい光も、音も生まれなかった。


　ただ、オズワルドの声とともに、空気が凍こおりついた。


　途と轍てつもなく強大な霊エーテル体が、アッシャー現実界へ顕けん現げんしたときの現象だった。


「…………っ」


　ぞくり、と少女が身を震ふるわせる。


　マルバスが喚起されるのを見たのは、これがはじめてではない。


　自分の結社の、４＝７（フイロソフイス）や３＝８（プラクテイカス）が八人がかりで喚起しているのは見た。金色に輝かがやき、雄お々おしい鬣たてがみをなびかせた獅し子しを、アディリシアは憧あこがれをこめて見上げたものだった。


　だが。


　父親の喚起したマルバスは、まるで違ちがう。


　その威い厳げんも、神こう々ごうしさも、まったくの別物として顕現していた。


　霊エーテル体ゆえ、いまだ霊れい視しの不完全な少女には気配しか感じ取れない。なのに、小さな胸は激しく痛み、呼吸さえままならなくなった。


「魔神に肉付けするのは、結局、その魔法使いごとの『力』にほかならん」


　厳おごそかに、父──オズワルドが言う。


　金獅子にも劣おとらぬ威厳を放ち、魔神を従える王者として、厳然と佇たたずんでいた。


「核かくとなる霊エーテル体は同じでも、どんな魔法使いが喚起したかによって、現実に干かん渉しようできる度合いはまったく異なってくるということだ」


　つまるところ、このマルバスの『在り方』こそ、オズワルド・レン・メイザースという魔法使いの実力。


　いずれは、少女も継つがねばならぬ、〈ゲーティア〉の首領としての『力』。


「でも……」


　と、少女がやっとのことで、口を開いた。


「でも……お父様、今回の捜そう索さくはその結社に任せたんじゃないですの？」


「ああ」


　少女の疑問を、オズワルドは認める。


「能力不足ですの？」


「いいや。あれで、腕うでについてはかなりのものだ。ヘイゼル・アンブラーがすでに引退しているとしても、密教僧そうとしてのセキレンの『力』は天才といっていい。後十年もあれば……あるいは私にも迫せまるかもしれん。だとすれば、残る三人もおして知るべしだろう」


　冷静に、オズワルドは分ぶん析せきする。


「じゃあ、信用できないのですか？」


「それも違う。ツカサ・イバは魔ま法ほう使いとしてかなり特とく殊しゆな心性を持ち合わせているが、仕事相手としては十分信用に足る。むしろ、己おのれの魔法のためなら良識も善性もかなぐりすてる尋じん常じような魔法使いより、よほどマシだろう」


「でしたら、どうして？」


　不思議そうに訊きいた少女を、オズワルドはじっと見下ろした。


「アディ」


　珍めずらしく、父は愛あい称しようで娘むすめを呼んだ。


　瞬まばたきした少女に、オズワルドは優やさしい声で語りかける。


「貴族は、人の上に立つものだ。ゆえに必然として、誰だれよりもうまく人を使い、誰よりも深く人を信用せねばならん。だが、その上で、貴族とは誰も近寄らせないものだ。いかに相手を信用しようが、さらにもう一枚の札を手元に持っていなくてはならん」


　オズワルドの言葉は、人の胸へ染しみいるようだった。


　むしろ独り言に近い口調でありながら、いい加減には聞き流せない何かを、その声は秘めていた。


「たとえ寂さびしかろうが、泣きたくなろうが、そんなことは誰にも漏もらしてはならない。まして、ソロモン王の魔術を学ぼうとするなら、その道から外れることもならん。ソロモン王の魔術こそは、王の学ぶ魔術なれば」


　そこまで口にして、オズワルドは自らの愛まな娘むすめへ問うた。


「お前は、それでもソロモン王の魔術が好きか？」


「はい！」


　これは、幼い少女が即そく答とうしたのである。


　はたして、その意味を真に嚙かみ締しめているのかどうか。


　それは分からなかったが、父親はひどく嬉うれしそうな──あるいは寂しそうな──淡あわい微び笑しようを唇くちびるに浮うかべた。


「そうか」


　分厚い手の平が、少女の頭を撫なでる。


　くすぐったそうに頰ほおをゆるめ、アディリシア・レン・メイザースは頭の上の手を押さえた。父親の手の平の温かさを、この一時でも独どく占せんしようとするようでもあった。


「いつか……お前が魔法に捧ささげるものも分かるだろう」


　と、オズワルドは呟つぶやいた。


「私の生きている内か、それよりも先か……もしもその瞬しゆん間かんに立ち会えるなら、少しは報むくわれるかもしれんな」


　最後の言葉は、風にまぎれて、アディリシアにもはっきりとは聞こえなかった。


　だから、少女はきょとんと父親を見上げた。


「お父様？」


「何でもない」


　そう答えたときには、父はいつもの父に戻もどっていた。


　厳しい横顔は誰も寄せ付けず、入り口へ振ふり向いたダークスーツが空気を斬きりつけるように流れる。ロンドンでも最長老となる職人に仕立てられたスーツは、どこかしら中世の鎧よろいめいていた。


「では、向かうとしよう」


　その宣言とともに。


　金獅子マルバスの気配が、オズワルドの隣となりへと降り立つ。





「──私の領地を汚けがしたものへ、相応の報いを与あたえるために」




第３章　魔法使いの秘毒




　　　　１




　猫屋敷たちが駆かけつけたとき、すでに日は傾かたむいていた。


　事務所近くに設けられた、小さな研究室である。


〈アストラル〉は純じゆん粋すいな事務所のほかに、こうした研究室や儀ぎ式しき場をいくつか持っていた。複数の魔ま術じゆつ系統を擁ようしていることから、呪じゆ波は干かん渉しようを起こさぬため、呪物フエテイシユや儀式魔術の舞ぶ台たいは離はなしておこうという判断である。


　そして。


　赤光の中にあって、なお隻蓮の顔は異様なほど黒く染まっていた。


　ベッドの白さとあまりに対照的で、それゆえに強く『死』を想起させる黒さであった。


「ユーダイクスさん、隻蓮さんは?!」


　勢い込んで、柏原が訊きく。


　すぐ隣の丸椅い子すに、白いインバネスを纏まとった巨きよ漢かん──ユーダイクス・トロイデが座していたのだ。


「最悪だ」


　厳いかめしい顔が、横に振られる。


「毒の分ぶん析せきはできなかった。だから解げ毒どくもできていない。対たい症しよう療りよう法ほう的に薬も調合してみたが、それも無む駄だになってる」


「あなたが、分析できなかった？」


　こちらは、猫屋敷が目を剝むいたのだ。


　猫屋敷が知る限り、最も呪じゆ力りよくの分析に優すぐれているのがこの錬れん金きん術じゆつ師しだったからだ。こと魔術に関かかわる限り、この巨漢の眼力は他を逸いつ脱だつするものがあった。呪波汚お染せんに蝕むしばまれた樹木の土ど壌じようを見ただけで、どれほど前からどのような魔法が関わっているか見み抜ぬき、あげくは呪力を漏もらした魔法使いの性格まで言い当てたほどだ。


　その錬金術師が分析できぬ毒とは？


「断っておくが、分析できないわけじゃない」


「は？」


　矛む盾じゆんする言葉に、猫屋敷は眉まゆを寄せる。


「成分の一部に、テトロドトキシンが使われているのは確かく認にんした。だが、この毒は被ひ害がい者しやの体質に応じて、自ら性質を変えるらしい。今、この瞬間だって変化中だ。おそらく解毒剤ざいをつくったところで、その解毒剤を無効化するようにまた変化するだろう。この毒はそういう意思を持っている」


　──意思を持つ毒。


　その荒こう唐とう無む稽けいな発言を聞いて、笑うものはひとりもいなかった。


　魔術という概がい念ねんが、結局は意思に還かん元げんされるものだからだ。


　人を超こえようとする意思。


　人を癒いやそうとする意思。


　人を傷つけようという意思。


　どれも、つまるところは同じものだ。


　何らかのカタチで人に不可能なことを成そうとするその意思こそが、魔術という認識を現実に感染させる。


　そういう意思が、毒自体にも付ふ与よされているということだ。


　毒という名前の、これもまた魔法なのだった。


「表に出た症状だけで、心臓衰すい弱じやく、神経麻ま痺ひ、肝かん機き能のう低下、数カ所から全身にかけて筋きん萎い縮しゆくの移動、骨格筋麻痺、呼吸困難、強直性痙けい攣れん、弓ぞり反射、血液濃のう縮しゆく、縮しゆく瞳どう、血圧低下と逆に血圧上じよう昇しよう……これに連なって、毒の変化パターンは数十以上にのぼる。パターンを解かい析せきして完全な解毒に至るには、変化以前の毒の原液が必要だ」


「分析できるけど、できないというわけですか」


　納なつ得とくして、猫屋敷は渋しぶい顔になった。


　確かに、そういう理由であれば矛盾しない。


「ひとまず知りうる限りの賦ふ活かつ剤ざいを使っているが、今生きているだけでも驚きよう嘆たんに値あたいする。隻蓮でなければ、両手の指は死んで釣つりが来てるだろうな」


　ユーダイクスが、隻蓮を見下ろした。


　鍛きたえられた僧そう侶りよの呼吸はどうしようもないほど細く、口元の端はしからはとめどなく泡あわが吹ふき出している。突とつ発ぱつ性せいの全身痙攣が一分に何度も起きて、聞くに堪たえない呻うめきが研究室の小部屋に反はん響きようしていた。


「……しばらく延命に専念する。部屋を出てもらおう」


　断固として、巨漢は踵きびすを返した。


　ベッドのそばの薬品棚だなに向かった背中は、すでにあらゆる対話を拒きよ絶ぜつしていた。


　逆に言えば、この赤せき髪はつの錬金術師がそこまで集中しなければ隻蓮は一刻も保もたぬと、そういうことでもあった。


（……だけど）


　同時に、もうひとつの事実も猫屋敷たちは分かっていた。


　延命、とユーダイクスは言ったのだ。


　回復ではない。


　はたして、ユーダイクスが死力を尽つくしたとしても、どれだけの時間が隻蓮に残されているのだろう。


「隻蓮、さん……」


「よろしく頼たのむよ、ユーダイクス」


　未練げに名を呼ぶ柏原の肩かたをひいて、司が部屋を出た。


　隣となりの小部屋では、最低限ではあるが、接客の形が整えられている。勝手知ったる我が家とばかりに、司はティーセットを取り出し、人数プラスひとり分の茶葉を入れ始めた。


　伊庭司、柏原代介、猫屋敷蓮の三人分プラスひとり。


「社長？　何してるんです？」


　見とがめた猫屋敷に、司は微び笑しようする。


「まあまあ。目まぐるしかったからね。お茶の一いつ杯ぱいぐらいは必要だろう。精神の休息は魔ま法ほう使いにも欠かせないものだし」


　茶目っ気たっぷりに片目をつむり、ポットの蓋ふたを置く。


　すぐに、いい香かおりが空間に広がった。


　英国生まれのヘイゼル直じき伝でんらしく、この男の淹いれるお茶は確かに美味うまかった。本来はハーブティーの方が得意らしいが、この研究室だとそこまでの備えはない。


「僕は不要です」


「まあ気持ちだけでも」


　と、三人分のティーカップを目の前に置いて、司は軽くその香りを楽しんだ。


　銘めい柄がらはヌワラエリア。遠くスリランカの高山で摘つまれる茶葉。琥こ珀はくの中に一いつ滴てきだけ緑を落としたような色合いが、どこかしら司の雰ふん囲い気きとも似通っていた。


　一口だけ含ふくんで、


「猫屋敷くんは、幽精術の魔法使いとやりあったんだって？」


　と、司が訊きいた。


　仕方なく、少年はうなずいた。


「そうなります」


「腕うでは？」


「一流でしたよ。僕が苦戦するぐらいにはね」


　嚙かみつくように、猫屋敷は言う。


「あれは、社長の受けた仕事と関係してるんですか」


「どうも、そうらしいね。いろいろあって、ちょっと敵対関係を確立しちゃったっぽい。まあ猫屋敷くんの状じよう況きようを聞くに、元からヘイゼルさんの工こう房ぼう──というか工房を建てた竜穴パワースポツトは相手の狙ねらいに入っていたみたいだけど」


　ティーカップの湯気の向こうで、司が顎あごのあたりに指を添そえる。


　互たがいの状況は、簡単にだが説明されている。


　猫屋敷の予想通り、司が自分のコネクションで新たな依い頼らいを受けていたこと。


　その流れで、司と隻蓮が、おそらくは猫屋敷たちが遭そう遇ぐうしたのと同じ魔術集団と戦せん闘とうを繰くり広げたこと。


　結果として、隻蓮が毒にやられたこと。


（やられ放題もいいところだ……）


　胸の内で、猫屋敷は自重する。


　相手の結社の正体や狙いだって、いまだ明らかじゃない。


　やり口からして、〈協会〉に所属していない魔術集団なのは確かだろう。死霊術ネクロマンシーと幽精術などという、ある意味で〈アストラル〉めいた魔術系統の混在も、それなら説明できる。


　ふん、と少年は鼻を鳴らした。


「ここで、やめる手もあるんじゃないですか。社長が誰だれからどんな依頼をされたか知りませんが、〈協会〉を通した正式な仕事じゃないんでしょう。だったら、最後まで通せなくてもどうということはないはずです」


「俺はやめるつもりはないよ」


　と、司は即そく答とうしたのだ。


「なぜ！」


「多分、猫屋敷くんの言う通りだろう」


　ゆっくりとうなずき、伊庭司は少年の正当性を認める。


「正式な依頼でない以上、ここで降りてもたいした問題にはならない」


「だったら……」


　言いかけた少年に、しかし、司はきっぱりと答えた。


「でもね、たとえ依頼がキャンセルされても、やめるつもりはない。こうやって隻蓮くんが傷つけられた以上ね」


「そんな意地で仕事をするんですか」


「最初から、そんな意地で仕事してるんだよ、俺は」


　かたん、とティーカップを手元に置く。


　眼鏡めがねの奥で、普ふ段だんふざけてばかりいる瞳ひとみが、このときばかりは鋭するどい光を湛たたえていた。鋭いのに、こちらを貫つらぬくのではなく、包み込むような光だった。


　考えてみれば、はじめて出会ったときも、伊庭司はこんな瞳をしていたような気がした。


　魔法使いというよりも、まるで地に足をつけた──当たり前の人間のような瞳。


　だから。


（だから、僕は……！）





　──『お前、こっちに来ねえか』


　脳のう裏りを明めい滅めつするのは、あのときの老人の言葉。





「あなたは……」


　と、猫屋敷は指をあげた。


「あなたは……魔ま術じゆつ集団の首領失格です」


「かもね」


「これ以上、今話す気がしません。失礼します」


　立ち上がり、少年は視線をそらした。


　口を開けば、ろくな言葉が出てきそうになかった。後になって自己嫌けん悪おに陥おちいるよりは、こうして立ち去った方がいくらもマシだろう。


　そう、そのまま〈アストラル〉になど戻もどらなければ……


「──このまま、二度と顔を出さないつもりかな？」


　まるで、こちらの心を読んだように、そんな声がかけられた。


「あなた……」


「君は、そういう風に、いろんな魔術集団を転々としてるだろう。愛あい想そを尽つかしたときは、何も言わずにいなくなるのがパターンみたいだね。そういう意味では、〈アストラル〉に一年もいたってのはわりと長い方になるけど」


「……いろいろ人のことを調べたようですね」


「いや悪い。趣しゆ味みみたいなものでね」


　司が笑う。


　ひゅっと、小さな紙かみ袋ぶくろが投げて寄よ越こされた。


「これは？」


「まあボーナス代わりだと思ってくれ。辞めるんなら退職金代わりだな。いやもちろん辞めないでくれる方がいろいろ助かるんだけど」


「…………」


　黙だまって、その袋を学生服のポケットにいれた。


「俺は、君が社員のつもりでいるけどね」


「知ったことじゃありません」


　学生服の詰つめ襟えりをきつく閉じ、大おお股またに少年は歩み去る。


　猫屋敷が部屋を去った後、行き所のない情動の気配だけが部屋を彷徨さまよっていた。


　少年の憤ふん懣まんの、亡なき骸がらのようでもあった。


「ああああ……また、怒おこらせてしまいましたね」


　と、傍ぼう観かんしていた柏原が心配そうに呟つぶやく。


　目の前の紅茶ヌワラエリアはすっかり冷めてしまっている。結局、司と猫屋敷がやりあっている間、おろおろしていた柏原は一口も飲めなかったのだ。


　あはは、と司が首の後ろを叩たたいた。


「まあ、いつものことといえばいつものことでしょ」


「いつもとは、だいぶ違ちがいます。本当に辞めちゃったらどうするんですか」


　冷め切った紅茶に口をつけて、柏原がぼやいた。


「そのときはそのときさ」


　肩かたをすくめて、〈アストラル〉の取とり締しまり役やく社長は自分の社員を見み据すえた。


「──で、君はどう思う？　柏原くん」


　不意に、別の話題を切り出したのだ。


　何のことかは、聞き返すまでもなかった。


　自分たちが接せつ触しよくした、あの魔術集団についてである。


「分かってるんじゃないですか」


　と、これは柏原も真しん摯しな声で答える。


「布留部市は、さほど霊脈レイラインが強い土地じゃない。竜穴パワースポツトもあるけれど、霊格としてはさほどでもありません。だけど扱あつかいやすい土地です。それに社長の勘かんはこういうときあてになります」


「竜を利用した、儀ぎ式しき魔術か」


　マルチェッラと相対したとき、司は言った。


　──『ここの霊脈レイラインは、勝手に身体からだをいじられて泣いている……そんな風に見えるのは気のせいかな？』


　そしてそれは、少し前に、神岡山で僧そう侶りよ・ドゥマが発した言葉でもあった。





　──竜の受肉、と。





　伊庭司の勘は、まさしく相手の目的を見み抜ぬいた。


　しかし、当の司は顔を曇くもらせたのだ。


「問題は……何のためにそんなことをするか、だ」


「はあ。でも、禁きん忌きに生きる魔法使いなら、目的なんかいりませんよ。仮にも竜を利用した魔術となれば、それ自体が十分な目的となりえます」


「それはそうだけどね」


　司がうなずく。


　許されるのなら──ほとんどの魔法使いは、竜を使った儀式魔術に挑ちよう戦せんしたいと思っているだろう。


　現代の技術で実行可能という前提付きで、それらは最も大規模な魔術だからだ。


　たとえば、ある陰おん陽みよう道どうの流派は、星祭りによって霊脈レイラインの呪じゆ力りよくを操作する。いくつかの文ぶん献けんには、鎮ちん護ご国家のため、霊脈レイラインを使って国家そのもののケガレを払はらったり、あるいは為い政せい者しやの寿じゆ命みようを延ばすため人体へ呪力を引き込んだり──現代では信じられぬほどの大規模な魔ま術じゆつが伝えられているほどだ。


　洋の東西を問わず、こうした大規模魔術は世界各地で何度となく行われてきた。


　だからこそ、〈協会〉もこうした魔術には目を光らせる。


　容易に世界を改変してしまう魔術は、同時に、極大の呪波汚お染せんを招く怖おそれもあるためだ。


「霊脈レイラインの神しん殿でんで生け贄にえを捧ささげたインカ・アステカの豊ほう饒じよう祭にせよ、ケルト魔術はドルイドによる竜の使し役えきにせよ、そういうタイプの儀式は世界各地で枚挙にいとまがありません。現代では容易になせぬ魔術だからこそ、禁忌に魅み入いられた魔法使いがそれ自体を目的としてしまってもおかしくない。もとより、魔法使いはただの人間とは違う。どんな澄すまし顔をつくったところで、あれは世界を改変しようとする本能を持った生物ですよ」


　柏原の瞳ひとみは、司と同じく、普ふ段だんとは違う光を湛たたえていた。


　ただ、司の変化を陽とするならば、柏原の変化は陰いんだった。


　伊庭司が、時折他人への優やさしさや意外なほどの情熱を見せるなら、柏原代介はその逆に、いつもの穏おだやかな人格を剝はぎ取ったかのごとく、冷え冷えと薄うすら寒い光を孕はらんでみせる。


「…………」


　紅茶を飲み干して、司は立ち上がった。


「何にしても……ここから先は、好きにさせる気はない」


「あなたらしい」


　と、感想を述べた柏原を、司は真しん剣けんに見下ろした。


「柏原くん」


「何です？」


「君は、無理をするなよ」


「…………」


　無言で、柏原は顔をあげた。


　司はこちらを見据えたままだった。


「〈協会〉から引き抜ぬいたときにも言ったよ。君のそういう『力』をあてにして、〈アストラル〉に来てもらったわけじゃない」


「面おも白しろいと思ったから、ですか」


「そうだよ。猫屋敷くんと一いつ緒しよだ。俺は俺の面白いと思った人間と一緒にいたいし、そういう相手を徹てつ底てい的にえこひいきする。だから、うちの社員を傷つけた相手は許さないし、君に無理もさせない。もちろん、隻蓮くんだってこのまま死なせやしない」


「なんだか都合のいい話ですね」


「都合がいいこと以外はしたくないからね」


　苦く笑しようせざるを得ない言葉を、司は連発する。


　ただ、普ふ通つうと違ちがうのは、まぎれもなく伊庭司が本気ということだった。


　何事も本気で口にすれば、『力』がこもる。古代の人々はそれを言こと霊だまと呼び、最古の魔術のひとつとしたのであった。


「……ふう」


　と、柏原はため息をついた。


「じゃあ、まずはその女──マルチェッラですね」


「ああ。魔術として毒を使ったのなら、その返し方も知っているはずだからね。是ぜが非ひでもとらえてみせる。無理じゃない範はん囲いで、君にも手伝ってもらうよ」


「はあ、了りよう解かいしました」


　いつもの困ったような顔で、柏原は一礼したのだった。





　　　　２




　蒸むし暑い夜になりそうだった。


　昼から高かった気温はそのままに、夕方頃ごろになって雲が出始め、顔をしかめたくなるような湿しつ度どまで加えはじめたからだ。アスファルトを行き交かう人々は、ひっきりなしにハンカチを取り出し、恨うらめしそうに天を見つめる。


　雲は知らぬげに、分厚く不ふ吉きつにたれこめていた。


　人々は、その雲の意味までは知るまい。


　霊脈レイラインの乱れるとき、対ついとなって気象も乱れ出す。普通の人間に、そんな知識があるはずもない。ここ一ヶ月ばかりの原因不明の衰すい弱じやく者増加もあいまって、この夜は何人もの行き倒だおれを出すことになるのだが、それでも人々は幸せであったやもしれない。


　知らぬがゆえに、心穏やかであれたのだから。


　──魔の、熱帯夜。


　必然、〈アストラル〉事務所のクーラーも、壊こわれそうな喘ぜん鳴めいをあげ、全力で運転していた。


　事務所に座しているのは、猫屋敷ひとりである。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～あ」


　四匹ひきの猫が心配そうに声をあげているが──実に珍めずらしいことに、銀ぎん髪ぱつの少年はそちらの方も振ふり返らなかった。


　自分のデスクに座ったまま、彼はずっと唇くちびるを嚙かんでいた。


「……くそ」


　舌先へ触ふれた血の鉄錆さびた味に、少年が表情を歪ゆがめる。


　事務所に戻もどったのは、単に荷物を取りに来たからだ。〈アストラル〉を辞めるにしても、最低限必要な呪物フエテイシユぐらいは回収する必要がある。


　もっとも。


　デスクに座ったままなのは、また別の理由だった。


「…………く、そ……」


　ただ、息苦しい。


　自分の身体からだの中を、黒々としたものがうねっている。


　昂たかぶりのような、ざわめきのような、どうしようもないものが自分の肌はだの下を巡めぐっている。得体の知れない青黒い何かが、血管を蠢うごめいている。その蠢きを感じるたびに、少年の胸は激しく疼うずき、目の前の何もかもを潰つぶしたくてたまらなくなる。


　衝しよう動どうというには、切なすぎた。


　欲望というには、哀かなしすぎた。


　この感情は、いつからだ？





　──伊庭司に、首領失格と叩たたきつけたときか？


　──毒に倒たおれた隻蓮の、無む惨ざんな姿を見たときか？


　──柏原代介に、そんなに殺し合いがしたかったのかと言われたときか？


　──ナジムと名乗った奇き怪かいな魔ま法ほう使いに、彼らの組織へと誘さそわれたときからか？





　──それとも、もっとずっと前の、致ち命めい的てきな過去か？





（僕は……）


　と、猫屋敷はもう一度唇を嚙む。


（僕は……負けてない……！）


　それは、その通りだ。


　猫屋敷蓮は、誰に負けたわけでもない。


　あの老人──ナジムとの魔術戦闘にしたところで、続けていればどちらに勝利が転がり込んだかは分からない。隻蓮の倒れたのだって、自分とはまったく関係ないところなのだから、少年が思い悩なやむことなど何もないはずだった。


　なのに、どうして自分はこんなに苛いら立だっているのか。


　どうして自分の胸は、こんな吐はき出しきれない熱に、悲鳴をあげているのか。


　胸の空白を、猫屋敷は握にぎり込もうとする。


　そのずっと奥に、科学でも魔術でも届かないどこかに、どうやっても埋うまらないものがあるのだと──そう気づいてしまったように、少年の指はすくんでしまう。


（すくむ……？）


　まるで、それでは怖こわがっているみたいじゃないか。


　いや。


　違ちがうのか。


　何か、違うのか？


　怖いから、強くなりたい。


　それが、猫屋敷蓮の行動原理だったんじゃないのか。


　数年前、闇やみ社会を呪じゆ詛そで渡わたり歩いていたときから、少年は周囲を恐きよう怖ふさせることに慣れていた。それは、自分自身が恐怖というものを誰だれよりも理解していたからだろう。


　自分が、そうだったからだ。


　恐怖しか知らなかった子供は、当然のように、恐怖から逃のがれようとした。わずか十代で陰おん陽みよう道どうを習得し、それ以上に手を伸のばそうとしたのも、結局のところ怖かったからだ。


　怖いから、強くなりたいと願った。


　猫屋敷蓮という魔法使いの、ハジマリ。


（じゃあ……）


　じゃあ今は……


　今の自分は……一体、何を怖がっているのだ？


「…………」


　答えは出ない。


　少年の思考はそこで止まり、空回りする。


　ぞりぞりと、胸の内側を削けずられるようだった。呼吸は熱く、胸の内でくすぶった何かが身をよじっている。


　どうすれば、それが終わる？


〈アストラル〉にいることが、間違いだったのか？


　あの老人についていくのが、正しいということなのか？


「にゃあ」


「にぃ～～～～あ」


　再び、猫が鳴いた。


　先ほどの鳴き声との違いを、少年は耳ざとく感じ取った。


「誰です？」


　入り口を、振ふり向いた。


　事務所の、アルミサッシの扉とびらが開いていた。


　その傍そばで、見覚えのある少女が、きょとんと目を丸くしていたのだった。


「穂波さん」


「猫屋敷さんだけなの？」


　穂波であった。


「あの……病院の検査終わったから、楽がくちゃんが大だい丈じよう夫ぶだって皆みなに挨あい拶さつしておきなさいって」


　楽ちゃんというのは、穂波の家のお手伝いだった。


　家を空けがちなヘイゼルに代わって、住み込みで穂波の面めん倒どうを見ているらしい。逆に言えば、穂波の両親は家に住んでいないということだが、そこまで立ち入ったことを猫屋敷は聞いていなかった。


「何もありませんでしたか？」


「うん。検査受けたけど心配いらないって、司のおじちゃんや柏原のおじちゃんにも言いたかったんだけど……」


　その言葉に、猫屋敷の表情が曇くもった。


「……ああ。皆は、仕事で少し離はなれてます」


　なるだけ優やさしい声を、少年は意識した。


　穂波は、詳くわしい事情を知らない。


　祖母の工こう房ぼうで化け物が出て気絶したことも、何かの事故程度に思っているらしい。実際、危険の程度を問わなければ、あのぐらいの事故は珍めずらしくない。気絶してしまった彼女がいつも通りなのは当然でもある。





　──『穂波さんのことも放っておくほどに、ほかの魔ま法ほう使いと殺し合いたかったですか』





　突とつ然ぜん、柏原の台詞せりふが再生リプレイされた。


「…………っ」


　歯がみする。


「猫屋敷さん？」


「……なんでもありません。穂波さんは大丈夫だったってちゃんと皆に伝えておきますよ」


　視線をそらし、少年が言う。


　目の前にいるのは、自分が見殺しかけた少女なのだと、認にん識しきさせられたからだった。


「どこか、怪け我がしたの？」


「僕じゃありませんよ」


「じゃあ、誰だれか友達が怪我したの？」


　少女の言葉は、猫屋敷の意識の外をついた。


　一いつ瞬しゆん、止まった息が、すぐにははっと籠こもってこぼれた。


「友達なんかじゃない」


「でも、痛そうな顔してるよ？」


　とことこと、少女が近寄ってくる。


　そのまま、猫屋敷の頰ほおにちっちゃな手を伸ばした。


「…………っ」


　その手を、少年は払はらえなかった。


　自分でもおかしなぐらい硬こう直ちよくした身体からだは、少女の手をすんなりと受け入れてしまった。


「痛いのって、我が慢まんするの良くないよ」


　これは、ちょっと怒おこった顔で穂波が唇くちびるをとがらせたのだ。


「あ……」


　体てい裁さいを取り繕つくろうのに、少しだけ時間がかかった。


「我慢してるわけじゃないです」


　ゆるく、かぶりを振る。


　そう、我慢してるつもりなどない。


　だけど、素す直なおに感情を表ひよう出しゆつしてるとも言えないだろう。子供のように素直だった時期など、はたして猫屋敷の人生にあったかどうか。


　んー、と見つめた後、穂波は「じゃあ」と腕うでを組んだ。


「あたしが入ったら、猫屋敷さんをもっと楽させたげるから！」


「〈アストラル〉に入るつもりなんですか？」


「うん！」


　強く、穂波はうなずいた。


　猫屋敷が訊きく。


「どうして？」


「だって」


　当然のように、穂波はこう口にした。





「貸し出し魔法使いレンタルマギカって──だれかのために魔法を使えるのって──とってもすてきなことでしょ」





　その言葉が。


　純じゆん粋すいすぎて、意表をつかれた。


「……ヘイゼルさんがそう言ったんですか」


「うん。おばあちゃんはいつもそう言ってるよ。『結局のところ、魔法なんて誰かの願いをかなえるためにあるもんだ』って」


　穂波が言う。


　偉い大だいな魔女の言葉を、幼い少女の心で言う。


「あ。じゃあ、楽ちゃん、ガレージで待ってるから」


　手を振ふった少女がいなくなっても、しばらく猫屋敷は動かなかった。


　かぶりを振って、何度かため息をついた。





　ＴＲＲＲＲＲＲＲ……





　電話が鳴った。


　半ば無意識に取り上げると、少年の耳にこんな言葉が突つき刺ささったのだ。


『どうだ、こっちに来る気にはなったか？』


「あなた……！」


　幽精術の使い手・ナジム。


「どうして……この電話が？」


『〈アストラル〉の名前を出してたろう。近きん隣りんの魔術結社の下調べぐらいはしてるさ。ついでに今、近くに誰もいないぐらいは分かるぜ』


　くちゃくちゃと、何かを咀そ嚼しやくしているような音が声には混じる。


　おそらく、あのときの干しなつめであろう。


「……どういうつもりです？」


『勧かん誘ゆうだって言ったろう』


　愉たのしそうに、老人は言う。


　嗄しわがれた声は、こんな風に続いた。





『この一晩で、お前のとこの結社は滅め茶ちや苦く茶ちやになるからな。勧誘するならその前に限る』





　　　　＊





　ユーダイクス・トロイデは、隻蓮を見つめていた。


　先の、研究室である。


　白く閉とざされた部屋に、苦しげな声が反はん響きようしている。


　胃いの腑ふどころか、骨の芯しんから絞しぼり上げるような悲鳴は、まともな人間ならば十秒と聞いていられまい。たとえ人の死に慣れた医者であっても、数分ももたずに、部屋を飛び出すことは間ま違ちがいなかった。


　苦く悶もんを聞くだけで、細さい胞ぼうのひとつずつが腐くされてしまいそうな、そんな錯さつ覚かく。


　そんな地じ獄ごくの中で──ユーダイクス・トロイデは、冷ややかに隻蓮を見つめていた。


「…………」


　厳しい瞳ひとみに、一いつ切さいの感情はうかがえない。


　ある意味、当然ではあった。


　彼は、自動人形オートマタである。


　ルネッサンス期の錬れん金きん術じゆつ師しによって造られ、機能停止しかかったところを伊庭司に修理された存在だ。





　──『俺は魔ま法ほうを使えないからね』


　──『会社をつくる前に、魔法が使える弟で子しが欲しかったんだ。自動人形オートマタの弟子なんて、ちょっと格好いいだろう』





　そんなふざけた台詞せりふで、伊庭司はユーダイクスを〈アストラル〉へと編入させた。


　対して、弟子とは何だとユーダイクスは訊きいた。私は自動人形オートマタだ。そのように遇ぐうすればいい。


　うん、最初はそれでいいよ。お前が好きなようにいればいい。俺はそういう会社にするつもりだから。


（…………）


　ユーダイクスの記き憶おく回路は、そのときの司の声こわ音ねも表情も、完かん璧ぺきに刻みつけている。必要とあれば、何度だって再生できる。自動人形オートマタである以上、彼が忘れることなどない。


　しかし、司の言葉の意味は、今も分からなかった。


　ほとんど死体のごとき惨さん状じようを呈ていした隻蓮の姿に、ユーダイクスはもう一度視線を据すえる。


　やはり、感情はない。


　感情は動かない。


　数年をともに生きてきた仲間の死を前にして、ユーダイクス・トロイデの心が動くことはない。もとより、そんなものは存在しないのだから当然でもある。司がどのような会社をつくろうというのか、やはりユーダイクスには分からない。


　それでも。


「どの道……やることは変わらんか」


　重く、呟つぶやきをこぼす。


　瞼まぶたを閉じ、記憶──記録の海へと、意識を伸のばす。


　いくつもの数式や魔法円、はたまた複雑な化学式がユーダイクスの記憶回路から浮うかび上がった。すべて人間の生命力を高めるための術式であり、治ち療りよう術だった。


　自らの術による解げ毒どくを諦あきらめたときから、ユーダイクスの目的は、隻蓮の延命へと向けられていた。


（保もって半日……師匠マスターと柏原が戻もどるまでにはいささか短すぎるか……）


　隻蓮の容態から、薬による延命時間を冷ややかに計算する。


　司の取るだろう行動を、ユーダイクスは聞かずとも把は握あくしていた。


　あの魔法使いらしくない男なら、きっと隻蓮を救うべく、相手の魔法使いを捕とらえようとするだろう。毒を使うものが解毒の術も持ち歩くのは当然でもある。


　だが。


　はたして、それで間に合うだろうか。


　たとえ解毒剤ざいを手に入れたところで、すでに衰すい弱じやくした身体からだが復活するわけではない。それ以上の進行をとどめられるというだけだ。生きているのが不思議というこの状態の隻蓮に、もはや解毒剤など意味があるかどうか。


「いいや」


（意味は……必要ない）


　自動人形オートマタであるユーダイクスにとって、主人に従うことこそが絶対である。


　可能とか不可能とか、そういったことは彼の手を止める理由とはならない。


　ゆえに、知る限りの薬品と治療を検けん索さくする。すでに〈トリスメギストス〉のファウナにも連れん絡らくしてある。もう数時間でも保たせられれば、少しはましな薬も手に入るはずだった。


　その目が、急に見開かれた。


　突とつ然ぜん、苦く鳴めいが止まっていたのだ。


「隻蓮──！」


　ごふ、と嫌いやな音がこぼれる。


　粘ねばっこい血の塊かたまりが、僧そう侶りよの口元から胸むな元もとを滴したたった。


　瞳どう孔こうが収縮し、眼球が裏返る。ほとんど人間の限界まで背筋を反り返らせ、何度と無く僧侶の身体が痙けい攣れんし──強こわばったまま、横よこ倒だおしに崩くずれた。


「隻蓮！」


　その頸けい動どう脈みやくへ触ふれ、ユーダイクスは表情を変えた。


「心停止……?!」


　すぐさま、翻ひるがえった巨きよ漢かんの身体が薬品棚だなへ向かう。


　一秒の遅おくれさえ許されなかった。脳への血流が止まれば、人間の肉体などわずか数分で死に屈くつする。ここに至れば、副作用は無視して、最も強きよう烈れつな薬剤に手をつけねばなるまい。


　自らの主人伊庭司が戻るまで、なんとしても隻蓮を生かしておくべき使命が、ユーダイクス・トロイデにはあった。


　──刹せつ那な。


　ユーダイクスは凄すさまじい勢いで、再度振ふり返ったのだ。


　自らの過失を悟さとった顔で。


　そして、実際、そのときには遅おそかった。


　そのユーダイクスの顔を、突然ベッドから伸びた手が摑つかんだのだ。


「お前……っ！」


　顔面をわしづかみにされながら、ユーダイクスは呻うめいた。


　けして、隻蓮が回復したのではなかった。


　しかも、この力。


　自動人形オートマタとして人間を圧あつ倒とうする膂りよ力りよくを持つはずのユーダイクスがぴくりとも動けない。


　上半身をもたげた僧侶の、瞳孔を収縮させた目が、虚うつろに巨漢を映している。虚ろなままで、今やユーダイクスの顔面を握にぎり潰つぶさんとしている。ユーダイクスの人形としての骨格のみならず、隻蓮の指や腕うでの筋骨もまた、ぎちぎちと嫌な音をたてていた。


　隻蓮の心臓は止まったままだ。


　わずかに──細さい胞ぼうが壊え死ししない程度のかすかな脈動こそあるものの、止まっているといって何の過言もない状態だ。


　それがこんな筋力を出せるはずもなく、しかしその正体をユーダイクス・トロイデは悟っていた。


「そうか……テトロドトキシン……死霊術ネクロマンシー……これが……！」


　インバネスの内側へ差し込もうとしたユーダイクスの手が、その直前で食い止められる。隻蓮のもう片方の手だった。


　しかも、今度は握った瞬しゆん間かんに、ユーダイクスの手が破は壊かいされた。


　脆もろいプラスチックが砕くだけるような音とともに、巨漢の手はだらりと垂れ下がった。


「隻……蓮……っ！」


　叫さけびは、部屋の外へはこぼれなかった。





「あまねく金剛尊に帰命したてまつる（ナウマク　サマンダ　バザラ　ダンカン）……！」





　業ごう火かが、研究室を包む。


　不ふ動どう明みよう王おう真言。


　あらゆる不ふ浄じようを怒いかりの業火で焼き滅ほろぼす、明王の長。その神通力たる炎ほのおが、隻蓮の手からユーダイクスの身体を吹ふき飛ばす。零ゼロ距きよ離りで火か炎えん放射器でも浴びたかのように、巨漢の身体は凄まじい炎に包まれた。


「が、あ、ああああああああああああああ……っ！」


　巨漢を焼く炎に、一瞬、僧侶の姿が映った。





　そこにあるのは、正気を失い、無む惨ざんな涎よだれを唇くちびるの端はしから垂らした隻蓮の姿であった。





　　　　３




　夜を待って動き出したものは、彼らだけではなかった。


　あるホテルの非常階段を使って、ひとりの人ひと影かげがこっそりと抜ぬけ出していたのだ。無論、ホテル側も十分以上のセキュリティを保持していたが、そのマニュアルに警備員が幻げん術じゆつをかけられた場合──などというものは、存在しなかった。


　裏口から堂々と抜け出して、ほっと人影は幼い胸を撫なで下ろした。


　少女の影だった。


　きりりと結ばれた唇。


　夜よ闇やみにも映はえる、金きん髪ぱつの縦ロール。


　すっくと背筋を伸のばした佇たたずまいは、その身に纏まとう漆しつ黒こくのドレスにも劣おとらない。わずか五歳にして、少女の内面から溢あふれる誇ほこりと凛り々りしさは、職人の芸術品に拮きつ抗こうしていた。


　アディリシア・レン・メイザース。


〈ゲーティア〉首領、オズワルド・レン・メイザースの愛まな娘むすめであった。


「お父様は……黙だまって見ているようにおっしゃいましたけど……」


　小さく、自分に言い含ふくめるように呟つぶやく。


　そう。


　少女には、我が慢まんできなかったのだ。


　父が戦っているのに、その結果をただ安全地帯で待っているだけという事実がアディリシアには我慢ならなかった。


　だいたい、そうでなくても不満の種は多くある。


　イギリスから、こちらに渡わたる前からだ。


「…………」


　ひきつる喉のどで唾つばを飲み込み、少女は右手にはめたいくつかの指輪を見やった。


　母親の、形見である。


　ソロモン王の護ご符ふ魔ま術じゆつにも対応した、貴重な呪物フエテイシユだった。


　アディリシアは、一昨年亡なくなった母親のことをよく覚えていない。


　ただ、非常に重要な魔術儀ぎ式しきの最中、その事故によって亡くなったとだけ聞いている。


　それは、魔法使いとして生まれた母にとって不ふ可か避ひの事故でもあったろう。もとより身体からだも強くなかったらしい。おそらく、いつかそういう日が来ることを母も覚かく悟ごしていたはずだ。


　だけど。


（お父様は、もうお母様の話さえしないのですもの──）


　アディリシアはきゅっと小鼻に皺しわを寄せる。


　たとえ少女がねだっても、父・オズワルドは妻の話をしようとしなかった。魔術や魔神についてはいくらでも話してくれるのに、母親がどのような人物であったかだけは頑がんとして語ろうとしなかったのだ。


　今や、彼女と母親をつないでいるのは、形見として渡されたこの指輪だけだった。


　だから。


（この指輪でお父様をあっと言わせたら、きっとお父様だって……）


　強く、アディリシアは誓ちかって見せる。


　魔法使いとして魔術についてしか話すつもりがないのなら、正々堂々、その魔術で父の記き憶おくを開かせてみせる。


　すう、と少女が指輪を掲かかげた。


　そうして、もうひとつ不満があったことも思い出した。


　護符魔術の授業も、最近はちょっと頻ひん度どが減っていたのだ。なんだか優ゆう秀しゆうな弟で子しを迎むかえたらしく、そちらの授業が忙いそがしいらしいのだが、アディリシアにとって納なつ得とくできるようなことではなかった。


　それはまあ、本格的な魔神喚かん起きは来年からだと、そう言われてはいるのだけど──！





「パラシエル、ナタニエルの名において目覚めよ（Awake in the name of Parasiel, Natoniel）──」





　アディリシアの呼びかけに応じて、中指にはめられた錫すずの指輪が光を放つ。


　木星の１の護ご符ふ。


　その意味は、『宝の捜そう索さく』。


　七大だい惑わく星せいと指輪とを照応させ、自分の意思を世界へと顕けん現げんさせる術。たとえ七十二の魔神には遠く及およばなくても、今のアディリシアには十分以上の武器だった。


（……いけます！）


　手て応ごたえに、アディリシアはほくそ笑えんだ。


　霊れい的てき知覚を研とぎ澄すまさせる魔法円が、自分の身体の内側へとつながっていく。


　父によれば、問題になっているのは、霊脈レイラインのよどみだという。


　だったら、この土地の呪じゆ力りよく流を片かた端はしから探さぐっていけば、いずれは辿たどり着く理り屈くつだ。ただし、街の大きさによっては何日も探し回ることとなるのだが、このときのアディリシアはそこまで考えが及んでいなかった。


　すう、とひとりでに指が動いた。


　街の中央の方角だった。


「…………」


　胸が、どきどきと鳴る。


　父親に黙って使った、初めての魔法。


　その結果は自分をどこに導いてくれるのだろうと──不ふ謹きん慎しんなことに、わくわくするのをアディリシアは感じていたのだ。


　ホテルを離はなれる直前、一いつ瞬しゆん、少女の足がびくりと震ふるえた。


「……えい！」


　ぱしっ、と自分の頰ほおを手で叩たたく。


「絶対、私が見つけるんですから！」


　街の暗がりへと、少女はひるむことなくその身を飛び込ませた。







　──あるいは。


　　　その身を、飛び込ませてしまった。







　　　　＊







　──おぞましいほど、世界はとろけていた。


　　　まるで、爛ただれた豚ぶたの肉にも似て。







　街に出てすぐ、アディリシアは後こう悔かいした。


　冒ぼう険けんに出たことではなく、いつもの服装で出てしまったことをだ。


　熱帯夜の湿しつ度どは、少女の幼い身体からだとドレスとをびしゃびしゃに貼はり付かせる。いつもは自じ慢まんの、ペティコートでふわふわしたスカートも、これだけ汗あせみずくになってしまえば、ただ動きづらく不快なだけだった。


　本当に、異常な暑さだった。


　まだ夜になったばかりなのに、道を歩く者はほとんどいない。


　たまに見かけても、やはりこの暑さに喘あえいでおり、荒あらい息とともに舌を突つきだした姿は陽炎かげろうのなした亡ぼう霊れいのようだった。


　異国の景け色しきであることもあいまって、アディリシアの目にはこの土地が呪のろわれた奈落ゲヘナにも思えるのであった。


（き、気のせいですわ、気のせい……）


　言い聞かせながら、少女は魔ま術じゆつの維い持じに全力を尽つくす。


　ただ、指輪の導きだけに神経を集中する。


　ひとりでに動く錫の指輪は、確かに強大な呪力流をとらえていた。


　ここまで、アディリシアは幸運といえた。街にたゆたっていた呪力流はいくつかあったが、今こ宵よいになって急速に凝こり固まり、未熟な少女にも辿れるだけのカタチを備えていたのである。


（急がないと……）


　すくむ足を、懸けん命めいに奮い立たせる。


　アディリシアには、時間制限があった。


　もう数時間もすれば、惑星の位相アスペクトが変わってしまうのだ。


　ソロモン王の護ご符ふ魔術は汎はん用よう性に優すぐれるが、七つの惑星霊を使う関係上、時間帯によって大きく効果が変わる。


　護符魔術を志すならそれぐらいは暗算できて当然なのだが、アディリシアはまだ本を何冊もひっくりかえさないと、必要な護符と惑星との照応を計算しきれなかった。


　だから、この冒険はそれまでに終わらせないといけない。


　お父様より早く霊脈レイラインのよどみを見つけてしまわない限り、アディリシア・レン・メイザースが帰ることなどできない。


「あ……」


　指が──またひとりでに動いた。


　やはり、街の中央の方角だった。


　知らぬ土地ではあったが、建物の並びや雰ふん囲い気きからして、自分が中央部へ導かれていることぐらい、なんとなくアディリシアも察していた。


「こちら、ですのね……」


　唾つばを飲み込んだ。


　膝ひざが震えるのを必死にこらえ、奥歯が鳴るのを嚙かみ殺す。


　一度でも恐きよう怖ふを晒さらしてしまえば、自分はもう立ち直れないと──少女はよく分かっていた。


　人間の強さには二種類ある。


　硬かたいけど脆もろい人。


　弱いけど柔やわらかな人。


　前者はそもそも傷つかぬ代わりに傷ついてしまえば弱く、後者は何度となく挫ざ折せつするがその芯しんを守り抜ぬく。


　この後者にあたる親友ライバルとアディリシアとは、まだ巡めぐり会っていなかった。


（私は……絶対に……）


　最後まで思考せず、アディリシアはまた歩き出していた。


　いつのまにか、自分の足が小走りになっていたのにも、少女は気がつかなかった。







　──何度、角を曲がったかよく覚えていない。


　　　無我夢中で走り、その力もなくなってからは、ただひたすら身体をひきずっていった。







「……はあっ……はあっ……」


　肺が引き裂さけそうだ。


「……はあっ……はあっ……」


　いくら息をしても、まるで酸素を取り込めない。


「……はあっ……はあっ……」


　どれだけ耳を澄すませても、自分の呼吸しか聞こえない。


　世界は遠い。


　不快指数はますます上じよう昇しようし、少女はぬるい泥どろの中を搔かき分けているような気分になった。


　とうに頭はゆだり、冷静な思考は失うせている。


　ある種のトランス状態でもあった。


　アスファルトは沼ぬまを思わせて沈しずみ、ビルは陽炎に朦もう朧ろうと溶とけ、夜の街が異世界と化していく。


　確かに普ふ通つうの街でありながら、その薄うす皮かわ一枚向こうの、ありえざる風景を映してゆく。


　世界の異化現象。


　普通の呪波汚お染せんと区別して、西洋の魔術結社では、これを妖精境アルフヘイムともいう。


　あるいは、単に向こう側と。


　一流の魔法使いですら、まず辿たどり着けない遥はるかな世界。


　幼い少女を生いけ贄にえとするかのように、その世界が顎あぎとを開いていく。





　──どくん





　アディリシアの血液が逆流した。


（な、に……？）


　ほころびかけていた理性が、やっとそれに気がついたのだ。


　その鼓こ動どうを聞いて。





　──どくん





　また、音がした。


　自分の向かっている先だ。


　ずっと走ってきた上、明かりも少なくて、ろくに視界を認にん識しきできない。


　ただ、アスファルトとビルとの狭はざ間まで、茫ぼう漠ばくたる闇やみだけが広がっている。


　その闇の向こう側から、脈動は聞こえたのだ。いや脈動だけではない。確かな──曖あい昧まいな気配もあった。手のひらにおさまりそうなほど小さくも、この土地を覆おおいそうなほど大きくも思える、異形の気配。


　違ちがう。


　分からないのではない。


　アディリシア自身が、それを認識することを必死で拒こばんでいるのだ。少女の意思をよそに、細さい胞ぼうのひとつずつが総毛立ち、叫さけんでいる。


　近づいてはいけない。


　近づいてはいけない。


　少女を魔ま法ほう使いたらしめている『血』という『血』が、全力でそれを拒きよ絶ぜつしていた。


「……はあっ……はあっ……」


　しかし。


　すでに、時は遅おそかった。


　自分の身体からだの拒きよ否ひ反応に狼狽うろたえていたアディリシアは、その拒絶の意味を理解する前に、闇の向こうを覗のぞいてしまっていた。


（駄だ目め！）


　そんな意識さえ、網もう膜まくへ飛び込む光の速度には間に合わない。


　見えなかった。


　見えたはずなのに、見えなかった。


　網膜に映っているものを、少女という個人の枠わくでは理解し得なかった。正気などというちっぽけで脆ぜい弱じやくな概がい念ねんでは、闇の向こうにあるものを表現しきれなかった。





　──どくん





「はあっ……はあっ……はあっ……はあっ……はあはあはあはあはあはあはあはあはあはあはあはあはあはあはあはあ──」


　呼吸が速くなっていく。


　自分では、もう止められない。


　滝たき壺つぼに落ちていくように、自分が壊こわれていくのが分かる。硫りゆう酸さんを浴びせられたように自分が溶けていくのが分かる。いや自分とは何だ。壊れるとは溶けるとは何だとは何だ。


　認識が崩ほう壊かいする。


　認識という枠からして砕くだけ散る。


　つまり世界は変転する万まん華げ鏡きように似て、酩めい酊ていする視界は私のぐるぐるぐるアクアリウムの認識に閉じこめられた巨きよ大だいな蛇へびは頭をもたげ水すい晶しよう色をした空気を泳ぐメリーゴーラウンドぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるつまるところは老人から若人わこうどへと逆転する時間と空間の関係を私という定義から定着させるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるるぐる──！


「あああああああああああああああああ……っ！」


　そこで、アディリシア・レン・メイザースの意識は途と絶だえたのだった。





　　　　＊





　夜は、静せい寂じやくを取り戻もどしていた。


　ある少女の末路などどうでもいいとばかりに、ビルもアスファルトも口を閉とざしている。熱帯夜がこたえてか、野の良ら猫ねこや犬の鳴き声さえ聞こえない。就業時間の過ぎたビジネス街であることを考こう慮りよしても──ここまでの静けさは異常だ。


　いっそ、耳鳴りを催もよおすほどのしじま。


　そこに、不可視の金きん獅じ子しが座していた。


　霊エーテル体だと見み抜ぬけるものは、同時にその霊れい格かくにひしがれるだろう。数千年を超こえるソロモン王の魔神の歴史は、単なる使し役えき霊れいとは隔かく絶ぜつした呪じゆ力りよくを放つ。


　七十二柱の魔神がひとつ。


　マルバス。


　そしてその隣となりで金きん髪ぱつの少女の身体を抱だきかかえたのはダブルのスーツを着た壮そう漢かんであった。


「我が娘むすめながら恐おそろしいことをする……」


　オズワルド・レン・メイザースは、腕うでの中の少女に、安あん堵どの息をこぼした。


　間かん一いつ髪ぱつのタイミングだった。マルバスが呪力の異常に感づくのがもう少し遅ければ、アディリシアは神かみ隠かくしに遭あっていただろう。


「夏の夜の夢……か」


　ぽつりと、呟つぶやく。


　すでに消え去った向こう側の入り口を、オズワルドはなんともいえない目で見つめた。


「あちらに行ってしまえば、私ですら帰ってこれるかどうか……魔法使いとしては止めるべきではなかったかもしれんが」


　苦く笑しようが、声に滲にじんでいた。


　娘の無事を喜ぶのと同時に、魔法使いとしてあるべき行動を考えてしまった自分に対する苦笑だった。一度向こう側へ渡わたってしまった者は、たとえ戻ってきてもこちら側の生活に適応できず破は滅めつするしかない。それでも得られる特性を考えたとき、魔ま法ほう使いとしての本能は大きく揺ゆれたのだ。


（……お前なら、どちらが良かった？）


　瀬せ戸と際ぎわで踏ふみとどまった少女へ、オズワルドは視線を向ける。


　少女は、いまだ苦しそうに身をよじっていた。はかないほどの白さよりも、自分の弱さを悔くいるような表情が目についた。


　きっと、これから先も、この少女の誇ほこり高さが失われることはあるまい。


（…………）


　ある意味では、この娘の母に──亡なくなった妻にも似ていた。


　生まれながらに決められていた婚こん約やく者しやだったが、オズワルドはあの妻のことを気に入っていた。身も心も焼き尽つくすような激しい恋れん愛あい感情ではなかったが、同じ時間を生きていく家族として、間ま違ちがいなく尊敬していた。誰だれよりも誇り高く、誰よりも自信を持って輝かがやいていた女性は、オズワルドにとっても救いであった。


　そして、アディリシア。


　才能だけでいえば、オズワルド父を上回るかもしれない。そこに見いだすべきは自分の血統か、今は亡き妻の面おも影かげか。


（私は……）


　かつて、もうひとり愛した女のことを思って、オズワルドは瞼まぶたを閉じた。


　そうするだけで、長い髪かみの面影ははっきりと蘇よみがえった。いつも伏ふせていた睫まつげの色も、控ひかえめな香こう水すいの香かおりも忘れていなかった。いや、それ以上思い出しかけてしまったのを、彼は強きよう烈れつな意志をもって打ち切ったのだ。


　若かりしオズワルドは、その女を捨てたのだから。


　魔道に進む以上、当然のことではあった。


　オズワルドが──〈ゲーティア〉の首領が──ソロモン王の魔術を統すべるものが──一時の感情と魔術とを天てん秤びんにかけられるはずもない。


（それも、違うか……）


　苦く汁じゆうが顔に滲む。


　実際は、天秤にかけてしまったのだ。


　七十二の魔神を統べた代だい償しようを思えば、自分のなした罪悪のどれほど重いことか。魔法使いが世せ俗ぞくの善悪には縛しばられぬ生き物だとしても、自分の行状を知れば、アディリシアですら憎ぞう悪おするに違いない。


　だが、この娘は、どうするのだろう。


　もしも、自分と同じ選せん択たくを迫せまられるようになったら、この娘はどういう決断を下すのか。


　いいや。


　それ以上の疑問が、オズワルドにはあった。


　ここまで道を進んでしまった者として、もはや後あと戻もどりはできぬまでも、ずっと胸を離はなれぬ疑問があった。いつか少女が同じ疑問を持ったのなら、自分よりはずっとマシな答えを出してくれるだろうか。


「そのときは……私に答えを教えてくれるか……」


　そっと、少女の顔をオズワルドは撫なでた。


　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、微び笑しようらしい何かが、その口元をよぎっていた。


　一瞬だけ。


　それから、オズワルドは顔をあげた。


　すでに、壮漢の表情は、すべてを魔法に捧ささげ尽くした魔法使いのものに戻もどっていた。


「今こ宵よいは、竜が孵ふ化かするか？」


　視線の先には、ある施し設せつがそびえている。


　布留部市において、最も強大な竜穴パワースポツト。


　市民においては偶ぐう然ぜんに、魔術としては必然に、そこには重要な施設が置かれる。


　人の命のうねりと霊脈レイラインとが相そう互ごに関係する以上、半ば無意識に重要施設を霊脈レイラインの上へ置こうとすることは当然だったからだ。


　ゆえに、そこには新しいタワーが建てられていた。


　煉れん瓦が造りの旧市庁舎を土台にして、全高百メートル、全面ミラーガラスでつくられたばかりの新市庁舎。


　布留部市の新しいシンボルともされる、クリスタル・タワー。





「どうする？　ツカサ・イバ、セキレン……」





　自らの友が、いかなる窮きゆう状じようにあるかも知らず。


　小さくもう一度、オズワルド・レン・メイザースは呟つぶやいたのであった。




第４章　竜の卵と魔法使い




　　　　１




　猫屋敷蓮は、浮うかされたような足取りで、夜を彷徨さまよっていた。


　その瞳ひとみも、どこか朧おぼろなままだ。


　うだるような熱気の中で、少年は変わらず詰つめ襟えりの学生服に身を固めていた。


　身体からだの不快感よりも、ずっと苛いら立だたしい何かが、心の奥から湧わき出してくるようだった。心臓をじかにつかまれるような、切なく狂くるおしい感覚だった。


　月が高い。


　ちぎれた雲の流れが速い。


　せわしなく変わっていく夜空の様子は、そのまま猫屋敷の心境でもあった。喉のど元もとまでせりあがっている熱を吐はき出したくてたまらず、そんな自分を振ふりきるように、猫屋敷は歩くのだけに集中した。


「…………っ！」


　足が止まる。


　布留部市の北側にあたる、古い公園だった。


　もとは学校があったらしく、不思議なほど広い土地へ、ぽつぽつとまばらに遊具が置かれている。


　どこか遠い、異国のような眺ながめ。


　夜の向こう側には、布留部市のシンボルともいえるクリスタル・タワーが光を放っていた。


「……にあ」


　玄武が鳴く。


　主人よりも早く、その人ひと影かげを見つけたらしかった。


　数少ない遊具のひとつ──ところどころが錆さびたブランコ。


　そこに、長衣デイスターシヤを纏まとい、陶とう器きの壺つぼを携たずさえた老人が座っていた。


　幽精術の魔ま法ほう使い。


　ナジム。


「……よお、来てくれたか」


　と、老人──ナジムが目を細めた。


「いや、ありがたい。実際に来てくれるかどうかは、半々ぐらいと見積もってたんだがね」


　ぺしり、と首の後ろを叩たたく。


　そうするだけで、汚よごれた身体から垢あかがこそげるように見えた。ナジムという老人にへばりついた砂さ漠ばくの臭においも、一いつ緒しよに撒まき散らされるようだった。


「ごちゃごちゃと話す気はない」


　と、猫屋敷は断たち切った。


　必要な質問だけを、最初からぶつけていく。


「〈アストラル〉が滅め茶ちや苦く茶ちやになるって、どういう意味だ？」


「ふむ」


　にんまりと、老人が顎あごをさする。


「まあ決断のために聞いておくのはいいかもな。お前のとこ、隻蓮とやらを看病してた錬れん金きん術じゆつ師し──ユーダイクスとかいうの、もうぶっ殺されてるぜ。看病していた隻蓮にやられてな」


　ぴくん、と猫屋敷の眉まゆがあがった。


「──どういう意味だ？」


「そのままの意味さ」


　老人は笑った。


　実際、少し前の〈アストラル〉研究室で、老人の言った通りの現象が起きていたのだが、猫屋敷が知るよしもない。


　だから、困こん惑わくした少年にくつくつと肩かたを震ふるわせて、ナジムはこんな単語を口にしたのである。


「ゾンビ・パウダー……名前ぐらいは知ってるか？」


「な……っ」


　猫屋敷が言葉を失う。


　老人の言う意味を、すぐに少年も悟さとったのである。


　遥はるかカリブ海で生まれた秘毒の名を、彼もまた伝え聞いていたのだった。


　同時に、それならば、すでにユーダイクスの命がないという、その台詞せりふが真実そのものであるとも理解できた。


「……お前ら……そこまでして」


　奥歯を嚙かむ。


　きっ、と少年が顔をあげた。


「そこまでして……この土地で、何をするつもりだ？」


「ふふん」


　老人が鼻を鳴らす。


「この土地でというなら……簡単なことさ」





　　　　＊







　──同じ羽の鳥は群れるもんだ（Birds of a feather flock together,）


　　　豚だってそうするように（And so will pigs and swine.）


　　　ドブネズミやハツカネズミだってツレを選ぶもんだ（Rats and mice will have their choice,）


　　　私だってそうするように（And so will I have mine.）







　その歌は、壊こわれたビルから流れていた。


　ビジネス街の末まつ端たんである。


　バブル期の人口流入後、結局バブル崩ほう壊かいに耐たえきれず、基き礎そ建築だけで放置された廃はいビルのひとつだ。


　七階建ての、三階。


　打ちっ放しのコンクリート。


　剝むき出しの柱や天てん井じようからは、あちこち鋼線が覗のぞいている。


　ガラスも入ってない窓からは、クリスタル・タワーが垣かい間ま見える。街の中心であるクリスタル・タワーを中心に、ちょうど猫屋敷たちが対話する公園とは反対側に位置する場所だった。


　ある種の人間にとっては、隠かくれ家がに絶好ともいえる場所である。







　──同じ羽の鳥は群れるもんだ（Birds of a feather flock together,）


　　　豚だってそうするように（And so will pigs and swine.）


　　　ドブネズミやハツカネズミだってツレを選ぶもんだ（Rats and mice will have their choice,）


　　　私だってそうするように（And so will I have mine.）







　また、同じ歌が流れた。


　マザー・グース。


　爛ただれるような蒸むし暑い夜を、ほんのつかのま忘れさせる響ひびき。


　その哀あい切せつな声こわ音ねと裏腹に、歌い手はひどく奇き妙みようないでたちをしていた。


　真っ白な包帯にまみれた身体からだに、しかつめらしいダークスーツを纏まとった女である。映画の透とう明めい人間を彷ほう彿ふつとさせる恰かつ好こうだったが、不思議なことに、包帯には少しの汗あせも滲にじんだ様子がなかった。


　まるで、包帯の下は死人であるかのように。


　マルチェッラ。


　すう、と彼女の視線が入り口へ滑すべった。


「帰ってきたか」


　すると、くぐもった闇やみから、僧そう形ぎようの人ひと影かげがくりぬかれたのだ。


　隻蓮であった。


　やはり瞳ひとみの焦しよう点てんは定まらず、首も斜ななめに傾かしいだままだ。肌はだの色も灰色にくすみ、その横顔から若き壮そう健けんな僧そう侶りよの面おも影かげは失われている。ここまで歩いてくる姿さえ、まるで壊れたロボットのようにぎこちない。


「……いい人形だ」


　ほつり、とマルチェッラが呟つぶやく。


　かすかに包帯の端はしが動いたのは、微笑ほほえんだのかもしれなかった。


「安心していい。お前は、特別なゾンビになる」


　ゾンビ。


　元来のゾンビとは、映画に出てくるような『死体の化け物』ではない。


　それは、『死体のような従順な下しも僕べ』のことなのだ。


　猛もう毒どくにて人間を仮死状態に追い込み、自意識を失わせた上で、好きに操あやつるという魔ま術じゆつ。この魔術に使われる毒をゾンビ・パウダーと呼んで、ある地域の人間は恐おそれるのであった。


　マルチェッラの秘術は、昼の決けつ闘とうからいままでの時間をおいて、隻蓮を支配するに足りた。指示を言葉にせずとも、この遠えん隔かく地ちから操り得たのは、マルチェッラという魔法使いの技量のゆえか。


「…………」


　黙だまったままの隻蓮の頰ほおを、マルチェッラは愛いとおしむように撫なでた。


　その指にも、一本残らず包帯が巻いてあった。窓から差し込む蒼あおい月光もあいまって、コンクリートの床ゆかに落ちるシルエットは、ひどく扇せん情じよう的で異様な光景と見えた。


　──と。


「──やっぱりゾンビ・パウダーか」


　ひょっこりと、もうひとつの人影が入り口から首を出したのである。


　それが想定外であった証しよう拠こに、マルチェッラは猛もう烈れつな勢いで振ふり返った。歯ぎしりせんばかりの怒いかりをこめて、その名を呼ばう。


「お前……伊庭司……っ」


　そう。


　そこに立っているのは、〈アストラル〉取とり締しまり役やく社長・伊庭司その人であったのだ。


「どうしてここに、って言うなら、単に隻蓮くんを追いかけただけだよ」


　おどけた調子で、司は肩かたをすくめてみせる。


「あれがゾンビ・パウダーだったら、操った隻蓮くんを呼び戻もどすだろうと思ったからね。いや、隻蓮くんを追いかけるのはちょっと大変だったんだけど。おかげでもう汗みずく。こりゃスーツまでしみちゃってるな。やっぱり、この暑さも君らの悪さ？」


「…………」


　マルチェッラは答えず、司の言葉を吟ぎん味みする。


　ゾンビ・パウダーで、隻蓮を操るのは分かっていた。


　だからこれまで泳がせておいた、と司はそう言っているのだった。


「……私の毒が分かったのか？」


「いいや。単なる消去法さ」


「消去法？」


「ユーダイクスくんの分ぶん析せきできない毒なんて、死霊術ネクロマンシー関係じゃゾンビ・パウダーしかないってだけだよ」


「っは」


　軽く、マルチェッラは笑った。


「ずいぶん、あのユーダイクスとやらを信用していたらしい」


「もちろんさ。俺の弟で子しだよ？」


「なら、その弟子と同じ末路を迎むかえるか」


　再度、マルチェッラの指が若き僧侶の顔を撫でた。


　それが命令だったか。


　それとも、支配者とゾンビの間には、見えない意思疎そ通つうの手段があるものか。


　隻蓮の印が瞬しゆん時じに組まれ、操られてもなお変わらぬ、呪じゆ力りよくをこめた真言を迸ほとばしらせた。





「あまねく金剛尊に帰命したてまつる（ナウマク　サマンダ　バザラ　ダンカン）……！」





　すなわち、ユーダイクスを焼き滅ほろぼした不動明王真言。


　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが立ち上がり、本来の主あるじ──伊庭司へと牙きばを剝むく。たかが人間ごとき、数秒で骨まで炭化させる業ごう火かを前に、司はただ瞼まぶたを閉じた。


「いいよ」


　と、軽く笑ったのだ。


　そこに投とう擲てきされたのは、小さなフラスコであった。


　しかし、ごく平へい凡ぼんな実験器具がコンクリートと激げき突とつして割れたとき、いかなる現象を巻き起こしたか。


　炎は凍こおりついた。


　いや、炎ばかりか、廃はいビルの開けた空間は半径数メートルばかりがまとめて凍りついたのだ。


　その端あたりで、ひゅうと口笛を吹ふいた司が寒そうにサマーコートの胸むな元もとを合わせる。それから、後ろに現れた新たな巨きよ漢かんへと文句をつけた。


「おいおい。少しばかり寒すぎないか？」


「ゾンビにされた隻蓮の魔術強度が計算できなかった。この調合なら、最悪でもⅡ度の凍とう傷しようですむ」


「ええと、その最悪にならなかったのは、隻蓮くんに感謝すべきなのかな？　かな？」


　自分の息が白くなるのを、司はなんともいえない顔で見つめた。


　そして、


「お前も、か……！」


　さしものマルチェッラが、包帯の間から目を見張ったのである。


　ユーダイクス・トロイデ。


　いるはずのない人間は、傷ひとつ受けた様子もなく、部屋の入り口に佇たたずんでいた。


「なら、さっきのは──」


「あの場においたのは、一部の思考パターンだけ移植した、できそこないの人形だがな。愚おろか者の目を欺あざむくぐらいはできたらしい」


　厳おごそかにインバネスの襟えり元もとへ触ふれ、ユーダイクス・トロイデが告げる。


　自動人形オートマタ。


　ユーダイクスと同じ精度でつくりあげることは、彼自身にも不可能だ。しかし、あくまで遠えん隔かく操作された隻蓮の目を欺く程度であれば、さほどの難事ではない。


　隻蓮の毒をゾンビ・パウダーと判断したとき、最低限の記き憶おくと思考パターンを抽ちゆう出しゆつして、ユーダイクスは自分のダミーを用意したのだった。


「……愚か者か。ここに至ると反論しがたい」


　マルチェッラも軽く首をすくめた。


「だが、たいした問題ではない」


「まあ、確かに」


　と、司もあっさりと認めた。


「これでようやく二対二。まして僕は魔ま法ほう使いでもないしね。君らに好き放題された盤ばん面めんで、やっとマシな一手を打っただけだ」


　軽口を叩たたきながら、緊きん張ちようの糸は途と切ぎれていない。


　隻蓮の支配が、これで失われたわけではない。むしろゾンビ・パウダーの解げ毒どくやオズワルドの依い頼らいも含ふくめ、ようやく相手の尻尾しつぽを捕つかまえただけだけだ。


　マルチェッラと隻蓮。


　司とユーダイクス。


　ふたりずつの対たい峙じは、うっすらと見えない圧を高めていく。あくまでも表情は穏おだやかに、しかし伊庭司という人物がけして油断のできぬ相手だと、そうマルチェッラも認にん識しきしたのであった。


「先に、訊きくよ」


　と、司が口にした。


「君らは、〈螺旋なる蛇オピオン〉かな？」


「っ、お前……」


　その単語に、マルチェッラが語ご尾びを濁にごした。


　それにつけこむように、司は言う。


「グノーシスの蛇へび。まあ噂うわさぐらいは聞いてるさ。禁きん忌きを禁忌とも思わず、むしろ追い求めようとする魔術集団だとね。まさか、こんな極東の僻へき地ちで会うとは思わなかったけれど」


　へらへらと笑って、眼鏡めがねのずれを直す。


　そんな司に、マルチェッラが怒ど気きを増した。


「だから……なんだ？」


「ここで……この布留部市の土地で、〈螺旋なる蛇オピオン〉はどんな禁忌を収集しようとしてる？」


　また、圧が高まる。


　ぎちり、とありえぬ音さえ聞こえるようだった。鎖くさりにつながれた獣けものが、その鎖を嚙かみちぎろうとするような音だった。


　しかし。


　すう、とマルチェッラの方から一歩退いたのだ。


　隻蓮の袈け裟さの肩かたへ、女は触れた。


「……この男、返してもいい」


「どういうことだい？」


「黙だまって見ていてくれるなら……だ」


「なるほど」


　司は、肯こう定ていも否定もしなかった。


　代わりに、もうひとつ質問をした。


「それだけ、ここの禁忌は君たちにとって大事ということかな。たとえ自分の方が有利と思っていても、万が一の危険さえ排はい除じよしたいほどに？」


「……さあ」


　マルチェッラが肩をすくめる。


　それだけは答えられないと、暗あん黙もくに示したものだった。


　だが。


「言えないなら、俺から言ってやろう」


　と、司は意地の悪そうに笑ったのだ。


「何──？」


「これだけいろいろ見せられれば、それなりの予想はつくさ。禁忌を目指す魔法使いが、どういう考え方をするか。ああ、俺もそれなりには知っている」


　ゆっくりとうなずき。


　そのまま、こう告げた。





「お前たちの目指す禁忌は──魔法使いが魔法になる方法、だ」





　　　　２




「魔法使いを……魔法にする方法だって……？」


「ああ。それがこの土地での目的だ」


　老人が、薄うすく笑う。


　黒い肌はだで、おぞましく笑う。


「……ぁ……」


　自分の声が掠かすれるのを、猫屋敷は止められなかった。


　それこそは、禁忌の筆頭であったからだ。





　──魔法使いが、魔法になる。





〈協会〉が、最も怖おそれる現象だった。


　通常であれば、よほどの呪じゆ波は汚お染せんでも数日で消しよう滅めつする。


　しかし、魔法となった魔法使いは存在自体が上位の呪波汚染を招き、しかもそれらの呪波汚染は通常と違ちがい、半永久的に残存し続けるのだ。あたかも炎ほのおと原子力の違いのように、一度残留した呪波汚染は、近くの土地や生物──時には人間にさえも『感染』する。伝承に残る怪かい物ぶつのいくらかは、そうした呪波汚染によって生み出されたともいう。


　同時に。


　それ以上の誘ゆう惑わくが、この現象にあることも事実だった。


　魔ま術じゆつの果て。


　魔法の果て。


　文字通り、そうなった魔法使いは桁けたが違うのだ。


　あらゆる魔法使いが、ゼロから魔法を構築しなければならないのに対し、彼らはただあるものを取り出すだけでよい。魔法となってしまった自分自身を顕けん現げんさせるという──ただその意思だけで、魔法を発現しうるのだ。


　そこに、代だい償しようはない。


　そこには、対価も時間もいらない。


　捧ささげるものとてなく、なのに発現する魔術は絶大。


　だが、禁きん忌きの筆頭に数えられながら、それを達成する方法となると、ほとんどの魔法使いは首を横に振ふるだろう。


「くかか……いろいろ言われているがね。たいていの魔法使いは自分が引き起こした呪波汚染に飲み込まれてるだけだわな。あんなものは魔法になったとは言わない。魔法とも魔法使いともつかないできそこないさ」


　老人が言う。


　猫屋敷も、その意味は分かる。


　たとえば、魂たましい喰ぐい。


　たとえば、星祭り。


　いくつかの魔術は、確かに魔法使いを変異させる。


　しかし、それらの現象をして『魔法使いが魔法になった』と言われるかというと、まずそういう表現は使われない。あくまで、それらの現象は魔法使いにいくらかの影えい響きようを及およぼすにとどまる。たとえ結果として呪波汚染まで移行したとしても、そういう汚染がずっと土地に残るということもない。


（…………）


　考えたこともなかった。


　どう違うのだ？


　魔法使いが魔法になるということと、それらの現象はどう異なる？


「根本的に、だよ」


　まるで少年の思考を読んだように、老人が口にした。


「そういうできそこないと、ここにある術式は、根本的に違う」


「そのために……ここの霊脈レイラインを？」


「そうとも」


「霊脈レイラインをどうやって、そんなことに使えるんだ？」


「ふん」


　少年が会話に乗り出したのを見て、老人は薄く笑う。


「ヨーガさ」


　と、答えたのだ。


「行功ヨーガ？」


「おお、タントラ・ヨーガさ」


　タントラ・ヨーガ。


　仏教における密教と同じに、ヨーガにおける秘ひ儀ぎのことである。


　もともと、ヨーガとは、ある種の境地に達するための修行方法を指す。おおよそ世間一いつ般ぱんで言われるヨーガとは、この修行方法から身体的な一部を取り出しただけのものだ。


　肉体と精神。


　このふたつの関連について、ヨーガは四千年近くも前から、ひとつの答えを示していた。


　つまり、肉体を極きわめることによって、精神もまた制せい御ぎよすることが可能であるという結論。そして精神の制御を尽つくしたその先に、解げ脱だつという最終目的があるという理論。


「つまるところタントラ・ヨーガってのは、自分の内側を流れる呪じゆ力りよく──あっちではクンダリニーとか呼ぶ流れを、思いのままに操あやつるための体系だ。自分自身というものを極めるための魔術だといっても間ま違ちがいじゃねえだろ。チャクラも幻力マーヤーも、そのための手段に過ぎねえからな」


「それが……どうやって、あなたの言う方法に？」


　少年の問いに、老人は深くうなずいた。


「霊脈レイラインと人間に、どれだけの差がある？」


「な？」


　かか、と老人の喉のどが笑い声をこぼした。


　そして、こう言い直したのだ。


「もしも、霊脈レイラインひとつの力を、人間に移植できるとしたら？」


「────っ！」


　その台詞せりふに、少年が目を見開いたときだった。





　──どくん





　突とつ然ぜん、奇き妙みような鼓こ動どうを聞いた気になって、猫屋敷は立ちすくんだ。


　こちらの身体からだの内側の、一番深いところを揺ゆらしてしまうような、そんな鼓動だった。


「おお、またかよ」


　老人が、軽く肩かたを震ふるわせる。


　彼にしても、慣れている現象ではないようだった。ぞくぞくと身の内から震えてしまうのを、なんとか押しとどめているような素そ振ぶりであった。


「これ、が……竜の？」


「そうさ。ようく覚えてくれよ。滅めつ多たに聞けるもんじゃねえぜ。竜の産うぶ声ごえなんてのはな」





　──どくん





　再び、鼓動が世界を揺らした。


（……あ、あ）


　そのたび、猫屋敷の内側でも、何かが共鳴した。


　自分の呪力が、呼応しているのだと分かった。


　ただの鼓動だけで、魔法使いの根幹を揺るがしてしまうほどの産声。霊脈レイラインそのものがあげる、どうしようもなく強きよう烈れつで根本的な衝しよう撃げき。


　その異常現象が、この老人たちによるものだとしたら。


　ほとんど妄もう想そうとも思える彼の言葉を、もはや猫屋敷は否定できなかった。


「ここも、竜穴パワースポツトのひとつだ。布留部市の竜穴パワースポツトはほとんど押さえた後でな。こちらの儀式も、たいして長くはかからねえ。お役所仕事の〈協会〉が気が付く頃ころには終わってるさ」


「この暑さも……その一いつ環かんだと……？」


「ああ。いささか不快ではあるがね」


　垢あかを削けずるようにして、また老人が肌はだを擦こする。


「…………」


　愕がく然ぜんと、猫屋敷は聞いていた。


　この相手がただ者でないのは分かっていた。


　魔術ひとつの冴さえを取っても、猫屋敷が知る限り──いいや人間が到とう達たつできる限りで、およそ最高のレベルに達している。〈協会〉の規則や秩ちつ序じよに、何ら従うつもりのない異い端たんの集団なのも分かっていた。


　しかし、それでもなお老人の言葉は少年の常識を越こえていた。


「誰だれが……そんなものを教えた？」


　かろうじて、そう訊きいた。


「霊脈レイラインを人間に移植するだって……？　そんなの……タントラ・ヨーガでだって、十分以上に異端だろう。まともな行者ヨーギなら、まず一いつ笑しように付ふすはずだ。禁きん忌きを破ってまで、そんなものを大真ま面じ目めにやろうとする馬ば鹿かは……一体誰だ？」


「そこまでは言えんな」


　からかうように、老人が顔の皺しわを歪ゆがめる。


　手を伸のばした。


　干からびた、木乃伊ミイラみたいな手。


　持ち主の願いを叶かなえるという『猿さるの手』も、このようであったろうか。


「こちらに、来るか？　そうすりゃあ会わせてやれる。お前の願いだろうが、たいていは叶えてやれるぜ」


　いつもと変わらない、嗄しわがれた声。


　なのに、老人の言葉はなんと甘く聞こえたことだろう。


「……僕には、殺したい相手がいる」


　いつしか、少年は内心を吐と露ろしていた。


「だから、力が欲しい。魔ま法ほう使いとして、考えられる限りの力が欲しい」


「いいじゃねえか。得たいだけ力を得ればいい」


　欲望を、老人は肯こう定ていする。


　欲望を、自分のバネにしてしまえ、と囁ささやきかける。


「僕は……」


　猫屋敷の中で、何度となくその囁きは反はん響きようした。





「僕……は……」





　　　　＊





　その舞ぶ台たいでも、魔法は静かに進行していた。





　地上八十メートル。


　クリスタル・タワー最上階──特別展望台。


　なぜか警備員たちは、その日だけ、その階だけ、見回りをするのを忘れていた。ばかりか、いつものように見回りして、いつものようにチェックした気になって巡じゆん回かい表にもチェックをいれ、それぞれの家へと帰宅してしまった。


　もしも、彼らに本来の判断力があったなら、入り口に立っただけで目を剝むいたはずである。


　展望台の床ゆかには、奇き怪かいな紋もん様ようが描えがかれていたからだ。


　それは細部まで鮮あざやかに、なんと色砂で描かれた絵画であった。


　絵画に起こされた、仏性の顕あらわれ。


　すなわち、砂曼まん荼だ羅ら。


　半日前、神岡山にあった砂曼荼羅が、今このタワーにつくられていたのだ。


　本来、この規模の砂曼荼羅であれば、最低でも一週間以上は作成にかかる。それを短縮しえたのは、ナジムの手になる幽精ジンの技わざだった。


　はたして砂曼荼羅を構築した後、ナジムは「野暮用がある」と席を外し、マルチェッラもまた「こちらはこちらで迎げい撃げきしておく」と離はなれていった。


「それも、当然ではありますね──」


　砂曼荼羅の上で、そっと呟つぶやきがこぼれた。


　臙えん脂じ色いろの僧そう衣いを纏まとった影かげ。


　ドゥマ、と名乗った僧そう侶りよだった。


　坐ざ禅ぜんを組んだまま、ドゥマはふたりの仲間について思いを馳はせていた。


　それぞれ、自分の勝手に動くのは、〈螺旋なる蛇オピオン〉という組織の常でもあった。魔法使いという自己本位のすべてを肯定し、禁忌さえ禁忌と思わないという在り方は、結局、組織としての求心力を削そぐことになる。いかに協力者を増やそうが、〈協会〉のように表だった権力を得られないのも、そのゆえだった。


　その上で。


　自分たちが組織としてのカタチを保っていられるのは、『夢』のためだとドゥマは信じている。魔法使いならば誰だれもが願うその『夢』が、はじめて〈螺旋なる蛇オピオン〉でこそ叶うと思えたから、ナジムもマルチェッラも共にいるのだと、そう考えている。


　闇やみに染まろうが、影に降くだろうが、結局のところ、人間にはそういう『夢』が必要である。


　生きていくための誇ほこり、と言い換かえてもいい。


　一度は見失ったそれを、ドゥマもマルチェッラもナジムも、〈螺旋なる蛇オピオン〉でやっと摑つかんだのである。いや、摑んではなくても、その欠片かけらを見つけたのである。


　だから、ドゥマは術を続ける。


（…………）


　思考しながらも、ドゥマの坐禅はぴくりとも崩くずれない。


　ドゥマ自身が動かない代わりに、不可視の流れがゆるゆると彼の身体からだを渡わたっていく。


　風に似た流れだった。


　水に似た流れだった。


　風水。


　中国でそう呼ばれる思想を、ドゥマは自分の身体で表現していた。


　応じて、僧侶の中で、あらゆる感覚が澄すみ渡っていく。


　目。


　鼻。


　耳。


　舌。


　肌はだ。


　どれも、平等に研とぎ澄まされていった。


　特別展望台にいながら、ドゥマは外の様子を知ることができた。


　ガラスのかすかな震ふるえから風の強さを、数百メートルを隔へだてた床の響ひびきから通行人たちの会話を聞くことができた。さらに集中すれば、空気の味や、通行人たちの体たい臭しゆうだって知ることができそうであった。


　それも、今の術の副産物に過ぎない。


　ドゥマは、自分の内の竜クンダリニーを練っているのだ。


　自分の身体を流れる呪じゆ力りよくと、霊脈レイラインを流れる呪力とを、照応させているのである。自分の内側の竜と、霊脈レイラインによって形成される竜とをつなげようとしているのだった。


　もとより、魔ま術じゆつにおける竜とはいくつかの意味を持つ。


　妖よう精せいや魔ま獣じゆうとしての竜。


　魔法使いの身体に眠ねむる、『力』としての竜。


　そして、霊脈レイラインなどに代表される、意識を持つ自然現象としての竜。


　この場合、ドゥマはふたつの意味を、自分の身体と霊脈レイラインとでだぶらせることによって、操作しているのだった。


（……もう、少し）


　心の奥で、そんな意識が芽生える。


　このまま、自分たちが思うカタチに、竜を孵ふ化かさせねばならない。


　もう一息であった。


　七つのチャクラに照応する霊脈レイラインの竜穴パワースポツトも押さえ、入念に仕込んできた儀ぎ式しき魔術の果てが、やっと見え始めている。〈アストラル〉との激突を控ひかえ、儀式の段階を一足飛びに進めたのだ。


　だからこそ、自分の身体の限界を、ドゥマは感じていた。


　この一週間、彼は一いつ睡すいとてしていない。


　自分の身体と霊脈レイラインとを調整するために、睡すい眠みんという人間としての機能が真っ先に切り捨てられたのだった。同様に、食事も一いつ切さい摂とっていない。一週間、彼が口にしたものといえば、せいぜい唇くちびるを濡ぬらす水程度のものだ。


　身体があげている悲鳴。


　軋きしみ。


　凄すさまじい『力』と肉体の劣れつ化かに、ドゥマという個人の枠わくが決けつ壊かいしかかっている。肉体ではなく魂たましいの崩ほう壊かい。その行き着く先は死すら及およばない消しよう滅めつだ。残留思念すらなく、ドゥマという概がい念ねんは完かん璧ぺきに消え去ることだろう。


（……ま、だ）


　思念が、かすかな声をあげた。


　焦あせる自分を、ドゥマは制止する。


　ここで仕損じてはならない。


　ここまできて、くだらない焦しよう燥そうで術式を崩壊させてはならない。


「……ひゅう、う」


　呼吸を、ドゥマは意識する。


　ヨーガにおいて、呼吸は重大な要素のひとつだ。


　呼吸を操作することによって、ひいては自分の精神こころをも操作することができると、魔術としてのヨーガは主張する。


　すなわち、最古の文ぶん献けんにもあるごとく。


　ヨーガとは、感官を制せい御ぎよするための術に他ほかならないのだから……。


「…………」


　せめぎあう自分と霊脈レイライン。


　自らの身体からだが膨ふくれあがり、この土地と一体化したような錯さつ覚かく。


　そんな観想の半ばで、ドゥマは無理矢理目を開いた。


「どなたです──？」


　特別展望台の、入り口へと声をかける。


　その視線の延長上で、くたびれたスーツの人ひと影かげが所在なげに立っていた。


　黒い中折れ帽ぼうをかぶった、妙みように人の好よさそうな顔をした男だった。中小企き業ぎようの営業職と言うと、皆みな納なつ得とくしてしまいそうな雰ふん囲い気きでもあった。


「はじめまして。〈アストラル〉の柏原代介と申します」


　曖あい昧まいな笑え顔がおで、柏原はそう名乗った。


「ああ、〈アストラル〉の」


　と、ドゥマも納得した。


　ひどく穏おだやかな会話であった。


　どちらも魔法使いとは思えず、ましてドゥマが魔法使いとしても異例の儀式の真っ最中とは考えがたいやりとりだった。今、この瞬しゆん間かんも、ドゥマの霊エーテル体は嵐あらしに晒さらされるごとき苦痛に苛さいなまれている。だというのに、僧そう侶りよの表情からはそんな様子は微み塵じんも窺うかがえない。


　ただ、いつものように優やさしい声で、彼は訊きいた。


「どうやって、ここを？」


「あなた方が竜に細工していることは分かってました」


　と、柏原はゆるやかに言う。


「なら、問題はその竜を使って何をなそうとしているかです。それさえ考こう慮りよすれば、どこで儀式を行っているかは計算できます」


「なるほど──」


　ドゥマの瞳ひとみが、鋭するどい光を湛たたえた。


「つまり、私たちがやろうとしてることが、もう分かってると？」


「ええ」


　対して、柏原はあっさりとこう告げた。





「魔法使いが魔法になる方法……違ちがいますか？」





「…………」


　すぐには、答えがなかった。


　さすがの僧侶も、絶句したらしかった。


　その動どう揺ようでほんのわずかではあるが術式が途と切ぎれ──すぐさま制御を取り戻もどした結果として、僧侶の額には脂あぶら汗あせが浮ういていた。


「それは……どなたが考えたのです？」


「私の主あるじが」


「伊庭司……でしたか」


「ええ」


　華はなやかに、柏原は笑った。


　その表情は、ひどく嬉うれしそうに見えた。


「これは恐おそろしい──」


　と、ドゥマは素す直なおに感想を述べる。


「魔ま法ほう使いは世間の常識に縛しばられぬものですが……その方は魔法使いとしての常識にすら縛られてないらしい。でなければ、私たちのやろうとしていることなど考えもしないでしょう」


「〈アストラル〉はそういう場所です」


「少し、私たちと似てますね──」


「かもしれません」


「それに、あなたも私と似ている──」


「…………」


　柏原は答えなかった。


　相変わらず、彼の顔には何ら個性というものが見あたらない。単にパーツごとの問題ではなく、総体としての特とく徴ちようが一いつ切さい失われている。そんな中で、わずかに残っているのは、『人が好さそう』という極きわめて曖昧な印象だけだった。


　そんな柏原を見つめ、ドゥマは優しく言葉を続ける。


「〈アストラル〉には、ほかにも人間がいるでしょう。私に対して、あなたひとりでやってきた……それはあなたが私と似てるからじゃありませんか？　いえ、そもそもあなたの姿自体がおかしい。こうして綜制サンヤマに達した私をしても、あなたらしさというものをまるで見つけられません。ええ、すでにそれは個性が無いのではなく、概がい念ねんとしてあなたが存在しない領域です」


「…………」


　柏原は答えなかった。


　代わりに、


「あなたが、この儀ぎ式しき魔術の核かくでしょう」


　と、口にした。


「そうなりますね」


「この魔術は、いくつかの魔術の融ゆう合ごうではありますが、基本としてはタントラ・ヨーガの理論に則のつとっている。つまり──」


「つまり──？」


「あなたがいなくなれば、続きはできなくなる道理です」


　柏原は何もしなかった。


　指も動かさず、呪じゆ文もんも唱えず、触媒カタリストも取り出さず──少なくとも外に見えるような仕草は何もなかった。


　なのに。


　空気が鳴った。


　雷らい鳴めいが響ひびき渡わたり、ありえぬ紫むらさきの雷かみなりが柏原とドゥマとをつないだのだ。


　曼まん荼だ羅らとぶつかり、雷がぶれる。円周に張られた結界と雷とは互たがいに拮きつ抗こうし合い、あたりに大きく火花を散らした。余波となる火花だけで床ゆかは大きく裂さけ、焦こげた臭においを発した。


　それでも結界は主人を守り抜ぬき、熱量のわずか千分の一足らずが、ドゥマの首元を焼くにとどめた。呪力で固定された砂曼荼羅もまた、今の衝しよう撃げきに崩くずれることはなかった。


「さすがに……竜を統すべようという曼荼羅だけはありますね」


　柏原が目を細める。


「驚おどろきました──」


　と、ドゥマも首元を撫なでた。


「今の術──舌ぜつ訣けつですか。はじめて見ましたよ──」


　舌訣。


　つまり、舌を用いて行う術式だ。


　口内で舌先を使い、一定の文字を描えがくことで、術を起動するやり方だった。


　詠えい唱しようもいらず、相手に見抜かれる心配の低いことから、ある魔術において実じつ践せん派のごくわずかな人間が使う技術。


「道術、ですね──」


　確かに、柏原の魔術を看破する。


　中国に伝わる、つまりは仙せん人にんたちの使う魔術の総そう称しようである。〈道タオ〉と呼ばれる思想のもと、自らをより高次の存在へ高めようとする魔術体系。


「道士……などという段階ではありますまい」


　ドゥマの瞳ひとみは、やはり澄すみ渡ったままに柏原を映す。


　ありのままに、ありのまま以上を求めて、柏原という存在を観察する。


「ああ、なるほど。だから、あなたには個性など存在しないのですね──。個性などという人間の持ち物を手放しているのですね──」


　感かん嘆たんするように、僧そう侶りよは続けた。


「すでに地ち仙せんを離はなれつつある──そういう階かい梯ていですか」


「……さて」


　やはり、柏原は答えなかった。


　ただ、ドゥマにも似た微び笑しようで、ふわりと唇くちびるをほころばせたのだった。





「いいや」





　と、不意に新たな声が響いた。


「そいつは、魔法使いを罰ばつする魔法使いだ」


「…………っ！」


　柏原とドゥマと、両方が息を飲んだ。


　今の今まで、間ま違ちがいなくそんな気配は存在しなかった。


　しかし、ふたりの間には、見間違えようもなくひとりの壮そう漢かんが立ち上がっていたのだ。


　横おう溢いつたる生気は、その姿が幻げん覚かくではないと、何よりも雄ゆう弁べんに語っていた。


　ならば、答えはひとつ。


　瞬しゆん間かん移動。


　しかし、短たん距きよ離りとはいえ空間をねじ曲げる技術は、いかなる魔ま術じゆつや達人アデプトにも簡単に成せるものではない。それほどの奇き跡せきが簡単に成しえるなら、現代は科学の世界になどなっていなかったろう。


「久しいな。ああ、お前が〈協会〉にいた時以来か」


　壮漢はゆっくりと振ふり向いた。


　柏原がかすかに喉のどを鳴らす。


「オズワルド……」


「伊庭司も、お前が〈アストラル〉に籍せきを置いているとは言わなかった。もっとも怒おこるべきところではないだろうな。依い頼らいさえ果たしてもらえるなら、別段それが誰だれでもかまわん。影崎という名の男でも。違う名の男でも」


　影崎、とその名で柏原を呼んだ者は。


　オズワルド・レン・メイザースその人であった。


　かつて〈協会〉の上層部にもあった彼の経歴からすれば、柏原の過去を知ることも当然だったろう。


「だが、おかげでおおよその状じよう況きようは把は握あくした。〈アストラル〉に依頼したのは間違いではなかったな」


　ゆっくりとうなずき、砂曼荼羅の僧侶へと向き直る。


「ドゥマとか言ったな」


「あなたは──オズワルド・レン・メイザース」


　と、ドゥマは口にした。


「ソロモン王に次ついで、七十二柱すべてを喚かん起きした方でしたか──」


「ほう。人の霊脈レイラインを汚けがすような盗ぬすつ人とでも、私の名は知っていたか」


「盗んだつもりはありません」


「ならば、この場で返してもらおう」


　ゆっくりと、歩み寄る。


　無造作に、砂曼荼羅へ踏ふみ込もうとする。





「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii, Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the ChiefPrince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」





　朗々と響ひびく呪文スペルに、ドゥマが血相を変えた。


「やめなさい！　いくらソロモン王の魔術を極きわめていようが、竜クンダリニーの制せい御ぎよは手に余る！」


「制御などする気はない。もとより、王とは奪うばうものだ」


　オズワルド・レン・メイザースは胸むな元もとの〈ソロモンの五ご芒ぼう星せい〉を握にぎりしめる。





「O THOU wicked and disobedient Bael, because thou hast rebelled, and hast not obeyed nor regarded; they being all glorious and incomprehensible……」





「魔法使いを魔法にする方法、と言ったな」


　太い指が力強く〈ソロモンの五芒星〉を固定する。


　そのひとつひとつの動作にさえ、魔法使いの王としての風格が宿っていた。


　数多あまたの国を蹂じゆう躙りんした征せい服ふく者しやたちのごとく、確信と傲ごう慢まんに満ちて、オズワルド・レン・メイザースは自らの魔術を行使する。


「その術式、ここの竜ごと奪わせてもらおう」


　そして。


　壮漢は、叫さけんだ。


　アスモダイ。


　アスタロス。


　パイモン。


　それらと並んで称しようされる、至上の四柱の名。





「──来たれ、バール！　六十六の軍団と、十六の悪あく霊りようが服従する、禍まが々まがしき皇こう帝ていよ！」





　光が溢あふれる。


　ドゥマは見た。


　あまりにも神こう々ごうしい輝かがやきの中で──その光には似つかわしからざる、途と轍てつもなく醜しゆう悪あくな何かが喚起されたのを。


　その醜悪な何かが、砂曼まん荼だ羅らの内側へゆるやかに手を差し入れたのを。





　──いまだ孵ふ化かせざる竜の頭を、嗤わらう魔神バールがつかみあげたのを。





　　　　３




「僕……は……」


　ひどく、喉のどが渇かわいた。


　何日も砂さ漠ばくを歩かされたあげく、やっとオアシスを示された旅人のように、猫屋敷の渇きは彼自身の人格さえ塗ぬりつぶすほどだった。


　目の前に示された、『力』。


　霊脈レイラインさえも操あやつり、ここに実現しようとしてる、魔ま法ほう使いを魔法にする方法。


　迷う必要などない。


『力』が欲しいのであれば、迷う必要などどこにもない。


「僕……は……」


　なのに。


　どうして、自分はその先の言葉を続けられないのだろう。


　つっかえたように胸を押さえ、少年は膝ひざを落とす。


「どうした？」


「……先に、聞かせてください」


　うつむいたまま、猫屋敷は言った。


「あなたは、どうして……禁きん忌きを選んだんです？」


「俺が？」


「……ええ。わざわざ禁忌まで選んで、そこまでして『力』を得なければならない理由はなんですか？」


「……ああ」


　はじめて、ナジムは困った風に顔をしかめたのだ。


　皺しわだらけの顔に、目も鼻も埋うもれてしまうようだった。そうすると、ほんのつかのまだけ、ナジムという異形がどこにでもいる平へい凡ぼんな老人に見えた。


「多分、お前と似たような理由さ」


　子供みたいな表情で、老人は鼻の頭をこすった。


　遠くを見るように目を細め、


「師し匠しようを、殺した」


　と、呟つぶやいたのだ。


「師匠を？」


　それもまた、魔法使いの常識からすれば、考えがたい事象だった。


　魔法使いにとって、師し弟てい関係は極きわめて重要な要素フアクターである。


　魔法という体系が特とく殊しゆすぎるためだ。


　自分のすべてを捧ささげてきた技術に対し、あまりにも伝えられる相手が少ないがゆえ、師匠は手厚く弟で子しを守る。弟子もまた師の技術を学び、すべてを習得した後もそれぞれに発展させる余地を守るため、師への援えん助じよは惜おしまない。


　人間的に尊敬するかどうかは別として、それは互たがいに守られるべき関係だ。


　老人は、低く喉を鳴らした。


「もともと、俺の生まれた土地はやたらと生きづらいところでな。いまだに魔法使いなんて黴かびの生えた技術が残っていたのも、そういう環かん境きように耐たえ抜ぬくための知ち恵えだったからさ。もっとも、俺はそういう血統が嫌いやで嫌でたまらなかったんだがな」


「…………」


　遠い砂漠を、猫屋敷は思った。


　人が生きていくには苛か酷こくすぎる──それでも生きてきてしまった土地。魔法にでもすがらなければ、どうしようもなかった場所。


「嫌なのに、どうして？」


「家族がいてよ」


　と、老人が汗あせでよじれた髪かみを搔かいたのだ。


「こんな性格でな。まともに金を稼かせぐ手段もありゃしない。となれば、嫌だろうが何だろうが、魔法ぐらいしか俺には残されてなかったのさ。ま、才能はあったんだぜ。幽精ジンを使し役えきするまでの準備段階までは、まあ数年がとこで辿たどり着いた」


「数年なら、十分以上でしょう。幽精ジンを支配する魔術は、最低でも二十年単位で習得するものだと聞いてます」


「分かったような口を叩たたきやがる」


　苦く笑しようして、老人は瞼まぶたを閉じた。


「が、師匠もそう言って喜んでな。いよいよ幽精ジンを支配することになった。これを使いこなすにも、ずいぶん血ち反へ吐どを吐はいたがな。まあ、なんとかうまくいった暁あかつきはそりゃあ意気揚よう々ようと家族に会いにいったさ。──そうしなきゃ、良かったのにな」


「何が？」


　少年の問いに、老人はあっさりと答えた。





「師匠が、俺の家族を殺してたのさ」





「な……っ！」


　猫屋敷の息が止まった。


「っかかか。俺が帰ったときにはとっくに家ごと消えててさ。あわてて近くのやつらに聞いたらよ。俺が幽精ジンを支配する数日ほど前に、突とつ然ぜん消えちまったんだとさ。そりゃまあそんな不自然なのは魔ま術じゆつ以外にはありえねえ。急いでとっかえして、師匠のところに戻もどったさ」


　声は、ひっそりと響ひびく。


　古くは千夜一夜王宮で語られた物語のように、もはや関係のない他人の話のごとくに、抑よく揚ようもなく続けられる。


「血相を変えて戻った俺に、何の悪気もなく師匠は答えやがったぜ。──お前の家族なら、お前の幽精ジンに喰くらわせたって」


　かかか、とまた老人は笑った。


「幽精ジンってのは、もともと人格なんてねえのさ」


　幽精ジンに、カタチなどない。


　それと同様のこと。


　カタチも知能も──人格も持ち合わせてない。


　ゆえに、そのままでは魔法使いに従わせることもできぬ。


　──ならば。


　誰だれが、考えたのだろう。


　人間を喰わせれば良いのだと。


　そして、そんな魔術を、どうして今まで継けい承しようしてしまったのだろう。


（それ、は……）


　答えは、簡単だ。


　それこそが、魔法の本質だからだ。


　人を外れ、正気を無くし、どこまでも神秘に耽たん溺できしていった果てこそが、魔法という概がい念ねんと現象だからだ。


「だから、俺に従わせるために家族を殺して、幽精ジンに捧ささげたんだとよ。家族の魂たましいだからな。そりゃあ俺とは相あい性しようがいいはずさ。理り屈くつが合ってるだろう」


　ふわり、と老人が携たずさえていた陶とう器きの壺つぼから、砂が流れた。


　ひどく曖あい昧まいなまま、砂は老人の傍かたわらを離はなれない。


　幽精ジン。


　老人の家族の──なれの果て。


「気が付いたときには、もう幽精ジンを解き放ってた。今でも覚えてるぜ。師し匠しようは最後の最後まで、俺が怒おこるとも思ってなかったみたいでよ。あっけにとられた顔のまま、微み塵じんになっちまった。──後は想像通りだ。師匠殺しは魔法使いにとって御ご法はつ度と。あちこち逃にげ歩いている間に、こんな有様さ」


　ぎこちなく、彼は肩かたをすくめた。


　かさりと鳴ったのは長衣デイスターシヤであったか、彼の年老い干からびた肌はだであったか。


「かかか……俺が守りたかった家族を、結局俺がぶっ壊こわしたんだ。ああ、魔法使いなんてそんなものだろう。自じ我がだとか、エゴだとか、そんなものは最初から魔法に喰われるためだけにあったんだ」


「…………」


　猫屋敷は、思い知る。


（僕、と同じだ……）


　自分が、いた。


　間ま違ちがいなく、自分がここにいた。


　確かに、ここにいる老人は、自分の鏡だ。


　いつか自分が辿たどり着いてしまう終着点に、先に辿り着いた相手だ。


　なればこそ、彼についていけば、自分の目的はいともあっさりと達成できてしまうだろう。


　そうしない理由は、どこにある？


「……はは」


　身体からだが震ふるえる。


　自分の顔をつかんだ指も震えていた。


　この老人の誘さそいに抵てい抗こうするべき理由が、もう何もない。


「決心はついたか？」


　と、老人が訊きいた。


「もう、迷うこともねえだろ」


「どうして、そんなのが分かる？」


「分かるさ」


　老人がうなずく。


「お前は俺と同種だって言ったろう」


「っ……まだ、聞き損ねてたことはあります」


「ほう」


「ここの霊脈レイラインを……どうする気ですか？」


　少年の質問に、老人が鼻を鳴らした。


「竜を、受肉させるのさ」


「受肉？」


「ああ、霊脈レイラインを操作して、竜を造り替かえるのさ。魔法使いが魔法になれるように──俺たちが喰えるようにな」


「……喰う……ですか」


　それも、外げ道どうとは思わない。


　牛肉や豚ぶた肉にくを食べることに、罪の意識を覚えないのと同じだ。


　あるいは、人間が自然を食い散らかして、生存圏けんを広げていったのと同じだ。


　魔ま法ほう使いが自分たちのために、竜を犠ぎ牲せいとする。それは、科学が自然環かん境きように強しいてきた痛みと何ら変わることはない。魔法もまた、科学と同じ悪性を孕はらんでいるという、それだけのことにすぎない。


「魔法になることが……あなたたちの目的ですか」


「そうだな……」


　だけど、何だろう。


　今、老人の横顔を過ぎていった、ささやかな感情は。


「どっちにしても……今いま更さら何かが変わるわけじゃねえが」


　老人は、一層透とう明めいな表情になった。


（え？）


　不意に、疑念の元に、猫屋敷は気がついた。


　気がついたときには、少年はもう口にしていた。


「どうして……」


　と、老人に尋たずねたのだ。


「どうして、まだ続けているんです？」


「何のことだ？」


「復ふく讐しゆうが終わってるのなら……あなたも終わっていいんじゃないですか。わざわざ、より強大な禁きん忌きを目指す必要もない」


「……ああ」


　老人は、軽く瞼まぶたを閉じた。


「終われねえよ」


　苦く笑しようして、唇くちびるを歪ゆがめた。


「どうやっても命は続いちまうんだ。だったら、ここまで来たんだ。最後までこのまま行かないと噓うそだろう。噓になっちまうだろう」


　その意味も、よく分かった。


　老人がやっていることは、単に復讐の延長上なのだ。


　禁忌を得ようと思ったのではない。師し匠しようを殺し、どんどん道を外れていった結果が、たまたま禁忌につながっていただけのこと。


　途と中ちゆうで止めるなんて、できなかっただけのこと。


「それで……本当に救われるんですか？」


「あん？」


「本当に……強くなったら、救われるんですか？　そうやって復讐を終えて……あなたは救われるんですか？」


「何言ってやがる」


　老人はがさがさの唇を吊つり上げた。


「救われるはずなんかねえだろ」


　と、断言したのだ。


「お前も、そんなこと求めてねえだろ」


　その通りだ。


　復讐や禁忌で、人が救われるはずもない。


　そんなことは最初から分かっている。この道を選ぶ前から、猫屋敷は自分が救われないだろうことを覚かく悟ごしている。


　なのに、


（……ああ）


　猫屋敷は、熱い吐と息いきを嚙かみ潰つぶす。


　……救われてほしい……。


　そう思ったからだ。


　自分は、もういい。


　自分が、救われたいとは思わない。


　だけど。


　自分じゃなくても、自分のような思いをしている人には、救われてほしい。


（なんだ、これは……）


　熱いものが急に胸へ湧わき上がって、猫屋敷は困こん惑わくした。


（なんなんだよ、これは……っ！）


　ぎり、と精せい一いつ杯ぱいの力で奥歯を嚙む。


　それでもこらえきれずに、たたらを踏ふんだ。


　ポケットの中で、くしゃり、と何かを摑つかんだ。


　摑んだと思ったら、あっさりとそれは破け、ポケットから公園の地面へと中身を散らばらせた。


「あ……っ」


　猫屋敷が、地面を見下ろす。





　──『まあボーナス代わりだと思ってくれ。辞めるんなら退職金代わりだな。いやもちろん辞めないでくれる方がいろいろ助かるんだけど』





　そう言って、司が渡わたした紙かみ袋ぶくろだった。


　そして、散らばった中身は──数十枚ほどの小さな紙し片へんだったのだ。





〈魔ま法ほう使い派は遣けん会社・〈アストラル〉


　陰おん陽みよう道どう課課長　猫屋敷蓮〉





　そんな風に書かれた、水すい晶しようの透すかしが入った名めい刺し。


（こんなのボーナスだって──最後までふざけて──）


　怒いかりとともに名刺を見やり、少年は硬こう直ちよくした。


　なぜ、か。


　その名刺に刻まれたある文字が、目に焼き付いたのだ。





　──『あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします』





　馬ば鹿か馬鹿しい言葉だ。


　魔法使いは、他人に貸したり、貸されたりするものじゃない。
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　限りなく自分にだけ奉ほう仕しする、自己本位の終局。真っ当な社会性などとうに放ほう棄きした、狂きよう気きの果て。もとより、そんな人間でなければ、現代で魔法使いになどなるはずもない。さっき、自分と老人が互たがいに言い、納なつ得とくしたことだ。


　だけど。


　その、何度も見たはずの言葉から、猫屋敷は目を離はなせなかった。


　単なる思いつきや冗じよう談だんで書かれたような文句が──まったく別の意味を持って、少年の瞳ひとみに焼き付いていた。


（もしかして……）


　そう、はじめて気づいた。


　あの社長が──まるで魔法使いの常識や在り方を冒ぼう瀆とくするようにしながら──それでもこだわっていたこと。





　──『最初から、そんな意地で仕事してるんだよ、俺は』





　ああ。


　つまり、その本当の意味は。


「魔法使いが……貸してもらえたら？」


　ぼんやりと、猫屋敷が口にした。


「あん？」


　老人が眉まゆを寄せる。


　それはそうだ。


　口にして、猫屋敷もやっと気が付いたのだ。


　それが、本当だったら。


　こんな馬鹿馬鹿しい言葉が、本当になるのだったら──。


「魔法使い派遣会社は……他人のために魔法使いを貸し出すそうです。もしも、そんな組織が僕たちのときにあったなら……」


　自分でも何を言っているんだろうと、そう考えながら、猫屋敷は言う。


　もしも。


　もしも、そんな相手が、自分のときにあったなら？


　困った誰だれかに貸してもらえるような魔法使いが、本当にいたのなら？


　自分でも、まるで信じてない言葉を、猫屋敷の唇くちびるは選ぶ。


「もしもそんな組織があって……もしも僕たちのような人に気づいてくれたら……」


　ぼんやりとした曖あい昧まいな台詞せりふ。


　必死に自らの思いをたぐるような言葉は、そのままこう続いたのだ。


「そんな組織が……僕たちなら……昔の僕たちのような魔法使いを、今度こそ救えるんじゃないですか？」


　たとえば。


　ナジムの家族がいなくなる前に、気がついてやれたかもしれない。


　ナジム自身でなくても、その家族の依い頼らいを受けることがあったかもしれない。


　……そう。


　たとえば。


　猫屋敷蓮なんかじゃなくて、もっと大事な人が命を落とす前に、救ってあげられたのかもしれない。


「……っは」


　やっと少年の言う意味を理解できたように、老人は一歩退いた。


　皺しわと区別のつかない瞼まぶたを二度、三度と瞬まばたきし、乾かわいた声でこう尋たずねたのだ。


「お前……まさか、俺を〈アストラル〉に勧かん誘ゆうしようってのか？」


「どうも……そうみたいですね」


「本気で──言ってるわけか」


　ふるり、と老人の周囲で幽精ジンの砂が舞まった。


　その呪じゆ力りよくに殺意がこもっていることに、猫屋敷も気がついていた。


　当然だ。


　少年の言うことは、これまでの老人の説得を無む為いにして、ばかりか彼のこれまでの時間を根こそぎ否定するような行こう為いだ。


　それでも、考えてしまったのだ。


　ひょっとしたら、誰かを助けられることが、自分たちを助けることにもつながるんじゃないかと。


　だから、それがとんでもない綺き麗れい事だと分かっていても、言わずにいられなかった。


「多分……本気です」


「…………」


「…………」


　少し、間があった。


　沈ちん黙もくした老人は、何ともいえない表情になって、ため息とともにこんな言葉を吐はき出した。


「ああ、お前の真実ほんとうは……どうしようもないぐらい、真まっ直すぐなんだな」


「…………っ」


　頰ほおが、熱く火ほ照てる。


　それから、もうひとつ言葉はかけられた。


「そういうのも……楽しいのかもしれねえな」


　と。


　一いつ瞬しゆんだけ、老人──ナジムは淡あわく笑ったのだ。


　よほど注意してないと見過ごしてしまいそうな、これまでの老人の笑えみとは、まるで性質の違ちがう笑顔だった。


「にぃ～～～～～～～～～～～～～～～～あ」


　猫屋敷の足下で、朱雀が嬉うれしげに喉のどを鳴らし、すり寄った。


　そして、そのときであった。





　──どくん。





　地面が、震ふるえた。


　さきほども感じた霊脈レイラインの脈動であり、さきほどとは異なる脈動だった。





　──どくん。





「また?!」


　すぐに、第二の脈動が続いたのだ。


　そして、第三も。





　──どくん！





　その脈動とともに、


〝……助……け……〟


　と、そんな思念が猫屋敷の脳のう裏りに飛び込んだ。


「どうした？」


　老人には聞こえなかったのか、ナジムは眉まゆをひそめた。


「今の、声……」


　猫屋敷が、茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。





〝……助……け……て……！〟





「まさか、竜の……?!」





　──どくんっ!!





　光が、視界を覆おおった。


　魔ま法ほう使いどころか、常人にさえ見えてしまうほどの、圧あつ倒とう的な呪じゆ力りよくを帯びた光が古びた公園に屹きつ立りつしたのだ。猫屋敷もナジムも四匹ひきの猫ねこも、老人の操あやつる幽精ジンさえも、その光の凄すさまじさにたちまち溶とけていった。


　そして、次の瞬間。


　ふたりと──四匹の猫の姿は、夜の蒸むし暑い公園から消え失うせていたのだった。





　　　　＊





　──どくん。





　その鼓こ動どうが届いたのは、廃はいビルにも同様だった。





　──『お前たちの目指す禁きん忌きは──魔法使いが魔法になる方法、だ』





　そう告げた後、司たちとマルチェッラは睨にらみ合っていた。


　互たがいに、動くことができぬ状じよう況きようでもあった。


　マルチェッラに隻蓮は支配され、しかしマルチェッラも司やユーダイクスの手の内を知ることは叶かなわなかったためだ。


　魔法使いの戦いとは、始まったときには決している。


　限られた手札でやりあう、カードゲームのようなものだ。


　多くの魔法に準備が欠かせない以上、先に揃そろえた手札の数と相あい性しようで、すでに戦せん闘とうの七割方は決している。だとすれば、一度手札の晒さらし合いが始まってしまえば、もはや趨すう勢せいは覆くつがえせなくなるのだった。


　だからこそ──戦いに慣れた魔法使いだからこその、膠こう着ちやく。


「今のが、竜の鼓動かな」


　司が、そっと呟いた。


　いつもと同じ声こわ音ねだった。


　魔術戦せん闘とうへの緊きん張ちようはあっても、余計な殺意や憎にくしみはなかった。


　飄ひよう々ひようと、淡たん々たんと、まったくいつものように、伊庭司はその場に佇たたずんでいた。


「それとも、今のは産うぶ声ごえかな。君らがやろうとしてる魔術儀ぎ式しき──どういう方向に竜を造り替かえようとしてる？」


「伊庭司……」


　と、マルチェッラもまた口を開いた。


　司に対し、こちらは包帯越ごしに濁にごった声音であった。


「お前は、どういう人生を経てきた？」


「何のことだい」


「普ふ通つうの魔法使いなら、あれだけの接せつ触しよくでそんな発想はしない。たとえ禁忌に慣れた〈協会〉の特とく殊しゆ部門であろうと、すぐさまそんな結び付け方はしないだろう。なのに、どうしてお前がそんな発想をする？」


「魔法使いじゃないからかな」


　と、司は唇くちびるをほころばせた。


「君たち魔法使いは、さぞ自分たちだけが超ちよう越えつの世界にいるつもりだろう。世界の枠わく組ぐみを飛び越こえて、自分たちだけがこの次元を俯ふ瞰かんしているつもりだろう。でもね、そんなのは単に、世界の区切り方が違ちがうだけだ」


　ただ、視点の違いだと、伊庭司は言い切る。


「魔法使いじゃないからこそ、違う発想にもなる。違う視点も持てる。そこからすれば、君たちがそういう手段に出るのは、僕にとってはごく普通の推測だったっていう──それだけのことだよ」


「っ」


　一いつ瞬しゆん、言葉を止め、マルチェッラは眼光を鋭するどくした。


「まるで……魔法使いがただの人間と変わらないとでもいうような言い草だな」


「違うっていうのかい」


「当然だ」


　マルチェッラが即そく答とうする。


　そんな女へ、司はさらに訊きいた。


「君も、魔法使いが真っ当に幸せになるはずがないとか──そんな風に思ってるクチか？」


「ああ」


　マルチェッラがうなずいた。


「魔法使いに、そんな概がい念ねんは必要ない。そんな言葉のために精神を劣れつ化かさせる時間は、我らに許されてない」


　何の迷いもなく、女は言う。


　未練も悲ひ哀あいもなく、満まん腔こうの確信を持って、マルチェッラは告げる。


　その言葉は、彼女のいる結社──〈螺旋なる蛇オピオン〉の性質を考えずとも、魔法使いとしてごく一いつ般ぱん的な信条であった。


　しかし、





「──くだらないな」





　一言で、司は切り捨てたのだ。


「何、だと？」


「どうして、魔ま法ほう使いが普通の幸せを手に入れちゃいけない」


　伊庭司は、ゆっくりと詰つめ寄る。


　しかし、瘦そう身しんから発される気き魄はくとは別の理由で、マルチェッラは絶句した。


　それだけ、絶対に聞き捨てられない台詞せりふであった。


「お前……何を……言っている？」


「魔術を誇ほこりに思うのはいい。だけど、それと人間としての生き方を切り捨てることは一いつ致ちしない」


「…………っ！」


　言葉が途と切ぎれる。


　それは怒いかりのためであったか。


　自分の生き方を真っ向から否定されたがゆえの、魔法使いとしての激げき怒どであったか。


　……いいや。


　ほんの数秒ではあったが、マルチェッラには、本当に司の言葉が分からなかったのだ。


　鍔つば広びろの帽ぼう子しと包帯に隠かくれてはいたが、死霊術ネクロマンシーの魔女はまさしく当とう惑わくしていた。今この瞬間に襲おそいかかられれば、なすすべもなく不意をつかれるほどに忘ぼう我がしていたのだ。
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「お前も……魔術結社の首領だろう？　仮にも〈協会〉に認められ、魔法使いの世界に踏ふみ込んだものだろう。ならば、どう説明する気だ。魔法使いが魔法使いたるゆえの結末を、矛む盾じゆんを、そんな夢想でどう説明する！」


　ダークスーツの腕うでを振ふり、女は激しく問うた。


　つまるところ──魔法使いは、魔法使いとして正しいほどに破滅する。


　なぜならば、魔術を極きわめんとするほど、平常な価値観を失い、社会から逸いつ脱だつするからだ。


　そんな状態でまともな世界と触ふれ合おうとするなら、最後はどちらかが崩ほう壊かいするしかない。逸脱した価値観のゆえに日常を破は壊かいするか。日常も魔術も選びきることができず魔法使いの精神こころが砕くだけ散るか。


　……たとえば。


　幽精術の魔法使い──ナジムの師が、ナジムの家族を笑って殺したように。


　あるいは、〈ゲーティア〉の首領──オズワルド・レン・メイザースが、己おのれの妻と友人を魔神に捧ささげたと噂うわさされるように。


　これらの悲劇も魔法使いという思想からすれば当然の結末であり、必然の矛盾であったのだ。


　そして、その結末と矛盾を埋めるためにこそ、マルチェッラは〈螺旋なる蛇オピオン〉という場所を選んだのであった。


　なのに。


　この男は、何を言っている？


　仮にも魔術結社の首領であるはずのこの男は、一体どんな夢想を口にしている？


「言ってみろ、伊庭司！　魔法使いの在り方と人間としての生き方が矛盾しないというならば、その答えを私の前で言ってみるがいい！」


　全身が震ふるえるのを、マルチェッラは感じた。


　闇やみの社会に沈しずんだときからずっと感じることのなかった、噴ふき上がるような情動だった。


　その激情の前には、何者も抗こうすることなどできまいと思われ──しかし、伊庭司は微み塵じんの怖おそれも見せず、はっきりとかぶりを振ったのだ。


「答えなんか必要ない。魔法使いはとか、魔法使いならとか、そんなくだらない言い訳ばかりして一体何を守ってるつもりさ」


　飄ひよう々ひようとした物言いなのに、司の言葉にもまた、苛か烈れつな何かがこもっていた。


　誰だれにも半はん端ぱな反論など許されない、そんな『力』が秘められていた。


「それでも答えを求めるなら、俺の結社がその証しよう拠こだよ」


　と、自らの胸を指したのだ。


「そんな歪ゆがんだ在り方だけが、魔法使いの手に入れられるものだなんて思わない。だから俺は、それを証明するために〈アストラル〉をつくった」


　司が言う。


　断固として、伊庭司が言い切る。


　それは、同じ頃ころ、猫屋敷が気が付いたことと似ていた。


　似ているがほんの少し意味が異なり、しかし本質的にはきっと手を取り合える──そういう言葉であった。


　そして、


「……やっと……分かった」


　マルチェッラの瞳ひとみは、嫌いやな色を帯びた。


「お前は許せない。お前のような人間が、こちら側に踏み込むことが許せない」


　瞳の内側で、粘ねばっこく憎ぞう悪おが渦うずを巻き、どす黒い飢うえのごとき感情が煮にえたぎった。


　この男は、危険だ。


　ある意味で、〈協会〉やほかの結社が〈螺旋なる蛇オピオン〉を危険視するよりも、遥はるかに根源的な地点でこの男は毒を秘めていた。


　魔法使いの世界を、根こそぎ破壊しかねない毒。


　その毒は、価値と無価値とを入れ替かえ、いままで魔法使いが積み重ねてきたものをごくあっさりと貶おとしめてしまう。伊庭司という知性が魔法使いの世界を把は握あくし尽つくしてるがゆえに、抵てい抗こうしがたい甘さと浸しん透とう力さえ備えていた。


　だから、許せない。


　ここで見過ごせば、自分が〈螺旋なる蛇オピオン〉に入った意味さえ失われかねぬ。


　あらゆる意味で自分と相あい容いれないこの男の在り方を認にん識しきし、マルチェッラという魔ま法ほう使いははじめて憎にくしみに愉ゆ悦えつした。


「お前だけは……私が殺す。〈アストラル〉などという結社も、ここで私が潰つぶす」


「──それなら、私を壊こわしてからにしてもらおう」


　一歩前に出たのは、ユーダイクス・トロイデであった。


　主を守るべく、白いインバネスが夜の空間に翻ひるがえった。


　ぎらぎらと光る碧へき眼がんは、この暗がりでも、操られた隻蓮とマルチェッラの両方を油断無く見つめていた。


　今度こそ、戦いの火ひ蓋ぶたの切られるまで、数秒となかった。


　ないはずだった。





　──どくん。





　再び、脈動が廃はいビルに流れた。


　しかし、その脈動がさきほどまでのそれと違ちがうことと──別の思念が混じっていることに、司が真っ先に気づいたのである。





　──どくん！





〝……助……け……〟





「な……っ？」


　瞬まばたきし、すぐにその意味を悟さとる。


「竜の、声──?!」





〝……助……け……て……！〟





　──どくんっ！





　一ひと際きわ大きな脈動と、途と轍てつもない呪じゆ力りよくが湧わき上がるのが同時だった。


　廃ビルの床ゆかを突つき抜ぬけて、屹きつ立りつした光の柱はまた、魔術戦せん闘とうを期していた四人も平等に包み込んだのであった。




間章







　──闇やみの、中だ。





　いや、そこを闇というのは正しいかどうか。


　まだ時間も空間も生じてない、遥はるかに原始的な『力』の渦うずであった。やがて渦は核かくをつくりだし、捻ねじれた螺ら旋せんという太極から両りよう儀ぎとなり四象を生じ──そこからあらゆる概がい念ねんが生じるのが、宇宙という摂せつ理りであった。


　ならば、今、摂理は崩ほう壊かいしていた。


　零こぼれていたからだ。


　いまだ『力』しか持たないはずの渦から、声ならぬ声が零れていたからだ。





　──～～～～～～～～ッ！





　それは、吼ほえていた。


　それは、悶もだえていた。


　カタチを持たされようとしていたのだ。


　ココロを持たされようとしていたのだ。


　突とつ然ぜんに時間と空間とを背負わされ、その重みに耐たえきれずに『力』という『力』をねじ曲げていた。


　ああ。


　そこに、あの声が響ひびいたのだ。





　──『来たれ、バール！　六十六の軍団と、十六の悪あく霊りようが服従する、禍まが々まがしき皇こう帝ていよ！』





（ばある……？）


　分からない。


　まだ、名前という概念を、それは知ってはいない。ばかりか、声や言葉という概念だってない。ただ、その振しん動どうに『力』が秘められていることだけを認にん識しきした。


　本質的には自分とも変わらぬ『力』が──魔神と呼ばれるその醜しゆう悪あくなる在り方が──今規定されかかっている自分を握にぎりつぶそうとしているのだった。





　──～～～～～～～～ッ！





　魔神に、抗あらがう。


　全身全ぜん霊れいを持って、抗う。


　たとえそれが意識していなくとも、抗うというのはひとつの思考の顕あらわれだ。


　ゆえに、その結果として、それは人格を持ちつつあった。


　まだ知能とも言えない──しかし本能的な個性を持ちつつあった。


　だから、叫さけんだのだ。


　あらゆる生命が欲するように。


　自らの活動を守るために、自分の意思というものをはじめてカタチにして、それは表現しようとしていた。





〝……助……け……〟





　言葉ならざる──本能で、それは世界中へと咆ほう吼こうした。





〝……助……け……て……！〟




第５章　魔法を使わない魔法使い




　　　　１




　クリスタル・タワー。


　特別展望台。


　そこに、嵐あらしが吹ふき荒あれていた。


　砂曼まん荼だ羅らにオズワルドが踏ふみ込み、至上の四柱を喚かん起きしたそのときより、すでに特別展望台は惨さん憺たんたる地じ獄ごくと化していた。


　ごお、と風が唸うなる。


　獣けもののごとく、吼え猛たける。


　もはや、嵐のただ中というのも愚おろかしい。


　吹き荒れる烈れつ風ぷうはガラスのことごとくを割り、ぐらぐらとタワーを揺ゆらして内ない壁へきの各所を歪ゆがませるに足りた。先んじてドゥマが結界を張っていなければ、すでに事故として通報されていたことだろう。


　そして、嵐の中ちゆう核かくには、砂曼荼羅と──巨きよ大だいな魔ま神じんが立ち上がっていたのだ。





　──バール。





　醜悪なる魔神の王。


　その姿をどう形容すればいいだろう。


　オズワルドの倍近くになる巨きよ体たいには、鋭するどい鱗うろこがあり、おぞましい毛皮があり、ねじくれた角があり、蟇ひき蛙がえるのごとき疣いぼにまみれた皮ひ膚ふがあった。頭には茨いばらの輪が巻きつき、肩かた口ぐちからはおびただしい蜘蛛くもの足や粘ねばっこい魚のひれが冥めい界かいの衣のように纏まといついており、その肉体は判然としなかった。


　千を超こえる魔物を、ひとりの巨人が背負っているようにも見えた。


　エノク書では「東の軍勢を率いる王」ともされる禍々しき皇帝が、そこに顕けん現げんし、砂曼荼羅へと腕うでを差し込んでいたのである。


「あなた……は……」


　砂曼荼羅に座するドゥマが、声に動どう揺ようを滲にじませた。


「言ったはずだ。王は奪うばうものだと」


　そこに踏み込むオズワルドは、高らかに謳うたう。


　今、彼らが行っているのは、主導権の奪い合いであった。


　霊脈レイラインの主導権を手に入れ、この布留部市を舞ぶ台たいとした儀ぎ式しき魔術を収しゆう穫かくしようとしているのだ。砂曼荼羅に差し込んだバールの手は、『魔法使いを魔法にする』というその術式を奪うはずだった。


　だが。


　オズワルドにも、予想外の事象はあった。


　ドゥマの砂曼荼羅は、バールの腕を飲み込んだまま、離はなさなかったのだ。


　驚おどろくべきことに、目の前の行者ヨーギは、至上の四柱たるバールにも匹ひつ敵てきする呪じゆ力りよくを制せい御ぎよしていたのである。


「……く……っ」


　結果、どちらも動けない。


　凄すさまじい呪力の衝しよう突とつが、ふたりを縛しばり上げていた。


　現代においてこれほどの呪力が集まること自体が、すでに異常な事態であった。


　もはや神話にさえ匹敵する、偉い大だいなる魔力の激げき突とつ。幾いく重えにも颶ぐ風ふう渦うず巻まく戦場は、ふたりの魔法使いによってどこまでも昂たかぶっていく。


　そのことに、オズワルドは唇くちびるを歪めた。


「ただの盗ぬすつ人と……ではなかったか」


　喜びをこらえきれぬと、そういう口調であった。


　それはそうだ。


　こんな機会、そうあるものではない。


　ソロモン七十二柱の魔神──そのすべてを従えたオズワルドが、よもや素す性じようも知らぬ魔法使いに予想を覆くつがえされるとは。至上の四柱という切り札まで解放して、なお自分と伍ごすような相手がいようとは。


　自らの魔術を尽つくせることに、歓かん喜きする。


　未知なる結果があることに、欲望する。


　まさしく、オズワルド・レン・メイザースは真正の魔法使いだったのである。


「いいぞ。存分に秘術を尽くせ。私を愉たのしませるがいい」


「いいえ──」


　と、ドゥマは否定した。


「そのように愉ゆ悦えつする有り様は、私の魔術とは異なります──」


　涼すずやかに語られるは、綜制サンヤマに至りし行者ヨーギの境地。


　ふたりの視線と呪力が交こう錯さくする。


　ドゥマが繰くり出すは、その行者ヨーギのみが許された秘儀か。


　オズワルドの持ち出すは新たな魔神か、それともバールを賦ふ活かつする術か。


　……いいや。


　次の瞬しゆん間かん、動いたのは、ドゥマでもオズワルドでもなかった。





「──太上老君　普在萬芳　道無不應　三界之内」





「お前……」


「あなたは──っ」


　猛もう然ぜんと振ふり向いたふたりの瞳ひとみに、ごく平へい凡ぼんな男の姿が映り込んだ。


　柏原代介。


　この死し闘とうの場においてさえ、ひっそりと気配を殺していた男は、その胸むな元もとに凛りんとした印いん形ぎようをつくっていたのだ。


　さしものふたりも、これほどの闘とう争そうにあっては互たがいの行動以外認にん識しきしえぬのは当然でもあった。もしも気を散らしていれば、刹せつ那なにその側が敗北していたであろう。


　失態ともいえぬ瑕か疵しは、しかし柏原の成そうとしている術式によって、致ち命めい的てきに広げられたのである。





「六合之中　順之者吉　逆之者兇　敕命一到


　雷霆行　弟子有難　幸願汝偕　逢凶化吉」





　柏原の唇から流れるのは、道教を由来とする口こう訣けつ。


　すなわち大陸の最高神格たる太たい上じよう老ろう君くんに祈き願がんし、あらゆる魔ま術じゆつや呪のろいを霧む散さんさせるという老君神呪──！


「やめなさい──っ」


　ドゥマの叫さけびより、口訣の終わる方がわずかに早かった。





「化殃殆為祥　急速急来応願──！」





　瞬間、ドゥマの座する砂曼まん荼だ羅らがすうと消えたのだ。


　この二週間あまり、ずっと霊脈レイラインを制御していた、行者ヨーギの魔法円が消しよう滅めつさせられたのである。


　その結果は、当然の破は滅めつを呼んだ。


　空間が、爆ぜた。


　光の柱が、屹きつ立りつする。


　外から見れば、クリスタル・タワーを貫つらぬく、もうひとつの塔とうとも見えた。分厚く広がった雲を貫かん通つうし、膨ぼう大だいな呪力の奔ほん流りゆうが夜の星空さえも沸ふつ騰とうさせる。砂曼荼羅によって霊脈レイラインの内側に凝ぎよう縮しゆくさせられていた呪力は、ここにやっと解放され、すべてを殲せん滅めつせんばかりに荒あれ狂くるった。


　すなわち、竜の咆ほう吼こう。


　噴ふき上がる竜の吐息ブレスを、とどめられるものなどいようはずもない。


　白く眩まばゆい破は壊かいが、特別展望台を蹂じゆう躙りんし、撃げき滅めつし、壊かい滅めつし──そして、遠く過ぎ去った。


　…………


　…………


　…………


　やがて、音が戻もどる。


　消えたものは、砂曼荼羅だけではなかった。


　至上の四柱──バールもまた、砂曼荼羅から解放された呪じゆ力りよくに押し流されて、分解させられていた。


　そして、最初からそこにあったように──新たな人ひと影かげが生まれていたのだ。


　まず、ふたつ。


「げほ……げほお……っ！」


　その内の、矮わい軀くの老人が大きく咳せき込んだ。


　霊脈レイラインを通り、無理矢理に空間を跳ちよう躍やくさせられた代だい償しようだった。


　瞬間移動は、よほどの準備と達人アデプトをしても手に余る。まして、他人の魔法で移動させられるなど、まず考えられないことだ。ゆえに、練達の魔法使いであるナジムや猫屋敷たちも三半規管に異常を生じて、その場にうずくまっていたのである。


　しかし、すぐに老人は立ち直り、朋ほう輩ばいが倒たおれ伏ふしていることに目を見張った。


「ドゥマっ?!」


「……ここ、は……」


　猫屋敷もまた口を拭ぬぐい、自らの居場所を知るべく、瞳を彷徨さまよわせた。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～あ」


　心配そうに四匹の猫が鳴き、その様子に唇くちびるをほころばせた後、すぐに少年の瞳は──さらなる影を映した。


　数は、四つ。


　この四つの影は、やや内ない壁へき近くへとうずくまっていた。


「これ……は……なんだ……」


　自らの支配する隻蓮を横におき、鍔つば広びろの帽ぼう子しと包帯を纏まとった人影──マルチェッラが膝ひざを折ったのだ。


「こりゃまた……無理矢理な集め方だね」


「……クリスタル・タワー、特別展望台だ。ずいぶんと荒れているが」


　司とユーダイクスも、やや掠かすれた声で口にした。


　距きよ離り的な問題かもっと別の理由か、こちらの転移の代償はいささか軽いようだったが、それでも司の横顔には濃こい疲ひ労ろうの影が見て取れた。


「……く、ふ」


　こめかみを手の平で押さえ、司が背後を見やる。


　その壁かべに、柏原がもたれかかっていた。


「君が……呼んだのか」


「いいえ、呼んだのはここの竜です。私のやったのは、ちょっと重しをどけただけですよ」


　素っ気なく、柏原が言った。


　儀ぎ式しきに抵てい抗こうした竜が、それぞれの竜穴パワースポツトと霊脈レイラインを使って、自分の知覚できる『力』を──魔法使いを呼び集めたということだった。


　そして、柏原の老君神呪は、砂曼荼羅を消滅させることによって、その最後の障害を取り除いたのだ。


　そのどちらも、軽々しく評せるものではなかった。


　まともな思考も術式もなく、ただ本能と霊脈レイラインの『力』だけで全員を転移させた竜。


　その異常に気がつき、ふたりの魔法使いの死し闘とうを縫ぬって、砂曼荼羅を消滅させた柏原。


　魔術という異界の理ことわりをもってしても、なお驚きよう嘆たんに値あたいする両者であった。


　柏原は、軽くかぶりを振ふる。


「もっとも……オズワルドさんは……今の逆作用バツクフアイアで少し遠くまで流されたようですけれど」


「オズワルド？　ここに来てたのか？」


「ええ。〈アストラルうち〉とは別に、独立して追っていたようです。もろに逆作用バツクフアイアを受けたのは、そこの行者ヨーギさんの仕し業わざですね」


　壁にもたれたまま、柏原が視線をやった。


　特別展望台の中央で、ドゥマはやっと上体をもたげたところだった。


　その肩かたから胸が切り裂さけ、しとどに血を垂れ流している。臙えん脂じ色いろの僧そう衣いはその半ばまでが無む惨ざんな朱しゆに侵しん略りやくされていた。


　竜の吐息ブレスが放たれる瞬しゆん間かん、ドゥマとオズワルドは最後の交こう錯さくを果たしたのであった。


　まさしく、それは刹せつ那なの出来事だった。


　事態を察したオズワルドは、即そく座ざに魔神の王バールへの命令を切り替かえたのだ。


　砂曼まん荼だ羅らや儀式魔術への干かん渉しようを放ほう棄きし、魔神の王バールは　その巨きよ体たいに似合わぬ迅じん雷らいの速度で、鉤かぎ爪づめをドゥマへと振るった。


　対して、ドゥマもまた残留していた砂曼荼羅を組み替え、竜の呪力を利用して、オズワルドを彼方かなたへと放ほう逐ちくしたのである。


　ドゥマの肉も骨も切り裂かれ、同時にオズワルドが光に消えたのを、柏原は見た。


　どちらも、目的は達したと言えるだろう。


　オズワルドは自らの霊脈レイラインを汚けがした盗ぬすつ人とに一いつ矢しを報むくい、ドゥマは一時的とはいえ最も恐おそれるべき障害の排はい除じよに成功したのだから。


「……なるほど」


　と、司も納なつ得とくした。


「嫌いやになる話だね。どこもかしこも働き過ぎだ。俺はなるだけ怠なまけておきたいのに」


　柏原も、困ったように笑った。


「……少し、私も疲つかれました。まだ休めそうにないですが」


「ああ、もう少しな。隻蓮くんも取り戻もどさないといけないしね」


　淡あわく笑って、司が視線を戻す。


　柏原とユーダイクスも、それにならった。


　それぞれの陣じん営えいが、それぞれの陣営を見やった。


　ここに、役者は揃そろえられた。





　──行者ヨーギたるドゥマ。


　──死霊術ネクロマンシーのマルチェッラと、操あやつられし隻蓮。


　──幽精術のナジム。


　片や、四人。





　──妖精博士フエアリー・ドクター、伊庭司。


　──錬れん金きん術じゆつ師し、ユーダイクス・トロイデ。


　──陰おん陽みよう師じ、猫屋敷蓮。


　──道術の柏原代介。


　こちらも、四人。





　ふたつの陣営は、すぐには動かず、緊きん張ちようの火花を虚こ空くうに散らした。


　しかし、臙脂色の衣を纏まとった行者ヨーギが揺ゆらいだことで、その片方に大きな動どう揺ようが生じたのだ。


「ドゥマ、お前……っ」


「問題ありません──」


　真しん摯しなマルチェッラの声に、ふるり、と行者ヨーギは首を横に振った。


「すぐに、この術式を取り戻さないと──ここまでの儀式が無に帰します──」


「…………っ」


　マルチェッラが、奥歯を嚙かむ。


　そう言ったドゥマの表情が、直視できぬほどに憔しよう悴すいしていたからだ。


　よくよく見れば、彼の傷口は早くも腐ふ敗はいしかかっていた。


　どろどろと崩くずれ、傷口の周囲の肉までもが黒く染まり、嫌な熱を持っている。恐るべきは至上の四柱──バールの鉤爪は触ふれただけで人間の身体からだを腐くさらせるに足りたのだ。たとえ行者ヨーギとして鍛きたえぬいた彼の身体でも、すぐさま治ち療りように移らねば、命はもつまい。


　しかし、


「なんとしても、すぐに儀ぎ式しきをやりなおします。ここの竜のカタチを、我らの夢のかけはしに──」


　と、ドゥマは立ち上がったのだ。


　実際、これで死んだとしても何の悔くいもあるまい。そういう顔を彼はしていた。


　なれば、止められるはずもない。


　マルチェッラは、細い吐息を口中でかみ殺した。


「分かった」


「──いいや」


　と、別の声が否定した。


　サマーコートを翻ひるがえらせ、この場でただひとりの魔ま法ほう使いならざる男は、ひどく切なげな目で彼らを見つめていたのだ。


　伊庭司であった。


「俺は、そうさせられない。〈アストラル〉はそういう依い頼らいを受けている」


「……やはり、相あい容いれないな」


　マルチェッラが喉のどの奥から、唸うなりをあげた。


　獣けものよりも獣らしい、憎にくしみに満ち充みちた唸りだった。


「……〈アストラル〉は、オズワルド・レン・メイザースに依頼を受けていたな」


「ああ」


「いいだろう。ドゥマの魔術は誰だれにも邪じや魔まさせん。救おうとした自分の仲間に食い殺されるがいい」







　──そして。


　　　その会話がもうふたりの運命を決定したのだ。







「残念だなあ」


　と、声にしたのは老人──ナジムであった。


　老人は、少し離はなれた場所に立つ少年──猫屋敷を見ていた。まるで自分の孫を見つめるような、温かい視線だった。


　黄ばんで風に汚よごれた髪かみを搔かきむしり、言う。


「お前は……もう、こっちには来れないだろう？」


「…………」


　老人は、猫屋敷蓮の心しん性せいを正しく見み抜ぬいていた。


　まだ曖あい昧まいとはいえ、自分のあるべき道を見いだしてしまった以上、無む闇やみに禁きん忌きを求めるようなやり方に少年は与くみせまい。どれだけ道を踏ふみ外そうが、最後の最後には、少年の精神こころは光を求めてしまう。


　そう。


　結局のところ、それが今回の事件で少年の見いだした真実ほんとうだった。


　そして、


「俺もな、今いま更さらこいつらから離れられねえよ」


「…………」


　少年も、その老人の在り方を嫌いやというほど分かってしまった。


　老人がこいつらと言った相手への想おもいを、悟さとってしまった。


　ああ。


　確かに、それは仲間だったのだ。


　たとえ、いつ背中を刺さされるか分からぬような、まっとうなつながりのない相手でも──やはり同じ闇やみを共有した仲間には違ちがいなかったのだ。


　だとすれば、ことここに至って、老人が見捨てられるはずもなかった。


「結局、俺はこっちで、お前はそっちか。ああ、それは本当に残念だなあ」


　くしゃくしゃと、幼子みたいに顔をしかめて、老人は笑っていた。


「…………」


　だから、どうしようもないと思ってしまった。


　そんな笑え顔がおを老人がつくるのが、きっともう何年も──何十年もなかったことだろうと分かってしまったから、少年はどうしようもないと思ってしまった。


　ここに、道は閉とざされた。


　あるいはありえたかもしれなかった未来は、もはや取り戻もどすことはできない。過ぎてしまった分ぶん岐き点は、たった十数秒前なのに、もう遥はるかな昔のようだった。


「……そうですね」


　と、視線を切った。


「司さん」


　と、もうひとりの名を呼んだ。


　すると、司は少し驚おどろいたような顔でこちらに振ふり返った。


「……猫屋敷くん」


「お願いがあります」


　少年は、はっきりと、正面から口にした。


「辞めるのは撤てつ回かいします。だから……あの爺じいさんとは……僕に決着をつけさせてください」


「…………」


　司もまた、それだけで猫屋敷の意思を知った。


　それだけで十分すぎた。


　どのようなやりとりが老人と猫屋敷の間にあったかは知らず、しかし今の猫屋敷がいかなる思想を持っているかを知るには、ただ一度瞳ひとみを見やるだけで良かった。


　軽く鼻を鳴らして、司は笑う。


「前も言ったよ。──俺は君が社員のつもりでいるって」


「…………」


　猫屋敷にも、それだけで十分だった。


「ありがとうございます」


　小さく言って、相手側を振り向く。


　ナジム、ドゥマ、マルチェッラ、そして操あやつられた隻蓮の、四人。


　対するは、司、猫屋敷、柏原、ユーダイクス──〈アストラル〉の四人。


　それぞれの魔ま法ほう使いたちは、ここに向かい合った。





　どうしようもない意地と信念と運命にかられて──ここに向かい合ってしまった。





　　　　２




　もはや、会話はなかった。


　互たがいの意思ははっきりとしており、譲ゆずり合う余地などありはしない。


　この土地の竜を利用した魔術儀ぎ式しき──『魔法使いを魔法にする』というその術式を巡めぐって、両者は決定的な対立を悟った。


　ゆえに。


　火ひ蓋ぶたの切られるのは、刹せつ那な。


「隻蓮！」


　マルチェッラが自らの従者ゾンビに叫さけぶ。


　この場合、もっとも融ゆう通ずうのきく──相手の仲間を利用するのは当然でもあった。


　そして、操られているがゆえに──命など惜おしまぬがために、僧そう侶りよはいつよりも素す早ばやく躊ちゆう躇ちよ無く踏ふみ込み、〈アストラル〉の誰もが反応できぬタイミングで、得意とする印いん形ぎようと真言を迸ほとばしらせた。





「韋駄天神に……帰命したてまつる（オン　ケンダヤ　ソワカ）……！」





　韋い駄だ天てん真言。


　いまやゾンビと化した隻蓮の肉体は、異常酷こく使しによる副作用とて怖おそれる必要がない。


　だからこそ、なお速い。


　矢や継つぎ早ばや、超ちよう加速からさらに叩たたき込まれる、第二の真言。





「帝釈天に……帰命したてまつる（オン　インドラヤ　ソバカ）……！」





　帝たい釈しやく天てん。


　明王をのぞけば、仏法の軍神として最高位とされる威い名めい。


　その真言とともに、四つの独どつ鈷こ杵しよが放たれる。すなわち仏敵を討うち滅ほろぼす神の紫し電でんを纏まとい、独鈷杵は狙ねらい過あやまたず、〈アストラル〉の全員へ弧こを描えがいた。


「隻蓮っ！」


　かろうじて反応したユーダイクスが、白いインバネスを翻ひるがえす。


　その内側から、独鈷杵と同数の何かが宙を舞まった。


　紙飛行機、と見えた。


　ごく薄うすい金属の箔はくを折ってつくられた紙飛行機であった。


　それは、おそらく錬れん金きん術じゆつによって、非ひ凡ぼんな飛ひ翔しよう性と制せい御ぎよ能力を付ふ与よされた品だったろうか。憧どう憬けいさえ思い起こさせる、誰だれもが一度は折りあげたろうカタチは、実に時速百七十キロを超こえて旋せん回かいした。


　ユーダイクスの意思のまま、四つの紙飛行機が狙い過たず独鈷杵を撃げき墜ついする。


　術式速度に勝まさる錬金術は、再び隻蓮の真言を封ふうじ込めたのだ。


　しかし、巨きよ漢かんの錬金術師もまた同時に、自分が罠わなにはまったことを知った。


「…………っ！」


　喉のどから声が漏もれるより先に、ユーダイクスの顔を覆おおう、飛鳥のごとき影かげ。


　マルチェッラが跳とんでいたのだ。


　助走もなく、数メートルの間合いを瞬しゆん時じに詰つめたのは、純然たる脚きやく力りよくの凄すさまじさであったか。


　空中からの回し蹴げりは的確にユーダイクスのこめかみをとらえ、半瞬、巨漢の思考回路を乱したその隙すきに、生木をもへしおる威い力りよくをもって、右鎖さ骨こつ、右胸部、左腹部とを乱打したのである。


　昼の戦いでは隻蓮とも伍ごした格かく闘とうの業わざ。


　単純な腕わん力りよくでいえばユーダイクスに分ぶがあるが、この接近戦では経験と速度に勝るマルチェッラへ軍配があがった。


　声もなく崩くずれ落ちるユーダイクスの後ろから、猫屋敷と柏原が飛び出す。


　ふわり、と包帯の奥で、マルチェッラが喉を鳴らした。





「──我は呪のろいとなす。獅し子し座ざの心臓よ、汝なんじの牙きばにて穿うがて！」





　ダークスーツから取り出されたガラス筒とうが、たちまち霊的物質エクトプラズムを放出させる。


　形成されるのは何本もの霊れい槍そう。


　その矛ほこ先さきに穿たれれば、たとえ見かけの肉体は無事でも、霊エーテル体から損傷する。魔ま術じゆつ戦せん闘とうにおいては、単純な負傷以上に致ち命めい的てきな効果といえた。マルチェッラの最も得意とする魔術のひとつ。


　しかし、その霊槍が放たれる直前、柏原の叫びが轟とどろく。





「五雷使者　五丁都司　懸空大聖　霹靂轟轟


　朝天五嶽　鎮定乾坤　敢有不從　令斬汝魂！」





　攝せつ邪じや咒じゆ、という。


　雷らい鳴めいにも似た叫さけびで、敵や悪あく霊りようを麻ま痺ひさせる道術である。


　マルチェッラの身体からだもまた、その例外とはなりえなかった。いいや、死霊術師ネクロマンサーとして霊に馴な染じんだ女の身体は、普ふ通つうの肉体以上に、その呪文に過か敏びんに反応した。


　霊槍を霧む散さんさせながら、女の身体が痙けい攣れんし、その隙を銀ぎん髪ぱつの少年が走る。


　縦四本、横五本の早九字ドーマンを、その指が切る。





「疾チツ！」





　中央から放たれるは、急きゆう急きゆう如によ律りつ令りようと書かれた一枚の霊れい符ふ。


　いわく、玄げん天てん上じよう帝てい石せき星せい符ふ呪じゆ。


　飛翔半ばで、霊符は土の雪崩なだれと化した。流星にも似たその礫つぶては、どこに当たろうとその箇か所しよを陥かん没ぼつさせ、砕くだけ散らせる呪いそのもの。


　柏原が動きを止め、猫屋敷がとどめをさす。


　無言の内に、ふたりが取り決めた戦術。


　しかし、それでもまだ遅おそかった。


　少年が動いたとき、特別展望台には、ある歌が流れたのだ。







　──泥どろから人を創り、煙けむりなき火から幽精ジンを創られた御おん方かた。


　　　かの方の言葉に虚きよ偽ぎはなし、疑うなかれ。


　　　双そうの東の支配者にして、両の西を統すべる御方。


　　　かの方の言葉に虚偽はなし、疑うなかれ。


　　　異なる海をひとつと成せども、互たがいに互いを圧することなく並び立たせる御方。


　　　かの方の言葉に虚偽はなし、疑うなかれ。







　それは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の一員として長く組んできたゆえの、チームワークでもあったろう。


　老人の傍かたわらにあった陶とう器きの壺つぼから、ぞわりと砂が溢あふれ、猫屋敷の霊符を遮さえぎる格好で実体化したのだ。激しい礫の雨も、もとより砂の相手には通じる道理がなかった。


　幽精ジン。


　アラビアの多くの伝説に語られる、原初の精せい霊れい。


　この幽精ジンを呼び出す時間をつくるため、マルチェッラは隻蓮との同時攻こう撃げきに打って出たのだった。


　そして、その攻勢は図にあたった。





「疾チツ！」





　さらに、猫屋敷の霊符が走る。


　すなわち、九きゆう天てん応おう元げん雷らい声せい符ふ呪じゆ。


　敵のコンビネーションに対し、それに挟はさみ込めるだけの速度を持った、最速の符を選んだのだ。


　しかし、その一いち撃げき程度では幽精ジンの身体を構成する砂が、三割ほどこそがれたに過ぎぬ。


　そして、我に返ったマルチェッラがにんまりと唇くちびるを歪ゆがめたのだ。


「……お前は厄やつ介かいそうだ」


　マルチェッラの瞳ひとみは、柏原をとらえていた。


「いや、ちょっと……放っておいていただけると……」


　情けなく、柏原の顔が泣きそうにゆるんだところへ、視界の隅すみから別の影かげが躍おどりかかった。


「あ、が──っ！」


　猛もう烈れつな勢いで、立ち直った隻蓮が体当たりしたのだ。


　単純すぎるゆえ、対処する時間さえなかった。


　もんどりうった柏原が、すぐ背後にいた猫屋敷をも巻き込んで倒たおれ、〈アストラル〉の陣じん形けいが総そう崩くずれとなる。ゾンビとさせられた隻蓮の腕わん力りよくは、ふたりの魔法使いを押さえ込んで、なお余よ裕ゆうがあった。文字通り、熊の抱擁ベアハツグにも匹ひつ敵てきする凄すさまじい圧力に、柏原も猫屋敷もただ悶もん絶ぜつするよりほかになかった。


　そして、


「ナジム……！」


　同輩マルチエツラの叫びの意を、ナジムは正しく悟さとった。


　そのまま、聖句は新たな節へ移った。







　──災わざわいなるかな、世にあまねく中傷者、悪意の蓄ちく財ざいをなす者よ。


　　　その財は永久の命の冠かんむりにあらず、かの者を業ごう火かの獄ごくに繫つなぐ鎖くさりなり。


　　　そは偉い大だいなる御方の裁きの火。


　　　逃のがれざる列柱にてかの者を囲み、その頭上を覆おおい、心の臓まで焼き尽つくさん。


　　　偉大なる御方の御心のままに（インシヤラー）。







　年老いた老人とは思えぬ、麗うるわしき声こわ音ね。


　ごお、とすべてが朱しゆ色いろになった。


　砂の幽精ジンは、その歌に従って、炎ほのおと変じたのだ。


　文字通り、それは裁きの火であった。


　特別展望台に張り巡めぐらされた鉄柱さえ紅あかく溶とかし、数千度という熱が世界を押し包つつんだのである。灼しやく熱ねつというも愚おろかしい熱波は、水分という水分を蒸発させ、空気からして地じ獄ごくの成分へと置き換かえた。


　時間さえも、炎に焼き尽くされたように思えた。


　実際、それほどの熱にあっては、秒瞬も数時間も同じことだったろう。たかが人間の肉体ごとき、骨の芯しんまで炭化するほかない。


「……燃え尽きたか？」


　ぽつり、と嗄しわがれた声がこぼれた。


　朱色から灰色へと世界が移っていく。


　世界の終しゆう焉えんを示すかのように、ただはかなく色を無くしていく。


　三人の〈螺旋なる蛇オピオン〉と──幽精ジンだけが、朦もう朧ろうとその中に佇たたずんでいた。


　裁きの火と告げられた聖句は、敵対者以外を傷つけぬ。


　かつて自らに捧ささげられたある家族のことを思い出すように、たゆたう幽精ジンの姿はただ哀かなしげであった。


　しかし、





「あまねく諸仏に帰命したてまつる……とくに……水天に帰命したてまつる（ナウマク　サマンダ　ボダナン　バロダヤ　ソワカ）……」





「何……っ?!」


　流れる真言に、老人の眉まゆが皺しわをきつくした。


　水すい天てん真言。


　火ひ除よけで知られる、十二天の一角をなす神の真言だった。すなわち竜を眷けん属ぞくとし、ありとあらゆる水の要素を統すべる神格。


　その真言に支えられ、直径数メートルの球形に、幽精ジンの炎が退けられていた。


　ああ。


　紅いただ中には、いくつもの人ひと影かげが黒く浮うかんでいたのだ。


　──〈アストラル〉の魔法使いたちが！


「ちょちょちょ、社長、ちょっとだけ死ぬかと思いましたよ?!」


　最初に、ひどく弱々しげな口調で柏原が訴うつたえる。


「まあ、そう言わないでよ。ほかに方法が思いつかなかったんだからさ」


　ついで、〈アストラル〉社長・伊庭司が、眉をひそめた。


　その腕うでに、隻蓮が支えられていたのだ。この状じよう況きようで、細葉巻シガリロから紫し煙えんをくゆらせて、伊庭司は健在だった。


　しかも、そのまま、こんな風に尋たずねた。


「大だい丈じよう夫ぶかな、隻蓮くん」


　すると、返事があった。


「醜しゆう態たいを……さらしてしまったでござる……皆みな……は……？」


　司にもたれかかるようにして、隻蓮が薄うすく目を開いていたのだ。


「うん、問題ない。君のおかげだよ。できれば、後で腹を切ってお詫わびとか言わないでもらえるとありがたい」


「それはなんとも……困るでござるな……。蓮……」


　瞳ひとみが、隣となりへ移る。


　猫屋敷とユーダイクスも、その隣に立ち上がっていた。


　どちらも、無傷ではなかった。自分たちの足で立ってはいたものの、今の攻こう防ぼうによるダメージはけして軽いものではなかった。


　白い顔で、猫屋敷は軽く脇わき腹ばらをさすった。


「あなたのせいで、ひどい目にあった。多分、肋ろつ骨こつが折れてる」


「私は、貴重な触媒カタリストを失うことになった。第一級の品だけは避ひ難なんさせたが、触媒カタリストの八割方と研究室が全焼したぞ」


　猫屋敷とユーダイクスの言葉に、隻蓮が淡あわく微び笑しようした。


「詫びは……何がいい……？」


「自分で考えろ」


「右に同じだ」


「では……言葉に甘えよう……」


　がくり、と隻蓮の頭が司の胸むな元もとを滑すべった。


　それとともに、ゆっくりと〈アストラル〉を包む水の結界も消えていった。すでに幽精ジンの炎も消散しかかっており、〈アストラル〉の面々を傷つけるほどではなくなっていた。


　何より、もうひとり、衝しよう撃げきを受けている魔ま法ほう使いがいた。


「お前、何を……した……」


　マルチェッラが、問うたのだ。


　語ご尾びが、かすかに震ふるえていた。


　ゾンビ・パウダーの支配は絶対だったはずなのだ。


　いかに隻蓮という魔法使いが強きよう靭じんでも、毒に肉体を奪うばわれ、魔術に意思を奪われては抵てい抗こうできるはずがない。


　その動どう揺ようと怒いかりに、司は微び苦く笑しようして、肩かたをすくめた。


「ああ、種明かしは簡単さ」


　長い人差し指をあげて、こくりとうなずく。


「確かに、ゾンビ・パウダーは解げ毒どくできなかった。だけど、それとゾンビとしての精神支配は別だ。君らが喋しやべりあってもいないのに、遠えん隔かくから精神支配できた理由を考えれば、こちらの対処はできたんだよ」


　すう、とその人差し指が隻蓮の胸を向いた。


　汚よごれた袈け裟さの胸元には、一枚の霊れい符ふが貼はられていたのである。


　それを見た行者ヨーギ──ドゥマが目を見張った。


「そうですか……太たい上じよう老ろう君くん符ふ。さきほどの老君神呪と同じものですね──」


　至上の四柱たるバールとドゥマが激げき突とつしたとき、ドゥマの砂曼まん荼だ羅らを消しよう滅めつさせた柏原の術と、同じ系統の符であった。


　もとより、道術は『ありえざる不自然』を糺ただすとき、最大の『力』を示す。


　すなわち、魔術特性──〈中庸なる道（Taoism of Moderation）〉


　神道の絶対結界とは異なる、それは性質中和とでも言えたろうか。


　解げ脱だつした仙せん人にんが世界を乱さぬのと同じに、その術は世界に法則を取り戻もどさせるのだ。


「隻蓮さんを体当たりさせたときに起動した。──いえ」


　と、ドゥマは自分の言葉の一部を否定した。


「ああして組み付かれてから咄とつ嗟さに出せるものではありますまい。最初から、こうなるのを狙ねらってましたか──」


「まあ、そうなるかな」


　くすりと笑って、司はマルチェッラを見やる。


「ゾンビ・パウダーは解毒できない。でも、君と隻蓮くんの間に通じた糸パスぐらいなら、一時的に中和することはできる。後は、隻蓮くんの意思力なら、ちょっとは期待してもいいかもってね」


「期待してもいいかも……だと……」


　マルチェッラが、奥歯を嚙かみ締しめる。


「そんなことで……自分の身を賭かけたのか……？　仮にも魔法使いが？」


「僕は魔法使いじゃないからね。賭けるものなんて、せいぜいこの身と命ぐらいしかないもの。──もっとも、だからこそ、賭ける相手と賭け時は間ま違ちがえないようにしてるつもりだよ？」


　飄ひよう々ひようと、司は言う。


　この戦いさえ、彼にとっては日常の一風景と変わらないと──そう言うようでもあった。


　いいや。


　違う。


　急に、その声こわ音ねが変わった。


「……それに、怒ってるのが君だけだと思うな」


　指をあげた。


　かけていた眼鏡めがねを取り去り、むしろひそやかに司は告げた。





「社長命令だ」





　ぞくり、とその場の全員が震えた。


　その声の、奥底に湛たたえられた厳しさを、誰だれもが知ったからだった。





「猫屋敷、ユーダイクス、対カテゴリーＮ０３魔術・連れん携けい術式Ｆ０４、Ｊ０５」





「──疾チツ！」


「…………っ！」


　ふたりの身体からだが、同時に霊符とインバネスを翻ひるがえす。


　マルチェッラも、確かに反応した。


　魔術戦せん闘とうにおいて、速度は大きな要因となる。


　とりわけ、マルチェッラはその重要性を叩たたき込まれていた。どんな戦せん況きようにも半ば条件反射的に対応できるよう、身体の奥底まで訓練という時間をしみこませていた。


　咄嗟に、ガラス筒とうを掲かかげる。





「──我は護ご符ふとなす。乙おと女め座ざの小腸よ、我を守護せよ！」





　女が頼たよりとする、守護魔術。


　霊的物質エクトプラズムでつくられた『膜まく』は、あらゆる魔ま術じゆつを滑すべらせる鉄てつ壁ぺきの鎧よろいとなる。


　なのに。


「……Che Cosa何?!」


　先に放った猫屋敷の霊符は炎ほのおと化し、その霊的物質エクトプラズムが『膜』となるよりも早く、すべて焼き払はらったのだ。


　すなわち、泰たい山ざん府ふ君くん炎えん羅ら符ふ呪じゆ。


　しかも、続けてユーダイクスの放った紙飛行機の群れは、幽精ジンが庇かばうこともできぬ速度でマルチェッラの掲げたガラス筒を叩き割り、そのまま女の身体さえも切り裂さいた。


　その翼つばさの鋭するどさこそが、飛ひ翔しよう速度の秘密だったか。


　たちまち、女の身体は自らの血にまみれ、肉も骨も断たたれてマルチェッラは膝ひざをついた。


「何……だと……っ」


　まるで、自分がどのような術を、どのようなタイミングで使うか、最初から見み透すかされていたみたいだった。この事件ではたった一度使っただけの術にも拘かかわらず、女の反応までも知り尽つくしていたように。


（……まさ……か……っ）


　膝を折ったまま、女は息を止めた。


　そんな現象に、心当たりがあったのだ。


〈螺旋なる蛇オピオン〉にとっても、けして無視できぬ稀まれなる体質。


　あらゆる呪じゆ力りよくを見み極きわめ、その流れを知覚しうる奇き跡せき。かつて神代の魔法使いたちが持ち合わせたという伝説の瞳ひとみ。


「まさか……お前……妖よう精せい……」


「妖精眼グラム・サイト……とでも言いたいのかい」


　薄うすく、司は笑う。


　冷ややかな、鋭い瞳でマルチェッラを見つめている。


「俺にそんなものはないよ。うん、そんな特別な『力』なんて、心底必要ない」


「必要……ない？」


「君たちは、ただの人間をなめすぎだろう」


　伊庭司は、ただ静かに言う。


「魔術は、特とく殊しゆな血統を継ついだものしか扱あつかえない。でもね、魔術そのものは誰にだって学ぶことができるし、その効用や術式だってパターン化できるもんだ。だったら、専門に対魔法用の理論だってつくるのは可能だ。あらかじめ、その迎げい撃げきパターンを社員の皆みなと打ち合わせておくこともね」


「…………っ！」


　今も流れ出る自らの血が、残らず凍こおりつくのをマルチェッラは感じた。


　そんなはずがない。


　確かに、ある程度、魔術のパターン化というのはできる。同じ状じよう況きようで同じ術式を使えば、成功度の上下こそあれ、基本的に似た結果になるのは当然だ。


　しかし、所しよ詮せん、それはある程度だ。


　個人によって、魔術の在り方は大きく変化する。


　単に炎を呼ぶだけの術式だって、人によってはライター程度の結果に終わり、人によっては一年後に火災を呼ぶという、予測不能の結果となる。


　司の言っているのは、そういった魔法使いの個性さえも計算し、ただその計算だけで先読みするという人間離ばなれした──考えもしなかった領域。


　妖精博士フエアリー・ドクター。


　魔法使いならざる魔法使い。


　魔法使いの枠わくにさえとどまらぬ──魔法のごとき存在。


「ナジム！」


「……おお」


　耐たえきれず発した叫さけびに、答える声があった。


　詩文が流れたのだ。







　──かの御おん方かたは言い給たまえり、業ごう火かが汝なんじらの住まいであると。


　　　英明にして全知なる御方の許しなく、かの獄ごくより逃のがれる能あたわじ。


　　　不義の徒は自らの罪ゆえに集つどい、自らの罪ゆえに滅ほろぶ。







　その詩文とともに、幽精ジンは三体に分ぶん裂れつした。


　砂と、炎と、嵐あらしの巨きよ人じん。


　災さい厄やくそのものとなった三柱の巨人こそは、ナジムという魔法使いの切り札でもあったろう。


　しかも、詩文はとどまらずにさらなる呪力さえも招いた。







　──天空、微み塵じんと裂け諸星散じる時、


　　　あまたの海溢あふれ、墓場暴かれし時、


　　　汝はその罪におののき、己おのれの残せし咎とがを知らん。


　　　その魂たましいは業火にて灼やかれ、獄より逃れる能わじ。







　ごおっ！


　巨人が、吼ほえた。


　過か剰じような呪力をそそぎ込まれ、その身体からだが肥大する。


　砂と、炎ほのおと、嵐。それらの構成要素さえ飛ひ躍やく的に増大していく。ただでさえ三メートル近かった巨人たちは、いまや特別展望台の天てん井じようすれすれまで巨大化していた。いいや、天井さえ破は壊かいしながら、こちらへと迫せまってきた。


　三体のそれぞれが──しかも、わずかに時間さえずらして、さらに対処しにくくしながら、〈アストラル〉のメンバーに襲おそいかかったのだ。


「…………」


　その、暴ぼう虐ぎやくの化身たちを見つめて。


　司は、低く呟つぶやいた。


「柏原、猫屋敷、対カテゴリーＫ０７魔術・連れん携けい術式Ｄ１４、Ｆ１３」


「は、はい」


　うなずいた柏原の唇くちびるから、鋭するどい呼気と口こう訣けつが迸ほとばしる。





「五雷使者　五丁都司　懸空大聖　霹靂轟轟


　朝天五嶽　鎮定乾坤　敢有不從　令斬汝魂」





　攝せつ邪じや咒じゆ。


　マルチェッラを麻ま痺ひさせた呪じゆ法ほうは、三体の幽精ジン相手にも十全たる『力』をあらわし、数秒なりともその場に立ちすくませた。


　もとより霊れいや神──霊エーテル体に訴うつたえかける呪法なれば、効果があるのも当然だったろうか。いいや、この場合、幽精ジンの性質を見切って、その呪術を選んだ司の見識こそが恐おそろしい。


　呪じゆ縛ばくされた幽精ジンの中心を、さらにひとりの影かげが走る。


　猫屋敷蓮。


　そして、その横合いを四匹ひきの影が寄り添そう。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～～あ」


　鳴きかう猫ねこたちを横目に見ながら、猫屋敷はある呪文を口ずさんでいた。





「ひとつがふたつ、ふたつがよっつ、よっつがやっつ、やっつがじゅうろく──」





　祝詞のりとのごとき、独特のリズムを内包したゆるやかな詠えい唱しよう。


　その呪句を唱えながら、少年は思う。


（……約束を、守りましたか）


　戦いの前、猫屋敷は司に言った。





　──『あの爺じいさんとは……僕に決着をつけさせてください』





（…………）


　信じたわけではなかった。


　しかし、司は守ったのだ。彼の口にした連携は、猫屋敷を老人のもとに送り込むためのものだった。


　ならば、自分もそうでなければなるまい。


　司の期待する『〈アストラル〉の社員』とやらを、完かん璧ぺきに演じなければなるまい。





「太極より両りよう儀ぎ生じ、両儀より四象に至り、四象は八はつ卦けへと変わり、八卦は六十四卦の大成卦となす。されど、我はその爻こうを押し開き、三百八十四の爻を結ばん──」





　幽精ジンたちが、麻痺から立ち直る。


　しかし、そのときには猫屋敷の術も完成していた。


「今こ宵よいの演だし物は、四神相応がひとつ──六十四卦三百八十四爻の陣じん」


「い～～～～～～～～～～～～～あ～～～～～～～～～～～～～～～～～」


　ひとつがふたつ。


　ふたつがよっつ。


　よっつがやっつ。


　やっつがじゅうろく。


　その言葉通り、数百を越こえようかという猫の影が、四匹の猫の周りから分ぶん裂れつしたのである。


　六十四卦三百八十四爻の陣。


　精せい妙みように呪力を循じゆん環かんさせ、式神の霊エーテル体を爆ばく発はつ的に模写・分裂させる呪法。


　いかに三体の幽精ジンが強力といえど、それだけの数の猫の影を、すぐさま消し去るには至らない。ほとんどは鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで消し去られながら、しかしあまりの数に、幽精ジンはまともに動くこともままならなくなった。


　主人である老人を守ることも。


「……やるなあ」


　それを見て、ナジムが笑う。


　嬉うれしそうに笑う。


　猫屋敷と決別したときの淡あわい笑えみとは、本質的に異なる笑み。


「……愉たのしいなあ、猫屋敷」


　と、笑う。


　そのどちらもが、老人の本当だった。


（……あなたは……っ）


　走りながら、猫屋敷の胸を一いつ瞬しゆんだけ痛みがよぎった。


　次の一瞬、互たがいの視線が交こう錯さくし、思考も逡しゆん巡じゆんも離はなれて、少年の指が符ふを放った。





「疾チツ──ッ！」





　飛ひ翔しよう半ばで、符は凶きよう暴ぼう無む慈じ悲ひな水の龍りゆうと化し、敵対する術者へと襲おそいかかる。


　いわく、黒こく竜りゆう北ほく斗と水すい帝てい符ふ呪じゆ。


　同時、老人もまた新たな詩句を紡つむいだ。







　──正しき道を歩まぬ者、火か獄ごくの薪まきとならん。







　命令と呪力を与あたえられ、嵐あらしの幽精ジンが猫ねこたちの包囲を抜ぬけた。


　水の龍にわずか遅おくれて、その嵐が少年へと殺さつ到とうした。


「……愉しいなあ」


　老人が、唇くちびるを歪ゆがめる。


「……僕は、はじめて愉しくないです」


　少年が、ひっそりと答えた。





　どちらも、互いを殺したいと思った。


　どちらも、互いを殺したくないと感じた。





　刹せつ那な、猫屋敷は幽精ジンの嵐に、老人は水の龍に呑のまれていった──。





　　　　＊





　戦場には、もうひとつの動きがあった。


　幽精ジン使いを柏原と猫屋敷に任せ、伊庭司は最後の〈螺旋なる蛇オピオン〉へ振ふり向いていた。


　タントラ・ヨーガの行者ヨーギ。


　ドゥマ。


「砂曼まん荼だ羅ら……ですか」


　この相手には、伊庭司も敬語を使った。


「ええ」


　行者の足元には、砂曼荼羅が復活していた。


　戦いのよそで、幽精ジンの一部を使って、構築させたものだった。


　バールの一いち撃げきで重傷を負ったドゥマは、戦いに加わらず、この術式の復活だけに力を注いでいたのだ。いかに〈アストラル〉が勝まさろうが、その術式が成功しては意味をもたず、ゆえにドゥマの選せん択たくは極きわめて正しいものであった。


「術式自体は、竜の使し役えきと似たもの……ですね」


「はい」


　竜の使役。


　西洋の結社であれば、７＝４（アデプタス・イグゼンタプス）──人の身でなせる魔術の限界。それだけで、この行者ヨーギがいかなる高みにあるか、司には嫌いやというほど分かった。


「では、術は成ったのですか」


「はい──」


　ドゥマが、手を開いた。


　皺しわの浮ういた手のひらに、小さな花が生まれていた。


　目をそらすと、それだけで萎しおれてしまいそうなほど、はかなく白い花だった。


　そして、実際に、たちまち花は変じていったのだ。


　花弁が萎れ、茎くきが朽くちて、あっという間にどんどん縮んでいった。たった数秒で数日間のフィルムを早回しに見るようだった。


　小さく、赤い種だけがそこに残った。


　血を凍こおらせたような、真しん紅くの棘とげを生やした種。


「紅あかい種……」


　司が呟つぶやく。


「本来ならば、もっと多く、もっと質の良いものを収しゆう穫かくできるはずでした。とはいえ、これだけ儀ぎ式しきを短縮して急速に孵ふ化かさせたのですから、たったひとつ収穫できただけでも十分でしょう」


　静かに、行者ヨーギは言う。


「これが私の、いいえ、私たちの夢です──」


　実に満足そうな顔で、ドゥマはその種を見やった。


「魔ま法ほう使いが魔法になる方法が……ですか」


「それも、夢につながるひとつの段階です」


　ドゥマが言う。


「しかし、説明してもあなたには分かりますまい。あなたは、魔法使いではありませんから。……そして、だからこそ、あらゆる魔法使いにとって甘い毒です──」


「あなたの同どう輩はいにも、そう言われましたよ」


　司が苦く笑しようする。


「どちらにしても、それを持っていかせるわけにはいきません」


「そうでしょうね」


　互たがいの立場を、伊庭司と行者ヨーギは認にん識しきしあった。


　少し離はなれたまま、司がため息をつく。


「正直、あなたとはあまりやりたくない」


　ゆったりと、行者ヨーギもうなずいた。


「私も、人を傷つけるような魔術は知りません──私ができるのはこの程度ですよ」


　その唇が、遠い国の古い言葉を発した。





「──Tvam eva Caksuh Samjanayann Ditsa Rupa Vikalpah-taram（汝の眼に生ずるを欲する。色に大いなる錯覚が）」





　ほう、ほう、と司の周りにおかしな影かげが映った。


　砂曼荼羅が、いくつにも増えていた。


　ドゥマもまた、そのすべての砂曼荼羅に座っていた。


　いつのまにか、司のいる場所は特別展望台ですらなく、はるか彼方かなたの雪山であった。


　幻げん覚かくである。


　インド哲てつ学がくでは、人間が感じられるものはすべて幻まぼろしであると説く。そして、いかにすれば幻の世界を脱だつし、真なる我アートマンを見いだせるかという──そのための技術こそがタントラ・ヨーガなのだ。


　その摂せつ理りを逆に使えば、こうして人間の感覚器官を騙だまし、幻覚を見せることも可能である。常夏の国をヒマラヤと錯覚させ、凍とう死しさせることだって、ドゥマにはできるだろう。声を限りに叫さけんだつもりでも、すぐ隣となりの人間にさえ届かないだろう。この幻の世界で、司は一生を終わるはずだった。


　相手が、人間なら。


　どこか哀かなしげに、司は唇くちびるを開いた。


「ユーダイクス、対カテゴリーＬ０６魔術・術式Ｊ１８」


「了りよう解かいした」


　幻の外から、声が届いた。


　自動人形オートマタであるユーダイクスに、幻覚は力を発揮しない。


　白いインバネスから、とりわけ小さなフラスコが投とう擲てきされ、砂曼まん荼だ羅らへぶつかって、砕くだけ散った。


　すると、赤ん坊ぼうの握にぎり拳こぶしほどもない小さなフラスコの中身は、たちまち砂曼荼羅を溶とかしていった。


　万物融解剤アルカヘスト。


　賢けん者じやの石の原料ともされる溶よう液えきは、バールにさえ屈くつしなかったドゥマの砂曼荼羅を、瞬またたく間に崩ほう壊かいせしめたのだ。


「なるほど──」


　ため息が、こぼれた。


　司の世界の中でも、すべての砂曼荼羅が溶けていき、すべての行者ヨーギが口から血をこぼした。


　もとより、バールの一いち撃げきは致ち命めい的てきであった。ユーダイクスの万物融解剤アルカヘストが砂曼荼羅を溶解せしめたとき、行者ヨーギを支えていた緊きん張ちようの糸も途と切ぎれたのだ。


　雪山も消えた。


　もとの特別展望台へと戻もどり、司は哀しそうに行者ヨーギを見つめた。


　すると、行者ヨーギはむしろ喜ばしいというような声で、はらりと微び笑しようしたのだった。


「これが──〈アストラル〉ですか──」





　　　　＊





　──老人が倒たおれると同時に、幽精ジンが消えた。


　──砂曼荼羅が溶けると同時に、行者ヨーギは血を吐はいて倒れた。





「ドゥマ！　ナジム！」


　叫んで、マルチェッラが立ち上がった。


　多くの血液を失いながら、女はなお走った。


　今や、その包帯はほとんどがちぎれていた。


　いつのまにか帽ぼう子しも失われ、隠かくしていた顔が露あらわとなっていた。


　その顔の右半分は世にも美しい美び貌ぼうだというのに、左は無む惨ざんに爛ただれ、その髪かみも七割方が抜ぬけ落ちていたのだ。


　おそらくは魔ま術じゆつの失敗か、はたまた代だい償しようか。


　女が〈螺旋なる蛇オピオン〉へその身をおいたのも、それが理由であったろうか。


「伊庭──司──っ！」


　走りながら、女は仇きゆう敵てきの名を呼んだ。


　もはや呪じゆ力りよくを練る余力さえなく、ほとんどの触媒カタリストを破は壊かいされ、ゆえに女はただ残された肉体のみで、司へと躍おどりかかった。


「お前さえ、いなければ──っ！」


「ああ……そうかもね」


　軽く、司はかぶりを振ふった。


　その司に、マルチェッラの拳こぶしが突つき刺ささる。


　たとえ魔術を失っても、呪力で強化された拳は健在。人間の頭ず蓋がい骨こつごとき、一撫なでで粉ふん砕さいする剛ごう力りきを残していた。威い力りよくも速度も申し分なく、拳は伊庭司を即そく死しさせるはずだった。


「…………っ?!」


　その拳が、異様なうねりに巻き込まれたのだ。


　──五ご行ぎよう拳けんという、ある種の拳けん法ぽうの基本がある。


　五つの身体用法を五行に見立てた、シンプルにして実じつ践せん的な型。


　ならば、それは五行拳の先に構築された絶ぜつ招しよう──『虎こ撲ぼく』。


　マルチェッラの拳をもその両手が絶ぜつ妙みように受け流し、あまつさえベクトルを変へん換かんさせて、伊庭司の身体は津つ波なみのごとくマルチェッラの懐ふところへ沈しずみ込んだ。


　震しん脚きやく。


　十全に練り合わせた応力と沈ちん墜つい勁けいが、腰こしから脊せき柱ちゆう、脊柱から腕うでへと迸ほとばしる。


　掌てのひらにはさきほどの太たい上じよう老ろう君くん符ふを握にぎり込み、その両手がマルチェッラの鳩尾みぞおちへと陥かん没ぼつしたのだ。


「…………」


　しばらく、その体勢のまま、どちらも動かなかった。


「お、前……は……」


　マルチェッラの方が、たたらを踏ふんだ。


　そして、それ以上の驚きよう愕がくに満ちた目で、伊庭司を見やったのである。


「お前、は……そんな……『力』まで……」


　さらに数歩よろめき、マルチェッラは柱にもたれかかった。


　身体が、ろくに動かなかった。


　太上老君符によって、一時的ではあっても呪力を中和させられたところに──単なる人間と同じ身体能力に堕だしたところに、今の一撃を受けたためだった。


　……いいや。


　たとえ、太上老君符がなくても、無事であったかどうか。


　最後の司の絶招は、まさしく達人の域であった。その勁けいは単に凄すさまじい威力を誇ほこるだけでなく、マルチェッラの身体の奥深くまで浸しん透とうしきったのだ。


「どこまで……人を騙だます気だ……」


「奥の手は、最後まで出さないから奥の手だろ。……それに、これはびっくり箱程度の一発芸なんでね」


「よく言う……詐さ欺ぎ師しめ……」


　これほどの勁を発するのに、一体、どれほどの年月と鍛たん錬れんが必要か。


　化け物を見る目のマルチェッラに、


「取引しよう」


　と、司は持ちかけた。


「な……？」


「隻蓮くんの解げ毒どくをしてくれれば、君たちを見み逃のがす。今なら、まだ……そこの行者ヨーギも命をとりとめられるだろう。お前たちの術式は回収させられないけど、逆に、〈アストラルうち〉が依い頼らいされてるのもそれだけだ」


　その申し出に、マルチェッラがまなじりをつりあげる。


「どこまで、人を愚ぐ弄ろうする……！」


「……いいや、こいつらは本気だぜ」


　今にも途と絶だえそうな喘ぜん鳴めいで、横合いから老人が言ったのだ。


　その腕に、行者ヨーギドゥマが抱かかえられている。


　背後では、猫屋敷が気を失っていた。


　最後の攻こう防ぼうは、紙かみ一ひと重えで老人が勝ったようだった。年の差であったかもしれないし、経験の差であったかもしれない。一対一の魔術戦せん闘とうならともかく、こうして複数の魔法使いが入り乱れ集中力を分散させられる環かん境きようでは、まだ老人が上回っていたらしい。


　同時に、柏原がナジムを止めなかったのも、彼が少年にとどめをささないのを知っていたからだろう。


　ユーダイクスと柏原は、それぞれが老人とマルチェッラを監かん視ししながら、その場に佇たたずんでいた。疲ひ労ろうこそあっても、その目配りに油断はない。もしもナジムたちが胡う乱ろんな動きをすれば、すぐさま阻そ止しの術をつむぐだろう。


「ふん」


　軽く、老人は肩かたをすくめた。


「認めろマルチェッラ。俺らの負けだ。これ以上争って得られるのは、つまらねえ死だけだぜ」


「……私、は」


「マルチェッラ、ドゥマがもたねえ」


「…………っ」


　その言葉が、マルチェッラの肩を震ふるわせた。


「…………」


　うつむき、女は無言のままスーツの懐から、小さな試験管を取り出した。


　どうやら解毒剤ざいらしき緑の溶よう液えきが、その中に揺ゆれていた。


「分かった」


　と、司が受け取る。


　場の緊きん張ちようが、一いつ瞬しゆん、ゆるんだ。


　そうして、この場の長い戦いも終わるはずだったのだ。


　本当なら。





「──いいや、お前たちはここで終わる」





　突とつ然ぜん、巨きよ大だいな腕が床から生えた。


　疾しつ風ぷうといい、迅じん雷らいという。まさしくそのままの神速で、ほんの一瞬全員が気をゆるませたタイミングで、その腕は宙を伸のびた。


　司は動けなかった。


　ユーダイクスも気がつかなかった。


　隻蓮も猫屋敷も、いまだ倒たおれたままだった。


　柏原だけは……分からない。





　次の刹せつ那な、マルチェッラとナジムと、老人の抱えた行者ヨーギまでもが、その鉤かぎ爪づめに引き裂さかれたのだった。





　　　　３




「──どうしました、穂波さん」


　家政婦の楽がくが、ことりと首を傾かしげた。


　さっきまで美味おいしそうにプリンを食べていた穂波が、その手を止めていたからだった。


「ううん」


　と、穂波はかぶりを振ふった。


「ううん。今、何か、あった気がしたの」


　窓を眺ながめて、穂波はふるりと身を震わせた。


　自分でもどうしてこんな気分になるのか分からなかった。


　そして、おばあちゃんさえいてくれれば、こんな不安にさらされることもないだろうにと、少しだけ思った。


「早く布ふ団とんに入るといいですよ。今日は病院も行くことになって、大変でしたもの。楽は本当に肝きもを冷やしました」


「……うん」


　少女がうなずく。


「はやく、おばあちゃんが帰ればいいのに」


　胸の内の不安を振り切るように、穂波・高瀬・アンブラーはそんな言葉を漏もらしたのであった。





　　　　＊





「……お父様っ」


　起きあがって、アディリシア・レン・メイザースははっと目を見開いた。


　ホテルのベッドであった。


　額に、じっとりと嫌いやな汗あせを搔かいていた。


　街を彷徨さまよった風景は、はっきりと脳のう裏りに刻まれている。それがけして夢でないことも、足に残った疲ひ労ろうが教えてくれた。


　もっとも、何を見たのかについては、ひどく記き憶おくが曖あい昧まいだった。


　思い出せないのではなく、脳のどこかが思い出さないように鍵かぎでもかけているようだった。


　ただ、最後の瞬間に、父の顔を見た気がした。


「……どうかしましたか」


「ガラ」


　隣となりに立っていたのは、ラテン風の少年だった。


　父に見込まれ、正式な入信儀礼イニシエーシヨンはまだにも拘かかわらず、直々に魔術を仕込まれている相手だ。その卓たく越えつした適性から、いずれ源げん霊れいの委い譲じようさえありえるのではと目されている。


　こうして顔を合わせることは滅めつ多たにないのだが──なんとなく、アディリシアはこの少年が好きではなかった。


「お父様は？」


「アディリシア様をおいて、すぐに出られました。留守は私が預かってます」


　丁てい寧ねいに、ガラが説明する。


　アディリシアの様子をうかがって、こう付け足した。


「すぐに、首領はお戻もどりになるでしょう」


「分かってますわ」


　顔をそむけて、アディリシアは奥歯を嚙かんだ。


　父のことは心配してない。


　オズワルド・レン・メイザースは完かん璧ぺきな魔ま法ほう使いだ。ソロモン全七十二柱さえ喚かん起きし得た、至上二番目のソロモン魔術の達人アデプト。その存在は、少女の中で神聖ですらある。


　……なのに。


　なのに、どうして。


　自分は、こんなに不安になるのだろう。


「…………」


　わきあがる不思議な感情を押し殺し──少女は、きゅっと唇くちびるを嚙んだのであった。





　　　　＊





「……どうしたの、お兄ちゃん」


　隣のベッドから、一歳違ちがいの義妹──勇ゆう花かがひょこりと顔を覗のぞかせた。


　自分がうなされて、飛び起きてしまったせいだった。


　荒あらい息を整えてから、伊い庭ばいつきは首を横に振ふる。


「ううん、なんでもない」


「あー、お兄ちゃん、また怖こわい夢見たんでしょーっ！」


　ぴしゃり、とまるまっちい手が、こちらを指さした。


「ち、違うもん！」


「ふうん？　ええと……じゃあ、おねしょしちゃったとか！」


「だから違うってば！」


　たわいない兄妹きようだいのやりとり。


　そうする内に、残っていた胸のざわつきも薄うすらいでいく。


（……ん、と）


　ふと、いつきは右目を押さえた。


　いつも怖い幽ゆう霊れいや化け物を見てしまう瞳ひとみ。


　だけど、いつきはこの目が嫌きらいじゃなかった。たまに楽しい幽霊だっているし、面おも白しろがって昔の話を聞かせてくれたりもする。そういう世界の裏側を垣かい間ま見たとき、いつきは不思議な高こう揚よう感かんにとらわれるのだった。


　……では、今のは？


（……何だったんだろう）


　いつきは、思う。


　夢ではない。


　夢かもしれない。


　自分でもよく分からないのに──今、どこかで大事な運命が決したような、そんな気がいつきにはしたのだった。





　　　　４




「──いいや、お前たちはここで終わる」





　声とともに伸のびた醜しゆう悪あくな巨腕は、ナジムもドゥマもマルチェッラも引き裂さいた。


　誰だれも、声もあげられなかった。


　声もあげられぬままに、三人ともが絶命した。


　刹せつ那なに起きた惨さん劇げきであり、誰もそれを回かい避ひする手段など持ち合わせていなかった。全員がはかなく倒たおれ、命をとりとめるはずもない血ち溜だまりに伏ふした。


　そのまま、三人とも動かない。


　指一本、動きはしない。


　これほどまで凄すさまじい魔術戦せん闘とうを繰くり広げた相手とは思えぬ、どうしようもないぐらいにあっけない死に様だった。


「…………っ」


　喉のどのひりつきをこらえ、司が振り返る。


　すると、特別展望台の床ゆかに、精せい緻ちな魔法円が浮うかび上がっていたのだ。


　最初に、砂曼まん荼だ羅らが描えがかれていた場所だった。


　その魔ま法ほう円から巨腕はゆっくりと床に触ふれ、自らの身体からだを魔法円の外へと押し上げた。あらゆる魔物を背負ったかのごとき醜悪な姿は、けして見間違えるはずもなかった。


　至上の四柱のひとつ。


　魔神バール。


　そして、


「オズワルド！」


　司が、その魔神バールに抱だかれた壮そう漢かんの名を叫さけんだ。


「……少し、時間がかかったな」


　オズワルドは、鉄のごとき厳しい声で呟つぶやいた。


「ずいぶん流された。いかにバールを使っても、戻もどってくるのはいささか手間だったぞ。ああ、その時間を稼かせいでくれたのだから、〈アストラル〉には感謝しなければなるまいな」


　行者ヨーギドゥマの術によって霊脈レイラインの彼方かなたへ押し流されたオズワルドは、逆にその霊脈レイラインを使って、ここまで戻ってきたというのだった。


　魔法使いの常識でさえ考えがたいその反転も、至上の四柱たるバールの呪じゆ力りよくによるものだったろう。


　ひいては、オズワルド・レン・メイザースがいかに化け物じみた魔法使いであるかという、その事実をもあらわしていた。


　その手のひらに、ひどく不ふ吉きつな紅あかい光が宿っていた。


　至し極ごく小さな──自然界にはありえない、水すい晶しようのような棘とげを生やした紅い種であった。


「……なるほど。これが、『魔法使いが魔法になるための方法』か」


　紅い種の放つ静かな光が、オズワルドの顔を照らした。


「…………」


「さすがにはじめて見るが、君はこれがどういうものか分かるかな」


　また、オズワルドが言う。


　いつもより、オズワルドは饒じよう舌ぜつだった。


　稀き代たいの魔法使いも、今回ばかりは興奮しているのかもしれなかった。


「多分、竜の一部でしょう」


　やっと、司が言葉を発した。


「ほう」


「あの行者ヨーギの術式は、竜の使し役えきと極きわめて似てました。この土地の、いまだ孵ふ化かせざる竜を、自分の好きなカタチに改造しようというようなものです」


「なるほど、これ自体が竜か」


　愉ゆ快かいそうに、オズワルドが紅い種を眺ながめた。


「それを、どうする気です？」


「せっかくの収しゆう穫かくだ。無論、研究させてもらおう」


　魔法使いとしては、当然の発想といえた。


　たとえ、他人の成果だろうが、モノが禁きん忌きに近かろうが、そんなことは躊ちゆう躇ちよする理由にはならぬ。それが自らの魔法を極めることに寄き与よするならば、魔法使いはただ利用するだけだ。


　ごくごく当たり前の、問うまでもないこと。


　しかし、司はあえて言った。


「それは、彼らのものでしょう」


「…………」


　つかのま、オズワルドが呼吸を止める。


　紅い種をつまんでいた指を戻し、碧へき眼がんを細めた。


「……何を言いたい？」


　今ならば、先の台詞せりふは取り下げてもよいと、そういうような訊きき方だった。


　司は、取り下げなかった。


「俺は彼らと取引していました。今回の儀ぎ式しきを諦あきらめて、隻蓮くんを解げ毒どくしてくれるなら、無事に帰そうと。どう見ても禁忌っぽいそれは、〈アストラル〉で封ふう印いんしようと思ってました」


「取引に値あたいする相手ではあるまい」


　すげなく言って、オズワルドは死せる魔法使いたちを見下ろす。


　全員が、苦しみに満ちた顔をしていた。


　鉤かぎ爪づめで切り裂さかれた場所から、すでに三人の身体は腐ふ敗はいしている。まるで、もう死んで一週間以上が経過したみたいに、その死体はひどい悪あく臭しゆうを漂ただよわせ、嫌いやな虫の羽音さえも纏まとっていた。


　それが、魔神バールの特性であった。


　ソロモン七十二柱でも最も醜みにくいこの魔神に殺されたものは、まともな死に方さえ許されない。ほとんど即そく死しといっていい状じよう況きようにもかかわらず、彼らはどうしようもない苦しみを、末期に味わったろう。


　行者ヨーギも、死霊術師ネクロマンサーも、幽精ジン使いも、いまや平等に物言わぬ骸むくろでしかなかった。


「…………」


　司も、その死体に奥歯を嚙かむ。





　──『これが私の、いいえ、私たちの夢です』





　そう言った行者ヨーギの声は、すでに遠かった。


（どんな夢だった？）


　司は、思う。


　あれだけ禁忌に近づきながら、あれだけ闇やみに染まりながら、なおあの行者ヨーギが綺き麗れいな瞳ひとみで告げた『夢』。


　それがどんなものだったのか、もはや聞くことはかなわない。


　誰だれかが死ぬということは、ごくごく当たり前に──そういうことなのだ。


「……殺す必要はなかったでしょう」


　ぽつり、と司が呟つぶやいた。


　その言葉に、オズワルドはくつくつと肩かたを揺ゆらした。


「〈協会〉でもあれほどの外げ道どうは受け入れられんよ」


　と、壮そう漢かんが微び笑しようする。


「それに、貴族でもない異い端たんと、正々堂々と戦う理由もない」


　実際、オズワルドは正式な魔術決闘フエーデを好む性質だ。


　そうしなかったのは、相手が貴族でないからという、ただそれだけの理由だった。


　正々堂々とした魔術戦せん闘とうを挑いどむ必要などないと、それだけの価値の相手だと見切ったからであった。


「ええ、外道でしょう。異端でしょう」


　と、司も肯こう定ていする。


　その肩から、昏くらい気配がたちのぼっていた。


　この飄ひよう々ひようとした男からは、ついぞ感じられなかった気配であった。


「……それでも、殺す必要なんかなかったぞ。オズワルド・レン・メイザース」


　敬語が、消えた。


　じり、と司が歩み寄る。


「どうする気だね」


　オズワルドが問う。


「……ツカサ」


「……社長」


　ついで、ユーダイクスと柏原が、それぞれに一歩歩み寄った。


　猫屋敷と隻蓮はいまだ倒たおれたままだったが──そのふたりは、伊庭司が彼の意思でオズワルドと敵対するのなら異論など挟はさまない、とそう言うようだった。


　静かに、物ぶつ騒そうな圧が高まっていった。


　──一いつ触しよく即そく発はつ。


　髪かみの毛の先せん端たんが触ふれるほどの、ほんのかすかな異変でもあれば、すぐさま破は裂れつするだろう。驚きよう天てん動どう地ちの魔術戦が繰くり広げられたこの舞ぶ台たいで、再び、新たな魔法が血を流すのか。


　そんな空気の中で、オズワルドは片手をあげた。


　大きな手のひらには、ごく小さな真しん鍮ちゆうの壺つぼが三つ載のっていたのだ。


「至上の四柱の名を、聞いたことがあるかね」


「────っ」


　ぴたり、と司の足が止まった。


「私も至上の四柱を同時に解放したことはない。ただではすまんだろうが、君たちに対たい抗こうする術はほかに知らんな。ああ、その程度には君たちのことを評価しているのだと、そう思ってもらってかまわないが」


「……魔ま法ほう使いだな、あなたは」


　司は、ひどく分かりにくい言葉を使った。


　しかし、その意味も、その意思も、正しくオズワルドに伝わった。


「魔法使いだとも。──君は、そういう世界に抗あらがうつもりかね、伊庭司」


　魔法のためなら、どんな犠ぎ牲せいも是ぜとする。


　魔法のためなら、どんな歪ゆがんだ生き方も厭いとわない。


　そういう世界に抗うつもりか──と、オズワルドは問うたのだ。


「そうだよ。そのための〈アストラル〉だ」


「ふん」


　壮漢の、唇くちびるの端はしがつりあがる。


「……娘むすめ以外にも、いずれ答えを聞く相手が増えたな」


「何？」


「こちらのことだ」


　オズワルドの表情は、すぐにいつもの厳しいそれへと戻もどった。


　びりびりと、産うぶ毛げの逆立ちそうな圧の中で、真鍮の壺を握にぎった手がゆっくり引き戻された。


「……では」


　魔神バールの身体からだが波打つ。


　じゅおん、と空間に溶とけるみたいだった。


　次の瞬しゆん間かん、魔神バールの姿も、オズワルドの姿も消えていた。


　霊脈レイラインに飛ばされたときほどの彼方かなたではあるまいが、少なくとも知覚できる範はん囲いにはオズワルド・レン・メイザースは存在していなかった。


「…………」


　血臭漂う無む惨ざんな現場に残され、伊庭司はむなしく拳こぶしを握りしめる。


　固く握られすぎた拳は、白く血色を失い、小刻みに震ふるえた。


「……社長」


　柏原が、声をかける。


　そうしても、しばらく司は微び動どうだにしなかった。


　やがて、
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「……いつか」


　と、低く口にした。


　遠く、哀かなしく、声は流れた。





「……いつか、俺は今日の夜のことを後こう悔かいする気がするよ」




終章（後）







　──時は、進む。





　十二年後。


　街を吹ふく風は、爽さわやかな夏の風だった。


　あらかたの学校で期末試験も終わり、いよいよ学生たちは夏休みを迎むかえようとしていた。街のあちこちで、旅行やイベントを計画する人々が増え、それを祝福するように、夏の光と風は万まん遍べんなく世界を満たしていく。


　布留部市のビジネス街──それらのビルとビルの間にも風は舞まい込み、何かの間ま違ちがいみたいに建てられた、ある洋館の看板も撫なでていった。


　つまりは、こんな文句の刻まれた看板だった。





〈魔法使い派は遣けん会社・〈アストラル〉


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　　　　＊





　事務所内には、現在の〈アストラル〉のメンバーが集まっていた。


　応接室である。


　もっとも、応接室とはいっても、大おお雑ざつ把ぱにソファとテーブルを置いて、パーティションで区切っただけの空間だった。〈アストラル〉事務所の部屋割りは、だいたい季節ごとに（おもに締しめ切りに追いつめられた猫屋敷の手によって）変化するし、もともとたいした家具や装そう飾しよく品もないので、ほかの部屋と大差はない。


　──そんな中で。


　テーブルに置かれた機械だけは、異い彩さいを放っていた。


　映写機。


　それも、もう百年は経過したのではと思われる、極きわめて原始的な映写機がくるくるとフィルムを回していたのである。


　そして、その壁かべに、白いインバネスを纏まとった巨きよ漢かんが映っていた。


　ユーダイクス・トロイデ。


　先代〈アストラル〉において、社長の傍かたわらで辣らつ腕わんをふるってきた錬れん金きん術じゆつ師しであった。


「それで……全部ですか？」


　手をあげて、こわごわと眼帯の少年──伊庭いつきが訊きく。


　映像に話しかけるという極めて奇き怪かいな風景ではあったが、この場の誰だれも不思議には思わなかった。


「ああ」


　と、壁に映ったユーダイクスがうなずいたからだ。


　驚おどろくべきことに、これらの会話は記録されたものではなかった。


　ロンドンの〈協会〉本部にいるユーダイクスの姿を、リアルタイムに映し出しているのである。こうして流れる声もまた、映像自体が壁を震わせて再現している声だった。


　今となっては、テレビ電話や映像付きのチャットですむ技術の──魔ま法ほう版といえるだろう。


　現代科学では容た易やすくすまされる事こと柄がらが、魔術で模も倣ほうするとなればこれほど奇怪な方法を労さねばならないという、その証明でもあった。だからこそ、魔術は科学に駆く逐ちくされていったのだ。


　だが、この場の人間たちが絶句している理由は、けしてその技術ではない。


　この巨漢の語った、事実のゆえであった。





「……以上が、私の知る〈螺旋なる蛇オピオン〉と〈アストラル〉の顚てん末まつだ」





　そう。


　これまでの物語を、ユーダイクスは語っていたのだ。


　無論、ユーダイクスの言葉は、先の物語のすべてではない。


　事後報告や猫屋敷の話もまじえて補足はされているが、〈螺旋なる蛇オピオン〉の内情や、オズワルド側の出来事まで逐ちく一いち話されたわけではない。


　それでも、場の全員にとって、十分に衝しよう撃げき的な内容だった。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉が……父さんの頃ころの〈アストラル〉と接せつ触しよくしていた？」


　茫ぼう然ぜんと、いつきが呟つぶやく。


　少年はその目を大きく見開き、言葉さえ無くし、硬こう直ちよくしていた。


（……父さんが、〈螺旋なる蛇オピオン〉と？）


　ずっと、偶ぐう然ぜんだと思っていた。


〈螺旋なる蛇オピオン〉であるフィンが布留部市を訪おとずれたときも、葛かつら城ぎの鬼おにに〈螺旋なる蛇オピオン〉が関かん与よしていたと知ったときも、ロンドンの〈協会〉がらみで〈螺旋なる蛇オピオン〉と交戦したときも、あくまでいつきは偶然巻き込まれたに過ぎないと、考えていた。


　いや、実際に偶然なのかもしれない。


　あのときのフィンや、ロンドンでの〈螺旋なる蛇オピオン〉のメンバーは、直接〈アストラル〉とやりあった相手ではない。また、妖精眼グラム・サイトを持ついつきをねらったことはあっても、〈アストラル〉自体を標的としたことはない。


　それでも、こんな偶然があるのだろうか。


　まるで──。


　因いん縁ねん。


　目には見えない、魔術でさえ完全には推おし量れない何かを、いつきは感じていた。


「社長」


　穂波が、隣となりからその横顔を覗のぞき込む。


「お兄ちゃん社長……」


「いつきくん……」


　みかんと黒くろ羽はも、きょろきょろと落ち着かなげに顔を左右させる。


　誰も、それ以上は何も言えなかった。


　沈ちん黙もくが、全員の上に降り落ちていた。


　ひとりを除いて。


「馬鹿（Dummkopf）」


　立ち上がったオルトヴィーン・グラウツが、いつものように、正面から少年を蹴け飛とばしたのである。


「あいたっ」


「そこで、ぼうっとして何の意味がある？」


「で、でも、何を、どうしていいのか、分からないし……」


　いまだ動どう揺ようしたままの少年に、相変わらず室内でも帽ぼう子しとコートを纏まとったオルトヴィーンは、これ見よがしにため息をついた。


「ああ、そうだろうさ。お前は自分のことになると、覿てき面めん、動きも考えも鈍にぶくなるからな。いきなりこういう話を突つきつけられれば、そりゃ茫然ともするだろ」


　少年の思考形態を、あっさりとオルトヴィーンは見み抜ぬく。


　要するに、自分のことには疎うといのだ。他人のこととなれば、ひたすらお節せつ介かいとお人ひと好よしをばらまく少年だが、それだけに自分には無む頓とん着ちやくで、こうして話の主体が自分へやってくると、虚きよを突かれておののくばかりである。


（……本当に、馬鹿（Dummkopf）が）


　軽く、奥歯を軋きしらせる。


　無む性しように腹が立つのだが、今のオルトヴィーンはこらえて、顎あごをしゃくった。


「でも、今ショックなのはお前だけじゃないだろ」


「あ……っ」


　その言葉に、いつきが振ふり向いた。


　もうひとり。


　応接室の端はしで、もうひとりの少女が硬直していた。


　アディリシア・レン・メイザースが、唇くちびるを嚙かんでいたのである。


「アディリシアさん……」


「大だい丈じよう夫ぶ、ですわ」


　気き丈じように、少女は微笑ほほえんだ。


　微び笑しようは、かすかに震ふるえていた。少女のこういう微笑を、いつきははじめて見たように思った。


　きゅ、とドレスのスカートを握にぎり、アディリシアはかぶりを振る。


「……私、昔、布留部市に来たことなんて覚えてませんでした」


「…………」


　それも、当然ではある。


　当時のアディリシアはせいぜい四、五歳な上、都市の名前を告げられたわけでもない。〈アストラル〉のメンバーにも会わなければ、ほとんどの時間はホテルの中だけで過ごしていたわけで、はじめて来た日本の風景など覚えているはずもない。


　だから、少女の記き憶おくにないのは当然だったが、アディリシアは別の理由で悔くやんでいた。


「お父様が布留部市に来たのは……必然だったのですわね」


　考えてみれば。


　なぜ、いままで不思議に思わなかったのか。


　一年前、魔ま法ほうのできそこないとなってしまった父は、霊脈レイラインを使って、布留部市まで移動した。


　当時のアディリシアは、単に〈ゲーティア〉の工こう房ぼうから霊脈レイラインがつながっていたからというそれだけの理由と思い、この地に中規模の竜が眠ねむっているのを知った後も、おそらくがその竜に惹ひかれたのだろうと、そう考えた程度だった。


　だが。


　なぜ、布留部市でなければならなかったのか？


　当時、アディリシアが所有していた至上の四柱──その源げん霊れいにすら目をくれず、父はこの布留部市へ逃とう亡ぼうしたのだ。


　あれが、逃亡でなかったとしたら？


　父が儀ぎ式しきに利用した赤い種──あの禁きん忌きの、たとえば帰き巣そう本能に近いものだったとしたら？


「ごめんなさい……いつき」


　うつむいて、アディリシアは謝罪した。


「私は……お父様は、取り返しのつかないことを……」


「それも、違ちがうでしょう」


　別の声が、アディリシアの言葉に割り込んだ。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～あ」


　四匹の猫が、鳴き交かわす。


　猫屋敷蓮が、その猫たちを抱かかえて、口にしたのだ。


「魔法使いとして、あの段階のオズワルド・レン・メイザースは別に間違えたことはしてません。むしろ当然の行動ともいえます」


「猫屋敷さん」


「……強欲陰おん陽みよう師じ」


　いつきとアディリシアが、珍めずらしく真ま面じ目めな表情の猫屋敷へ視線を据すえた。


「私も、あれが〈螺旋なる蛇オピオン〉だなんて知らされてませんでしたからね。そもそも、あのときの依い頼らい人がオズワルド・レン・メイザースだということだって、今まで知りませんでした」


「〈螺旋なる蛇オピオン〉の名と、依頼人の素す性じようを隠かくしたのは、ツカサの指示だ」


　ユーダイクスが、言い添そえる。


「いいですよ。あのときの私に教えるわけにもいかないでしょう。それこそ、〈ゲーティア〉に押し込こみをかけかねないですし」


　あの後、猫屋敷に知らされたのは三人の死という結果だけだったのだ。そもそもオズワルドが乱入した事実も知らず、だからこそ当時の少年も納なつ得とくした。


（……まあ、仕方ないですか）


　胸の内で、猫屋敷は苦にが虫むしを嚙み潰つぶす。


　そういう細工が必要なぐらい、かつての自分は無む鉄てつ砲ぽうだったと、その程度の自覚はある。また、当時の司がオズワルドや〈螺旋なる蛇オピオン〉のことを隠そうとするなら、隠し事の苦手な隻蓮にも黙だまっておくのは当然の処置と言えた。


「だからアディリシアさん、あなたが気に病やむことなんて何もありませんよ？」


「……ふん、強欲陰陽師に妙みような慰なぐさめをかけてもらう必要こそありませんわ」


　アディリシアが、ぷいと顔をそらす。


　それで、場に少しだが、和なごやかな空気が戻もどっていた。


　目を細めて、猫屋敷が続けた。


「もうすぐ、ユーダイクスさんも時間ですね」


「ああ」


　小さく、ユーダイクスの顔がうなずいた。


　もともと、こんな映写機を使わねばならないのは、ユーダイクス・トロイデが〈協会〉に拘こう束そくされているためだ。一ヶ月前、〈協会〉本部を襲おそった〈螺旋なる蛇オピオン〉の事件は、いまだ魔術界に激げき震しんをもたらしている。いいや、世界各地の結社で討論がかわされる内、〈螺旋なる蛇オピオン〉と呼ばれる謎なぞの魔術集団の存在感は、むしろ大きくなってさえいた。


　このため、事件に関係したユーダイクスの身み柄がらは、〈協会〉預かりとなっていたのだ。


　こういう映写機を使っても、外部の人間との会話を許されるようになるには、いままでの時間がかかったのである。


　猫屋敷が、皆みなへと振ふり返った。


「少し、ふたりで話させてもらえません？」


「……あ、はい、分かりました」


　いつきが、ことりとうなずいた。


「ユーダイクスさん、身体からだの調子悪かったりしたら、言うてくださいね」


「とりあえず、情報提供には感謝しますわ」


「え、えーと、お元気で！」


　穂波とアディリシアと黒羽が相次いで、頭を下げる。


「今度は縄なわ跳とび負けないからって、ラピスに言っといてね！」


「……ふん」


　みかんがぶんぶんと手を振り、最後のオルトヴィーンは鼻を鳴らしただけで退場した。


　皆がパーティションの向こうに消えた後、


「……やっと、話せたな」


　と、ユーダイクスは瞼まぶたを閉じた。


「本来なら、お前たちが〈螺旋なる蛇オピオン〉に関かかわっていると知った時点で話しておくべきことだった」


「仕方ないでしょう。あなたは別行動を取っていましたからね」


〈螺旋なる蛇オピオン〉の名前と今の〈アストラル〉が接せつ触しよくしたのは、ユーダイクスがエジプトに旅だった後のことだ。


　いつきたちが〈螺旋なる蛇オピオン〉と接触するなど、その段階では夢にも思わなかったろう。


「……ひとつだけ、話しませんでしたね」


　と、猫屋敷がやや小さな声で言った。


「何のことだ？」


「柏原代介が、あの影崎さんだということを、どうして黙っていたんです」


「…………」


　少し黙ってから、ユーダイクスはこう答えた。


「今の社長たちに話すには、いささか衝しよう撃げきが強かろう。それに、影崎のことについては私たちだって詳しよう細さいを把は握あくしているわけじゃない。……どうした？」


　最後の問いは、話の内容とはべつのことだった。


　自動人形オートマタの目の前で、猫屋敷がひどく驚おどろいた顔をしていたからだった。


「……いえ、あなたがそういう気き遣づかいをするとは、まったく思っていませんでしたから」


「お前にそう言われると、なぜか不快だ」


「それはどうも」


　猫屋敷が、微び苦く笑しようする。


「今の話、〈協会〉には？」


「無論、終えている。遅おそからず、〈協会〉から〈アストラル〉へ何らかの接触があるだろう。私の身柄もしばらくは勾こう留りゆうされてるはずだ。奪うばわれていたとはいえ、前の事件を引き起こしたのは私の身体でもある」


「そうですか」


「後、十四秒で映写機が切れるぞ。何か言うことはあるか。残り十一秒」


「特には。……いえ」


　思い直して、猫屋敷は口を開いた。





「あなたは、魔ま法ほう使いをどう思います？」





　その声が、聞こえたかどうか。


　ふっ、とユーダイクスの姿が消えた。


　からから、と映写機がむなしく回る音をたてている。


「…………」


　猫屋敷は、思考する。


　ユーダイクスの言葉には、大きな意味がある。


　今後、〈螺旋なる蛇オピオン〉が魔術界に引き起こす嵐あらしには、否いや応おうなく〈アストラル〉も巻き込まれることだろう。たとえ〈螺旋なる蛇オピオン〉自体が〈アストラル〉に関わろうとせずとも、これだけ因いん縁ねんが深い以上、〈協会〉側からの協力要よう請せいは拒こばめまい。


　そう、こんな穏おだやかな日々は、長くは続かない。


　……それでも。


「……それでも」


　と呟つぶやき、猫屋敷は振り返った。


　屋や敷しきの窓からは、夏の陽ひ差ざしが斜ななめに差していた。


　その陽差しだけは過去から変わらぬことに、なんとなく微び笑しようして、瞼を閉じた。


　瞼の裏には、いまだ十二年前の陽差しが焼き付いていた。


（あのときも、そうでしたか……）


　ぼんやりと、思う。





　若かりし──そして今も続いている想おもいの欠片かけらを、もう一度だけ、かつての少年が確かめたのだった。




終章（前）







　──もう一度だけ、十二年前を語ろう。





　その日も、強きよう烈れつな夏の陽差しが山さん麓ろくの土地を炙あぶっていた。


　布留部市の、郊こう外がいだった。


　丹生山のふもとに位置する、小さな霊れい園えんである。


　周囲には丁てい寧ねいに手入れされた花畑が広がっており、青や薄うす桃ももや真しん紅くの色が、自然の絨じゆう毯たんみたいになだらかに広がっている。そんな中に並んださまざまなカタチの墓石たちは、まるで石の樹木のようにも見えるのだった。


　遠く、蟬せみの声。


　ゆっくりと墓石の間を縫ぬい、猫屋敷蓮は夏の陽差しに銀ぎん髪ぱつを巡めぐらせた。


　すぐに、目当ての人物は見つかった。


　ある墓石の前で、その男はずっとしゃがみこんでいた。


　唇くちびるに細葉巻シガリロをくわえただけ。手を合わせるでもなく、水をかけるでもなく、ただずっと墓石を見つめていた。光と風の中で、一体どれぐらいそうしていたのだろうと、とりとめなく猫屋敷は思った。


「何か、用かな」


　と、男──伊庭司は振ふり向かずに訊きいた。


　猫屋敷は、軽くかぶりを振った。


「なぜ、そこまでするんです」


　ナジムをはじめとしたあの三人は、その墓に葬ほうむられたのだった。


　無む縁えん墓地であり、名前も刻まれてはいない。


　それでも単に死体を処理するのではなく、きちんとした墓地へ葬るために、司はずいぶんと骨を折ったらしい。


「理由なんかないよ」


　と、司は答えた。


「ただ、こうしないと、どうにもしこりが残るからさ。つまるところは自己満足。たいした意味も理由もない」


「…………」


　沈ちん黙もくした猫屋敷に、続けて司が言う。


「あの後、電話でヘイゼルさんとも相談したんだけどね。今後、〈アストラル〉の事務所をヘイゼルさんの工こう房ぼうに移そうと思う」


「霊脈レイラインですか」


「ああ。確実に、この土地は何らかの変調をきたしている。いまさら無関係と言うわけにもいかないだろう」


「どうして、いかないんですか」


　真ま面じ目めに、猫屋敷は問うた。


「放っておいてもいいはずでしょう」


「──助けて、って声を聞いたから」


「…………」


　少年は、沈黙した。


　猫屋敷も聞いたからだ。


　今になっては錯さつ覚かくだったようにも思う──あれは、竜の叫さけびだったろうか。


「貸し出し魔法使いレンタルマギカを営んでる俺が、助けて、と言われた。関かかわってしまった。だったら、それはもう仕事だろう。うん、俺はいつかちゃんとあの竜に会って、挨あい拶さつもするつもりだよ？」


「竜に、挨拶ですか」


「そりゃそうさ。依い頼らい人には礼れい儀ぎ正しく挨拶しなきゃ。それに、この土地はあの竜のものなんだから、事務所をおいていいですかってぐらいは訊かないとね。ああ、これは事後承しよう諾だくになっちゃってるから、ちょっと良くないよなあ。機き嫌げん損ねられないといいよねえ。いやまあ、これは先に工房おいてるヘイゼルさんに仲ちゆう介かいしてもらうべきかな。かなかな？」


　相変わらずのふざけた調子で腕うでを組む司に、冷たく猫屋敷が言う。


「報ほう酬しゆうもなければ、そもそも承諾だってしてないのに、仕事ですか」


　ただ、いつものように怒おこってはいなかった。


　ひょっとすると、何かを期待していたのかもしれない。


　そして、当たり前のように司は微び笑しようした。


　墓石を見ながら、


「俺は彼らに言ったよ。──歪ゆがんだ在り方だけが魔ま法ほう使いの生きるやり方だとは思わないって」


　司の声が、夏の風に吹ふかれ、遠くまで流れていく。


「だから、俺が放っておいたりしたら、そのときの言葉は噓うそになるだろう」


「…………」


　ああ。


　今なら、分かる。


　自分の言うことを噓にしないためにこそ、この男は馬ば鹿かみたいな行動を繰くり返しているのだ。


　現実は、そんな行動を許容しない。


　司の言っているのは単なる理想で、やはりただの綺き麗れい事だ。


　まして、魔法使いの世界で通用するはずもない。だからこそ、この三人は死に、土の底で眠ねむりにつくしかなくなったのだ。


　哀かなしいまでの、ドン・キホーテ道化役。


　自らを伝説の騎き士しと妄もう想そうした、滑こつ稽けいな老人と同じ役回り。


　だけど。


「……だけど、諦あきらめないんですね、あなたは」


「何の話さ」


「ただの独り言です」


　澄すました顔で言う猫屋敷に首をひねり、司はやっと少年の方へ振ふり向いた。


「君は、どうするつもりだい」


「言ったはずですよ。辞めるのは撤てつ回かいするって」


　肩かたをすくめ、少年はそっぽを向く。


　それから、


「僕は、あなたが嫌きらいです」


「知ってるよ」


「でも、僕もある人に言いました。もしも、僕たちみたいな貸し出し魔法使いレンタルマギカがもっと前からいたなら、昔の僕たちは救われたんじゃないかって」


　横目に、墓石を見る。





　──『もしもそんな組織があって……もしも僕たちのような人に気づいてくれたら……』


　──『そんな組織が……僕たちなら……昔の僕たちのような魔法使いを、今度こそ救えるんじゃないですか？』





　あのときの自分の、なんと舌足らずだったことか。


　未熟なままの自分の、未熟なままの答えの、なんと切ないことか。


　少年は、ただこう言いたかったのに。


　──あなたは、何も悪くない、と。


「君がそう思うなら、そういう貸し出し魔法使いレンタルマギカであればいいさ。別段、業務を限定してるわけじゃないし」


　細葉巻シガリロとともに唇くちびるを歪め、司は嘯うそぶいた。


　そうしながら、なんだか嬉うれしそうでもあった。


「もう少し、俺はここにいるけど？」


「では、また事務所で」


　なるだけぶっきらぼうに告げて、猫屋敷は先に踵きびすを返した。慣れないことを言って顔が火ほ照てっているのは、あまり見られたくなかった。


　出口で、足を止めた。


　ちょうどそこに、見慣れた男がやってきたのだ。


「──ああ、蓮さん！」


　ぶんぶんと手を振って、人ひと懐なつっこそうに男は駆かけ寄ってきた。


「柏原さん」


　と、猫屋敷は先せん輩ぱいの名を呼んだ。


「どうして、ここに？」


「隻蓮さんが、やっと完全に回復したようでして。まあ携けい帯たい電話よりは直接伝えてあげた方が社長も喜ぶんじゃないかと」


　人の好よさそうな顔で、柏原がにこにこと笑っている。


「なるほど。社長ならあっちですよ」


　顎あごだけしゃくって、少年は歩を進めた。


　そんな少年が、呼び止められた。


「蓮さんは、魔ま法ほう使いをどう思います？」


「何ですか。今さら」


「今だから、訊きくんですよ」


　柏原は、妙みように静かな顔をしていた。


「以前、聞きましたね。どうして私が〈アストラル〉にいるのかって」


「…………」


　この男も、一体、どちらが本当なのだろう。


　いつもおどおどした弱気な青年と、ごく稀まれに見せる冷ややかな──いいやそういった表現すら離はなれた、無感情とすら言っていい表情と。


　あるいは、その両方が噓うそなのだろうか。


　柏原が、言う。


「あの人が、まるでドン・キホーテ道化役だって……そう思ったからですよ。だけど、最後まで見届けたくなるドン・キホーテだって。ひょっとしたら、魔法使いであることだって、あの人の隣となりなら面おも白しろく思えるんじゃないかって」


　ドン・キホーテ。


　はからずも、さっきの猫屋敷の想おもいと同じことを、柏原は告げた。それほど司の思想が無む謀ぼうであり、夢想にもほどのある事こと柄がらだったからだ。


「今のあなたは、魔法使いをどう思います？」


　もう一度、柏原が訊いた。


「僕は──」


　と、少年は息を止めた。


　いろんな魔法使いを見た。


　魔法使いの破は滅めつも、魔法使いの悲ひ哀あいも、魔法使いの罪悪も、ことごとく瞳ひとみに映してきた。


　これほどくだらない存在はないと、確信していた。


　そして、今。


「僕は──魔法使いが、好きになりたいです」


　猫屋敷蓮は、正直な気持ちを告げた。


「魔法使いであることが、真っ当に誇ほこりに思えるような──ほかの誰だれかを、幸せにできるような──そういう魔法使いで、ありたいです」


　つう、と熱いものが、頰ほおを滴したたった。


　それを止めることもできず、少年は思った。


　いつか。


　いつか、自分の願いが叶かなうように。


　あの老人と話していたことが、噓にならないように。


　ずっと未来の自分が──今の自分と同じ想いを、抱いだいていられるように。





　──『ああ、お前の真実ほんとうは……どうしようもないぐらい、真まっ直すぐなんだな』





　どこか遠くから。


　誰かのため息と、笑い混じりの声が聞こえた気が、猫屋敷蓮にはしたのだった。






　あとがき







　約束通り、春に『ありし日の魔法使い』でお会いできました。


　いつもと違ちがった趣しゆ向こうと言いましたが、長編としてはレンタルマギカ初の過去編となります。


　遡さかのぼること、十二年。


　一年生編──いつきが〈アストラル〉を受け継ついだときからは十一年前。


　先代〈アストラル〉の、まさに黄金時代です。ユーダイクス、隻蓮、猫屋敷、そしてあの人と……先代社長、伊庭司の揃そろい踏ぶみとなります（約一名だけ画面の外ですが）。なんか名前を並べただけで、今の〈アストラル〉とは全然違う感じですね。





　ここからは少しだけネタバレになります。


　たいしたネタバレではないのですが、本編を読んだ方、もしくはネタバレなんてまったく気にしないぜ、という方だけどうぞ。


　──いいですか？


　──いいですね？





　過去編自体は、かなり早くの段階からやろうと決めていました。実際、読者の皆みなさんにも、結構じれったい思いをした方がいるのではないでしょうか。


　具体的に決めたのは四巻の『竜と魔法使い』を書いているときで、舞ぶ台たいや仕し掛かけを見ても分かるように、今回の話はいろんなカタチで四巻が下した敷じきになっています。今読み返すと、いくつか読み解けることがあったり、さらに謎なぞが増えたりするかもしれません（笑）。


　そして、もうふたつ下敷きになっているのが、一巻の『魔法使い、貸します！』、十一巻の『妖都の魔法使い』です。今回の一部章タイトルも、これらの巻からもじってつくっています。


　どうして布留部市なのか。


　どうして竜りゆうなのか。


　そして伊庭司と猫屋敷蓮。魔ま法ほうを使わない魔法使いと、誰だれより魔法使いたらんとする少年。


　ふたりが本気でぶつかったなら、それはどんなカタチを取るか。


　これは、そういう物語です。





　さて。


　この巻が出る頃ころには、アニメも終わっていますね。


　二クール、全二十四話。川崎監督をはじめとしたスタッフの皆さんは、本当に丁てい寧ねいにつくってくださいました。作画ひとつとっても、これだけの品質を保ったアニメは稀まれだったのではないかと思います。


　そのおかげで、正直、思っていたより遥はるかに多くの方々に、原作やコミックも手にとっていただけました。原作も見み劣おとりしないよう、力を入れていきますので、どうぞ皆様、これからもよろしくお願いします。





　最後になりましたが、限定版ＤＶＤジャケットでも毎月美び麗れいなイラストを描えがいてくださっているpakoさん、一気に魔術が増えたため魔術考証をいつもの倍ぐらいお願いしてしまった三輪清宗さん、アニメ＆漫まん画が二本＆原作のトリプル進行を支えてくださった難波江さんに感謝を。


　次は、夏頃にお目にかかれるかと思います。





　　二○○八年三月




アニメ『レンタルマギカ』二十二話「眠れる街」を観みながら　　





レンタルマギカ


ありし日ひの魔ま法ほう使つかい





三さん田だ　誠まこと
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